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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１







　そろそろ晩秋というよりは初冬といってもいいようで、朝晩の冷え込みがきつくなってきている。あと数日で十一月になるのだからそれが当然かもしれないが、ここ最近残業のために退社時間がとてつもなく遅おそくなっている沢さわ井い徹てつ平ぺいにしてみれば、その寒さが身に染しみてしまう。


　縦型のブラインドで覆おおわれている窓の向こうでは、既すでに陽が傾かたむき始めていた。まだ室内はそれなりの明るさを保っているが、あとしばらくもしないうちに、室内灯なくしては手元すら危あやうくなるだろう。


　そんな中、徹平は書類に目を通していた。自分の仕事部屋と同じくらい慣れた部屋にあるソファーに座っている。目の前のローテーブルには息いき抜ぬきだといって近くのコンビニで買ってきたミネラルウォーターのペットボトルが載のっている。


　この部屋の主と二人でいる空間だが、耳に入ってくるのは紙の擦すれるわずかな音と、キーボードの打音のみだ。


　溜ため息をつき持っていた書類を放ほうり出すと、ペットボトルに手を伸のばし徹平は勢いよく傾けた。喉のどが渇かわいているというよりも、集中力が途と切ぎれたので気を紛まぎらわせた、という感じだ。


　この部屋は『アクアルージュ』というインターネットに関わったことのある者なら誰だれでも知っているような会社の社長室だ。元々は個人輸入代行のサイトだったのが、ネットショッピングやネットオークション、検けん索さくサイトにまで手を広げていき、瞬またたく間に有名ＩＴ企き業ぎようとなった。


　代表取とり締しまり役やくは、窓を背にして置かれている重厚なデスクに座りパソコンのモニターを凝ぎよう視ししている高たか遠とお祐ゆう司じだ。


　自分と同い年で今年二十七歳になった彼とは高校時代からの友人で、大学在学中に高遠が『アクアルージュ』を立ち上げたときから一いつ緒しよにいる。面おも白しろく人生を過ごしたいと感情のままに動いている徹平とは逆に、冷静沈ちん着ちやくに先の展開まで読むのが高遠だった。


　会社内での役割は高遠の補佐的なモノが多いが、徹平は自分なりの考えに基もとづき動いている。最終決定をするのは高遠でも、どんな過程を辿たどりその段階にまで事を運ぶのかは徹平に一任されているのだ。


　会社が大きくなりすぎた故にか、少しずつ残業が増えてきていることには不満はあれど、概おおむね仕事には満足していた。そう、『していた』と過去形になってしまうのは───。


　───高遠、ぜってえ仕事さぼってるって……。


　深く腰こし掛かけているソファーの背もたれに体重を預けて、徹平はちらりと高遠を一いち瞥べつした。


　少し長めの黒くろ髪かみは無造作に後ろに撫なでつけられ、額にわずかに掛かっている。スクエアタイプのメタルフレームの眼鏡めがねをかけているためか、切れ長の目はどうにも鋭するどく、きつい印象を周りに与あたえている。


　何事にも余り興味を持たなかった高遠が唯ゆい一いつ執しゆう着ちやくを見せたのが、ゲーム『ディバージュ』を作った『rime trees』という人間だった。彼を目の前に引きずり出すために高遠は会社を成長させた。


　そして、念願を果たし、ようやく探し当てたＨＮ『rime trees』こと氷ひ山やま樹いつきと出会ったのが、去年の秋だった。その頃ころから少し高遠の様子がおかしくなり出した。


　氷山樹は、ゲーム会社『ブランチライン』の原作兼けんシナリオライターで今年三十一歳になる青年だった。人見知りな性格のためか一歩引いたような態度や、いつも俯うつむいてばかりの彼は、どうにも年上には見えない。


　普ふ段だんならば、氷山のような人間は高遠の不ふ機き嫌げんさを煽あおるしかないのだが、彼は違ちがったらしく、ゲーム制作の過程で二人はいつの間にかプライベートでもつきあう仲になったようだ。仕事関係の人間でさえ、なかなかつきあいをみせないのだから、高遠にとって氷山がどれほど特別なのかわかるというものだ。


　その延長上なのだろうと思うのだが、少しでも時間を作りたがった高遠の仕事が少しずつ徹平に回ってくるようになったのだ。最初はこれといって気にも留めなかったのだが、今では一言言わずにはいられないほどになっている。


　───あー、疲つかれたねえ……。


　ぐっと伸びをして、強こわ張ばった身体からだをほぐそうとするが、それくらいのことではどうにもならない。徹平は、高遠ほどではないが百七十センチを超こす身長に、しっかりと筋肉のついた身体をしている。ただ、体育会系にありがちな堅かた苦くるしさや、ごつごつとしたラインは持っていない。大おお雑ざつ把ぱな仕草やさっぱりと短くした黒髪が、徹平の男らしさを表していた。


「───さぼってないで、とっとと終わらせろ」


　ぐったりとソファーにのびていた徹平に向かい、高遠から声が投げられた。抑よく揚ようのない淡たん々たんとした口調に、徹平は呆あきれたような口調で言葉を返す。


「あのねえ、どうしてオレがこんなに忙いそがしくなったのか、わかってる？」


「要領が悪いからだろ」


「違ちがうって！　高遠の仕事がオレの方に回ってきてんだよ。仕事減らすか人手増やすかしてくれないと、オレが大変」


　自分には関係ないことだと無表情に告げる高遠に食ってかかるのは、このまま黙だまっていると高遠の仕事がこれまで以上に回されてくることを知っているからだ。きちんと自己主張をしておかないと、相手にいいように振ふり回される。


「とりあえず、これ以上仕事を増やす気にはなれない。現状維い持じでいこうと思っている」


「そうなの？」


「規模が大きくなりすぎると碌ろくなことがない」


　ぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せた高遠に首しゆ肯こうしてしまうのは、それとなく徹平自身も気になっていたからだ。大まかなことを把は握あくできても、細かいところはどうしても他人任せになるのだが、その部分が大きすぎると何かあったときに対処するのが難しくなる。


　目の届く範はん囲い内ですべてをすませることが望ましいのならば、その規模で収まるように調整すればいいのだ。


「了りよう解かい。適当に仕事を割わり振っちゃうよ？」


「勝手にすればいい」


「じゃ、勝手にしよう」


　切り捨てるようなばっさりとした一言だが、言い換かえれば徹平自身を信用しているということになる。それがわかっているので、徹平は気にした様子も見せずに満足げに頷うなずき、テーブルに放り出した書類をもう一度手に取った。


　ふと気が付けばいつの間にか窓の外は暗く、まさにつるべ落としだと嘆たん息そくした徹平の前で、高遠はパソコンの電源を切っている。時間を確かく認にんすれば、普ふ通つうに退社時間だと言ってもいいような頃ころ合あいだった。


「───高遠は帰るのか？」


「ああ。とっとと片づけろ」


　こちらに見向きもせずに机の上を整理している高遠に溜ため息をつきそうになるが、根こん性じようでどうにかそれを呑のみ込んだ徹平は、高遠の承認が欲しい書類だけを選えり分け彼に手て渡わたしてしまう。いつもならばそれに承認印を押してから高遠は帰るはずなのだが、急ぎでないか徹平に確認してから後回しにしてしまう。それだけでも今晩は誰だれかと約束があると徹平にはわかった。


　手早くローテーブルに広げていた書類をまとめると高遠と一いつ緒しよに部屋を出る。高遠は自分の仕事部屋に他人を入れるのを好まないため、出入りできるのは徹平だけだ。しかも、社長室の鍵かぎを持っているのは高遠だけなので、彼が部屋を出るときに一緒に外に出るしかない。


「残りは今日中に片づけておくから、明日朝一に処理してくれよ」


　腕うでにはこれからまだ読まなければならない書類を抱かかえながら徹平が言えば、高遠は気もそぞろに頷いて、挨あい拶さつもそこそこに去っていった。その後ろを振り返ることのない姿に、小さく吐と息いきをつく。


　社長室の隣となりが徹平の仕事部屋なので移動は楽なのだが、高遠の浮うかれ具合に精神的疲ひ労ろう度が増しているのだ。高遠のプライベートに首を突つっ込む気にはなれないが、あまりにも仕事を蔑ないがしろにするのであれば、一度きっちりと話をしておかないといけないだろう。


「───まあ、現状維持なら、どうにかできるがなあ……」


　仕事漬づけの毎日から解放されようと思うのなら、少しずつ仕事を下に任せるようにすればいいだけの話だ。もっともどこまで任せるのかというのが問題になってくるが、それは今自分たちの下で直接関かかわっている部下たちと相談した方がいいだろう。


「そのための会議開かないといけないのかー。それはそれで面めん倒どうくさいけどな。仕方ないか」


　自分の仕事部屋の鍵を開けて中に入ると、机の上に手にしていた書類を放ほうり出した。


　半分近くは業務報告や連れん絡らく通知なので目を通すだけでいいのだが、残りは目を通したあと揃そろえなければならない資料が出てくる。徹平の裁量に任せられている分は揃えることができるが、高遠の承認が必要な分については変へん更こうが出る場合もあり、揃えることができない。


　なので高遠の承認待ちとなり、それがそのまま徹平の残業へとつながっていくのだ。しかも、徹平の権限が大きくなったらしく、今までなら高遠の領分だったモノまで徹平へと回ってくるようになっている。


「ほんと、オレも疲つかれてるんだぞー」


　ぽつりと呟つぶやくが、それに応える人間はここにいない。徹平は溜め息をつくとそれなりの高さがある書類の山を切り崩くずすべく、椅い子すへと足を向けた。


　ここで一息入れるために夕食を食べに行ってもいいが、またこの部屋に帰ってきて仕事をするのは少しばかり面倒くさくもあり、先に仕事を片づけることにする。結局高遠に意見を訊きかなければならない書類も出てきたが、どうにか処理し終わったときには二十一時を過ぎていた。


「晩ご飯どうしようかねえ……」


　肩かたをこきこきと回しながら、徹平はどうするか迷う。車で出勤しているので帰りにどこかよってもいいのだが、少しばかり飲みたい気分でもある。マンションの近くにそこそこおいしいダイニングバーがあるので、そこで食べることにした。


　そうと決まれば早々に帰った方がいい。部屋の鍵を掛かけ、地下駐ちゆう車しや場に下りていく。車出勤の利点は、終電を気にしなくていいところだろうか。慣れた仕草でカブトムシの愛あい称しようで知られる外国車の鍵を開ける。


　丸みを帯びたフォルムがかわいいのだが、いかんせん社用車向きではない。だが、高遠を乗せない限り、徹平は自分の車で仕事にでかけてしまう。初めて買った車で、洗車からワックス塗ぬりまで自分の手でしているのだ。前から欲しかった車種なので余計大事にしている。


　車で三十分もすれば徹平のマンションに帰り着く。十五階建ての最上階で、間取りは２ＬＤＫだが、広いルーフバルコニーがついている。そのバルコニーに惹ひかれて少々無理をしてローンを組んで買ってしまった。


　屋根付きのバルコニーにはテーブルと椅子が置かれており、春から秋などは外で晩ばん酌しやくをするのが楽しみとなっている。だが今は上まで上がらず、地下駐車場に車を停めるとそのままお目当てのダイニングバーまで歩いていった。











「くうーっ。何で明日は休みじゃないのかなー」


　黒のロングコートの裾すそが上がるのも気にせず、徹平はぐっと両手を頭上に突き上げる。今日は木曜日で、最低でも明日は出勤しなければならないし、下手すると土曜日さえも休日出勤となりかねない。


　酔よっぱらうというほどアルコールを摂せつ取しゆしていないが、それでも無意識のうちに鼻歌が出てくるほどには浮かれていた。横道に入ったため車の通行もなく、そろそろ日付も変わろうかという時間のためか、人ひと影かげもない。


「寒くなってきたなあ……。冬は嫌いやだけどな」


　コートのポケットに手を突っ込み、足許ではなく空を見上げて歩く。空気が冷たくなり澄んでいくので、空は綺き麗れいに見えるのだが、いかんせんベッドから出るのが辛つらくなるのがいただけない。『今年は例年よりも寒くなるって言ってたな』などとぼんやりと考えたのがいけなかったらしい。


「───うを……っ」


　何かに躓つまずいて踏鞴たたらを踏ふんでしまった。ポケットに手を入れていたのも悪かったらしく、思わず転びそうになるほどバランスを崩した。大きく息を吐はいて後ろを振ふり返ってみれば、そこには投げ出された足があった。


「は───？」


　綺麗に磨みがかれた黒い革かわ靴ぐつから濃こいグレーのスラックスを辿たどっていくと、揃いのスーツの上着も目に入ってきた。どうやら壁かべにもたれるようにして、道路に座り込んでいる人間がいるようだ。


　目をぱちくりとさせてまじまじとその男性を凝ぎよう視しする。白いワイシャツは第二ボタンまで外されているし、ネクタイは緩ゆるめられ首に引っかかっているような状態で、俯うつむき加か減げんの頭の角度から、どうやら半分寝ねているように思えた。


「何だ？　酔っぱらいか？」


　彼の足に躓いたみたいなのだが何の反応もなく、徹平は傍そばにしゃがみ込むと顔を覗のぞき込んでみる。小さく繰くり返される呼吸は寝息のようで、少し酒気を帯びた匂においも漂ただよっている。


「完全な酔っぱらいだなー。ここで寝たら風邪かぜを引くぞ？」


　肩を揺ゆさぶってみるが、一向に起きる気配がない。溜ため息をついて、このまま放っておいてもいいかな、などと考えてしまう。思わずじっくりと観察するのは、この近辺でこういう醜しゆう態たいを晒さらす酔っぱらいを見かけないからだろう。


　さらりとした髪かみは薄うすく色が抜ぬかれており、頰ほおに掛かっている。投げ出されている足やだらしなく伸のびている腕うでなどから、背が高そうな印象を受けた。あたりには鞄かばんすらなく、どこでこれだけ飲んだのかもわからない。


「このまま放置するのも危ないか……。風邪を引かなくても、いろいろと問題ありそうだしな」


　溜め息をついて、先さき程ほどよりも力を込めて男を揺さぶると、男の指先がぴくりと動き、のろのろとした仕草で顔が上げられた。


「───うるさい……」


「あー、ここで何やってるんだ？」


「おまえには、関係ない」


「まあ、そうだけどさー」


　瞼まぶたを持ち上げるのも億おつ劫くうそうな半眼で睨にらまれても、恐こわいとは思えない。それどころか、睫毛まつげが長いことに気がついて、妙みような感心さえしてしまった。のろのろと持ち上がった手が、額に掛かる髪を搔かき上げると、形の良い鼻び梁りようが露あらわになる。


　すっと通った鼻筋やきゅっと引き結ばれた口唇くちびるに、徹平は嘆たん息そくする。傍はた目めにも整っていると思わせる顔の造作は高遠に通じるモノがある。だが、硬こう質しつ的な印象のある高遠とは違ちがい、彼には柔やわらかな雰ふん囲い気きがあった。


　───何がそう思わせてるのかなー。


　まじまじと男を観察していると、それが気に障さわったのか、くっきりと眉み間けんに皺しわを寄せて徹平のことを睨みつけてきた。関わるなと告げているような険しい表情に苦く笑しようして、徹平は立ち上がる。


「ま、ほとんど通らないけど、一応車には気をつけろよ」


　あっさりとそれだけを告げると片手をひらひらと振り、その場を後にしようとする。が、数歩も行かないうちに、またもや徹平の足が止まった。より正確に言うと、コートの裾を摑つかまれて引き留められたのだ。


「ええーと……」


　どうして酔っぱらいに引き留められたのか徹平にはわからず、困こん惑わくしたように男を見下ろした。手て触ざわりの良さそうな髪が微かすかな風に吹ふかれて揺れていたが、不意に頭が上げられ明確な意志を持った双そう眸ぼうが徹平を見上げてきた。


　焦こげ茶ちや色の瞳ひとみは一歩も引くまいという気の強さを知らしめるように、徹平を凝視する。


「おまえは、一人暮らしか？」


「───そうだけど」


　唐とう突とつな問いに徹平は訝いぶかしむことなく、あっさりと答える。警けい戒かい心を抱いだくのを忘れたのは、相手が酔っぱらいだからではなく、その口調にどこか真しん剣けんな響ひびきがあったからだろうか。戸と惑まどったように彼を見下ろす。


　遠くに浮うかぶぼんやりとした街灯は、こちらまで明るく照らすことはないが、それでも何故か徹平は相手の顔を明確に捉とらえていた。


「行くぞ」


　コートの裾を離はなした男は軽かろやかに立ち上がり、徹平の隣となりに並ぶ。


　───おお、やっぱりでかいか？　高遠より少し大きいか？


　自分よりも拳一つ分くらい大きな相手を見上げる形になり、徹平は瞠どう目もくした。しかも、バランスのよい体格をしているので、ひょろりとした印象がない。そのうえ、着き崩くずされているが身体にあったスーツを着ているため、全体的にラフなイメージからかけ離れていた。


「おい、家はどっちだ？」


「はい？」


　そんなに飲んだつもりはなくても、やはりアルコールを摂せつ取しゆしたためにか、男の言葉に徹平はすぐさま反応できなかった。間の抜けた言葉を返せば、まるで見下すかのように小さく舌打ちをして、苛いら立だたしげに声を荒あららげる。


「おまえの家に泊とめろっていってるんだ」


「はあ？　何だよ、それは。というか、見ず知らずの人間を泊めるほどオレは酔すい狂きようじゃないぞ」


「佐さ賀が芳よし隆たかだ。おまえの名は？」


「───沢井徹平。自己紹しよう介かいしたからって、それだけで知り合いだとか巫山戯ふざけたこと言うつもりか、おまえは」


「その通りだ。よくわかってるじゃないか」


　ゆっくりとした動作で腕を組む芳隆に、徹平は溜め息を隠かくそうとはしない。筋が通っているようでいて、普ふ通つうであれば屁へ理り屈くつでしかないような妙な論理で押し切ろうとしているあたり、どう考えても泥でい酔すいしている人間の思考だとしかいいようがない。


「あのねー、そんな子供にも通じないような理り屈くつを振ふりかざしてどうするつもりだよ」


「子供？　誰だれが子供だって？　どうみてもおまえの方が年下だろうに」


　話が通じているようで通じていないことに脱だつ力りよくするが、酔よっぱらいにいくら言葉を重ねたところで会話が成り立つことはまずありえない。尊大にふんぞり返っている芳隆の目の前で徹平は深々と溜ため息をついてみせたが、そもそもその裏の意味まで汲くみ取れるようならば、芳隆は妙な理屈をこねるようなことはしていないだろう。


　───厄やつ介かいなのに絡からまれたなあ……。


　徹平は再びこぼれ落ちそうになった溜め息をどうにか呑のみ込むと、胡う乱ろんな目つきで芳隆を見遣った。


　微かに揺ゆれている髪かみはきちんと手入れがされている。着ているスーツは、道みち端ばたで座り込んでいたためか皺や汚よごれがついてはいたが布地は上等で、吊つるしではなくちゃんと仕立てられたモノだということが見て取れた。


　───まあ、危ない感じはしないし。


　酔っぱらいの扱あつかいに長たけているわけではないが、このままここに足止めを喰くらわされ続けるのもいい加減にして欲しいのだ。徹平は小さく息を吐はき出すと、投げ遣やりな態度で降参したことを示す。


「あー、はいはい。家までは歩いてくれよ。途と中ちゆうで寝ねこけたらそのまま置いていくからな」


　目の前に立つ芳隆の隣を抜ぬけ、徹平はゆっくりとした足取りで歩き始めた。本当なら途中で振り切る勢いで駆かけ足をしてもよかったのだが、大声で引き留められるかもしれないことを考えると、それもできない。


　芳隆に気がつかれないよう様子を窺うかがってみれば、足許はそれなりにしっかりしている。一目で泥酔しているとはわからない。


　───こいつ、明日になって記き憶おくありませんとか言ってきたらどうするかなあ。まあ、女じゃないし、あまり気にしなくても大だい丈じよう夫ぶか。


　同性の場合であれば、酒の飲み過ぎによる笑い話で済まされる話の範はん囲い内だろう。なので、徹平もあまり深く考えずに、芳隆を連れて帰ることにしたのだ。


　話がまとまるまでに時間がかかったことや、足許が不確かな人間の歩調に合わせたこともあり、部屋の鍵かぎを開けたときは午前一時を過ぎていた。


「ほら、あがれよ。風ふ呂ろは沸わいてるはずだから、おまえが先に入っちまえ」


「眠ねむい───」


「うわあっ、靴くつ、靴っ！」


　扉とびらを大きく開けて芳隆を招き入れたのだが、さすが酔っぱらいといおうか、彼は土足のまま廊ろう下かへと足を踏ふみ入れた。慌あわてて芳隆の腕うでを摑まえて三和土たたきに引き戻もどすと、ぎっと芳隆を睨にらみつける。


　───誰が掃そう除じしてると思ってるんだ、誰がっ！


　週に一度ぱっとするだけの掃除だが、なかなか面めん倒どうくさかったりするのだ。なのでこれ以上余計な汚れを増やしたくないのが本音だ。


　徹平が凝ぎよう視しする先で、芳隆は目を細めた。どこか焦しよう点てんが合ってないような気がする双そう眸ぼうは、アルコールによって理性が崩くずれていることを伝えていた。だが、何を言われているのかはわかるらしく、小さく鼻を鳴らしてからのっそりとした動きで靴を脱ぬいだ。


　摑つかんでいる手を振り払はらうように大きく振るうと、芳隆はまるで自分の家であるかのような確かな足取りで廊下を歩いていった。その後ろ姿を見て、徹平は溜め息をつく。気の大きくなった酔っぱらいなのか、元々の性格なのかはっきりしないが、どうにも高遠に通じるような傍ぼう若じやく無ぶ人じんさを感じてしまうのは、決して気のせいではないだろう。


　廊下の右手には風呂場などの水回り、左手には物置代わりの部屋が一つ。そのまま突つき当たりにある磨すりガラスがはめ込まれた扉を開ければ、そこがリビングダイニングだ。その手前にある扉がベッドルームに通じている。


「真正面のドアを開けたら左手にスイッチがあるから」


　それだけで察したのか芳隆がリビングの灯あかりをつけた。


　そこは二十畳じようほどの空間で、大きな家具は四よ人にん掛がけ用のダイニングテーブルと大きなロングソファーだけだ。あとはお決まりのテレビとコンポやＤＶＤプレイヤーがあり、端はしにはＣＤやＤＶＤがケースに入って山と積まれているのが目に付く。


　そして、何よりも特とく徴ちよう的なのは、ベッドルームと一続きになっており、可動式の間仕切りで一応は区切れるようになっていることだ。廊下に通じる扉もあるので、間仕切りを動かして一部屋として数えることができる。


　リビングの左手側がベッドルームとなっており、ダブルサイズベッドが置かれている。余よ裕ゆうで手足を伸のばそうと思えば、このサイズから上になってしまう。セミダブルサイズにしようかと多少悩なやんだが、どうせ部屋は広いのだからとダブルサイズにしたことを後こう悔かいしていない。


　あとこのスペースにあるのは、作りつけのクローゼット、ノートパソコンを載のせた小さな棚たな、スキャンとコピーもできる大型プリンタに、マガジンラックくらいだ。モノがないのはリビングと同じで殺風景一歩手前でしかない。


　朝出かけたままの状態なので、ベッドにはパジャマ代わりのシャツとスウェットが脱ぎ捨すてたままだったし、スーツを取りだしたクローゼットは開きっぱなしだ。それでも洗せん濯たく物が床ゆかに散らばっているわけでもないし、食べっぱなしのモノがテーブルにのっているわけでもない。


　───まあ、そこそこ片づいてるとは思うからいいけどなー。


　ぐるりと見回している芳隆に対して徹平は微かすかに眉まゆをひそめる。だが、芳隆はその気配にまるで気がつかず、自分がこの部屋の主であるかのようにまっすぐにそこを横切った。ソファーに深く腰こし掛かける。そして遠えん慮りよの『え』の字もなく大きく足を組み、徹平に喉のどが渇かわいたと告げてきた。


「風ふ呂ろに入らないのか？」


「───眠い。喉が渇いた」


「……はあ」


　徹平は思わず大きく溜ため息をつき肩かたを落とす。芳隆と会うまでは明後日の休日出勤を気にするくらいだけの平へい穏おんといえば平穏な夜だったはずだ。美味おいしいご飯とアルコールで腹も満たされ、あとは風呂に入って寝るだけだったはずだ。


　───もしかしなくても、とんでもない奴やつを拾ってきたんじゃないのか？


　言われるがままに冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出すと、頭を仰のけ反らせ目を瞑つぶっている芳隆の傍そばまで近寄り声を掛かけようとした。が、伏ふせられた瞳ひとみを縁ふち取どる長い睫毛まつげや薄うすく開いた口唇くちびるに視線が惹ひき付けられた。


　ただ、無防備な寝ね顔がおがあるだけなのに、知らず知らずのうちに徹平は息を潜ひそめる。丸みがそぎ落とされた頰ほおのラインや、筋肉の張った首筋のラインが、ひどく優美に見えた。自分と同じ男のはずなのに、何か違ちがうモノがそこにある。


　───……って、何考えてるんだ、オレは……。


　自分の考えを振ふり払うように徹平は軽く首を振ったあと、手にしていたミネラルウォーターのボトルをべたりと芳隆の頰にくっつけた。


「───……っ」


　いきなり感じた冷たさに芳隆は身体からだを震ふるわせて、がばっと上体を起こした。荒あらい呼吸を繰くり返し、予想以上に驚おどろいた彼を見て、徹平は口許をひくつかせる。寝ているところを不意打ちしたので、芳隆が大おお袈げ裟さなリアクションを返すのは当然なのだが、それが徹平のツボをついたのだ。


「ほら、水。それから、風呂入れよ。身体が冷えてるんじゃないか？」


　芳隆がコートも着ずにどのくらいの時間外で寝ていたのかわからないが、アルコールが抜ぬけてしまえば寒さを感じるのは目に見えている。だが、そんな徹平の心配を余所よそに芳隆はぐっと眉み間けんに皺しわを寄せて険しい表情をしている。


「何をした───？」


「あのねえ、喉が渇いたっていったのはおまえだろう？　それとも飲まないのか？」


　ぷらぷらとペットボトルを揺ゆらしていると、無言のまま芳隆が奪うばい取り一気に飲み干した。口くち許もとが濡ぬれたのか手の甲こうで拭ぬぐい去る仕草さえもが、不作法なはずなのにどこか優ゆう雅がだと思わされてしまう。


　───育ちでもいいのか、こいつ？　そういや、着ているスーツ、どうみても吊つるしじゃなかったしな。てか、荷物もコートもないってことは、どこかに放ほうり投げてきたのか？


　スーツのポケットに何が入っているのかわからないが、必要最低限のモノは持っているはずだろう。確かく認にんさせた方がいいのかと徹平が考えている間に、いくらかだけでも芳隆の意識がはっきりとしたようで、ゆるく首を振っている。


「ああ、目が覚めたか？　バスルームは玄げん関かんの方だ」


　空になったボトルを床に置いた芳隆がふらりと立ち上がり、スーツの上衣を脱ぬいでソファーに放り出した。ネクタイをほどきワイシャツのボタンを外していく。


「何ここで脱いでるんだ。ほら、こっちだ」


　背中を押して芳隆を促うながし脱だつ衣い所へと放り込み、バスタオルの場所だけ教えると早々に脱衣所から退出する。酒を飲んだあと風呂に入ると余計にアルコールが回りやすくなるのはわかっていたが、触ふれた芳隆の背中が冷たく、かなり長い間外で寝ていたことを徹平に教えていた。


　使い方はだいたいどこも同じだと思うので、特に説明もしないまま脱衣所から出て、芳隆に必要なモノを支度する。


「あいつの着き替がえ、どうするかねえ」


　下着は新品の替えがあるのでそれを渡わたすとして、問題は服の方だ。丈たけが少しばかり足りないような気がする。だが、それしかないのでパジャマ兼けん用よう部屋着としてそれであきらめてもらうしかないだろう。


　脱衣所の籠かごに着替えを置くと、目の前にある扉とびらを開ける。物置代わりとしていろんなモノが詰つめ込まれている部屋だが、その中には引っ越こし前のマンションで使っていたソファーベッドが含ふくまれている。捨てても良かったのだが、不意に友人が泊とまりに来たときにはちょうどいいかと思い、そのまま取って置いたのだ。


　ソファーを広げてベッドにすると手早くシーツを敷しいて、とりあえず寝られるように整える。多少ごちゃごちゃとした部屋で、夏物を入れた衣装ケースだとか、スノーボード、数度しか使っていないアウトドア用品、見終わったＤＶＤなどがまとめられているのだが、寝られないわけではない。


「ま、ここが嫌いやだって言うなら放り出すだけだしな」


　呟つぶやきながら部屋を出ると、丁度芳隆も出てきたところだった。思った通り丈が少しばかり短く、思わず徹平の口許が弛ゆるんでしまう。どこか間ま抜ぬけさを感じさせる姿がおかしかったのだが、当の本人はそんなことには気がついていないらしい。


　髪かみをタオルで覆おおったまま芳隆はふらふらとリビングへと向かっていく。当然の如ごとく徹平の存在は無視だ。そして、どっかりとソファーに座り込み、ぼんやりとしている。頭も洗ったのか滴しずくが髪先から滴したたり落ちそうになっているのを見て、徹平は溜め息をこぼす。


「きちんと拭ふいてこいよ。床ゆかが濡れるだろうが」


　ソファーの後ろに立ち乱暴な手つきで大おお雑ざつ把ぱに水気を拭き取っているあいだ、芳隆は静かにしていた。


「ドライヤーもあるっていうのに、まったく……。風ふ呂ろ場ばの向かいに寝る場所を用意したから、寝るなら向こうに行け」


「───わかった」


「それから、明日はオレが仕事行くときに一いつ緒しよに出るからな。八時前には出られるようにしておけ」


「……」


　芳隆からの返事はなかったが、徹平はそのことをわざわざ念押しするようなことをしなかった。酔よっぱらいを泊めただけのことなので、一いつ泊ぱくなのは暗あん黙もくの了りよう解かいとして世間一いつ般ぱんにまかり通っているからだ。


「じゃあ、オレも風呂入ってくるし。冷蔵庫に飲み物があるから、勝手に取ってくれ」


　何も言わない芳隆をそのままに徹平も入浴に向かう。いつもならとっくに風呂から上がっているような時間だったのだが、どうしようもない。手早く服を脱ぐと皺になるのも気にせずスーツを放り、風呂場に足を踏ふみ入れた。


　簡単に掛かかり湯をすると大きな水音を立てながら湯船に浸つかる。きちんと足を伸のばせる大きさの浴よく槽そうで、これも徹平のお気に入りの一つだった。本来なら、それなりに気分よくのんびりと湯に浸かるはずだったのに、徹平はリビングに置いてきた男の存在が気になって仕方ない。


「……何だって、連れてくる気になったのかねえ」


　途と中ちゆうで振ふり切ろうと思えば、いつでも振り切れたはずだ。大声を上げられようが、文句を言われようが、置いてきてしまえばそれまでだ。名前も住所も教えていないのだから、押し掛けてくることもできない。


　なのに、ゆっくりと歩調を合わせるようなことをしていては、わざわざ芳隆を連れてきたようなものだ。どうして自分がそんなことをしたのか、自分自身でもわからない。ぼんやりと考えていたが、気を取り直すようにばしゃっと顔を湯で濡ぬらして、徹平は湯船から立ち上がった。


「考えても仕方がないからなー。どうせ一晩だし」


　芳隆があそこまで深酒する理由が気にならなくもないが、今は彼に関かかわっているような時間はない。高遠の分までこちらに回ってきている仕事を捌さばくだけで手一いつ杯ぱいなのだ。


　明日もどれほど忙いそがしくなるのか容易に想像ができるため、少々重苦しい吐と息いきをついたが風呂場でいつまでもぐずぐずとはしていられない。手早く身体からだと頭を洗って早々に風呂場から出ると、いつも着ているバスローブを取り出して羽織る。


　いくらか汗あせが引くまではバスローブの方が過ごしやすいのだ。ある程度水気が飛ぶまで髪をごしごしと拭き、頭にタオルを被かぶったままリビングへと戻もどっていく。


　少し喉のどを潤うるおしてからパジャマに着替えようと冷蔵庫の方向を向いたが、その前にソファーを占せん拠きよしている人ひと影かげに気がついた。長風呂というほどでもないが、それなりの時間が経たっているため芳隆は既すでに寝ねたと思っていただけに、徹平は怪訝けげんそうな表情をする。


「何だよ、まだ寝てなかったのか？」


　ベッドに行く前に寝てしまったのなら起こさなければと思い、徹平が近づいていく。床には先さき程ほどのミネラルウォーターの空きボトル以外にも、冷蔵庫で冷やしていたはずのチューハイの空き缶かんが転がっていた。


「───ったく、今から迎むかえ酒かよ。明日は完かん璧ぺきに二日ふつか酔よいになるぞー」


　項うな垂だれて下を向いている芳隆の前にしゃがみ込み、呆あきれたように見上げると、焦しよう点てんの合っていない双そう眸ぼうが徹平を見返している。その感情の読めない芳隆の表情に徹平が眉まゆをひそめるのと、徐じよ々じよに芳隆の口唇くちびるの端はしが持ち上がるのとが、同時だった。


　相手は笑っているはずなのに、どういうわけだか徹平の身体が強こわ張ばる。上うわっ面つらではない芳隆の感情を、徹平が敏びん感かんに感じ取っているのだ。


「……どうか、したのか……？」


　瞬しゆん間かん的に増した緊きん張ちよう感かんのためかひりつく喉から絞しぼり出すように出した声が、微かすかに震ふるえているのは隠かくしようがない。今までに喧けん嘩か一つしたことがないとは言わない。それと似たような雰ふん囲い気きの中でも徹平はにっこりと笑えるだけの剛ごう胆たんさを持っている。


　だが、今はその持ち前の剛胆さがなりを潜ひそめていた。呼吸一つすることにさえ、神経を遣つかい、何かがこれ以上壊こわれることを防ごうとしているかのようだった。


　のっそりと上から覆おおい被さるように体勢を崩くずした芳隆を、徹平は慌あわてて支えようと手を伸ばす。体重を掛けてのし掛かってきたためか、それとも肩かたに腕うでを回すような体勢だったためか、バランスがとれなくなった徹平が床ゆかに手を突つく。


「───おい？　寝るなら部屋に行けよ」


　肩と腰こしに手を回され抱だき込まれている体勢に戸と惑まどいながらも、芳隆を突き放はなすこともできないでいる。思っているよりも近い位置に芳隆の顔があるのか、頰ほおにあたる髪かみの感かん触しよくや、微かに聞こえてくる吐息に、徹平の鼓こ動どうが微かに跳はねた。


　仕事が忙しいために、呼吸を感じるほど他人と近づいたのは久しぶりで、しかも布地を通して感じる熱に少しばかり動揺してしまった。だが、いつまでもこうしているわけにもいかず、どうしたものかと徹平が考えているあいだに、ぐっと身体が引き寄せられソファーに押し倒たおされた。


「何だ？」


「……誘さそっているのか、おまえは……」


　揶や揄ゆするように囁ささやかれてみれば、そうとられてもおかしくないほどバスローブの裾すそは広がり、胸元ははだけられていた。組み敷しかれている感覚がなかったために、今まで気づかなかったのだ。慌ててバスローブを直そうとするが、芳隆は手を離はなしてくれない。


「ほら、人で遊ぶな。とっとと離れろって」


　身体を動かしてどうにかしようとするがうまくいかず、徹平は困こん惑わくしたような表情で芳隆を見上げた。だが、表情からは何も窺うかがえず、彼が何をしたいのかまるで理解できない。


「おーい、だから何をしたいんだってば」


　ソファーに押しつけられている手を自由にしようと力を込めるが、それも叶かなわない。いつまで経たってもいっかな退ひこうとしない芳隆を憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで睨にらみつけると、視線の先で彼が面白そうに笑っていた。


「───な……っ。ちょっと待てっ！　オレは男だって！」


「それがどうした？」


　掠かすれたような声に潜む、甘い何かを感じ取り、徹平は目を見張った。と、その隙すきをつくように芳隆が嚙かみついてきた。否いな、より正確に言えば、口くち接づけられ舌を絡からめ取られたのだ。


　突とつ然ぜんのことで何が起きているのか把は握あくする前に、より深く口こう腔こう内を探さぐられる。内側の柔やわらかな粘ねん膜まくを舌で圧おされ、上うわ顎あごを舐なめられる。


「んぅっ───」


　舌先から舌の付け根までをゆっくりと辿たどられ、閉じることを許されない口の端からは、飲み込みきれない唾だ液えきがこぼれ落ちた。


　───何だってんだあ……っ？


　自分の身の上に起きていることが信じられず、徹平は呆ぼう然ぜんとしている。だが、段々と苦しくなってくる呼吸に、何をされているのか理解した瞬間、徹平は首を振ふり芳隆の口唇から逃のがれようと暴れ出す。


　押さえつけられた手が外れないのは、先程でわかっている。それでも、どうにかならないかと腕に力を込めれば、ぐっと体重をかけられますます身動きが取れなくなった。背が少し高いくらいで、身体の厚さや横幅は大して変わらないはずなのに、芳隆の下から徹平は脱ぬけ出すことができない。


　───……マジかよ……。こいつ、そっち系の男か……っ。


　遊んでいるとは言わないがそれなりに女性とつきあってきたし、学生の頃ころには酒さけ癖ぐせの悪い友人もいた。だから、キスされたこと自体には特に不快感はないが、ほぼ見知らぬ他人が相手だということに問題がある。それこそ酒の上での過あやまちなど、したこともないし、されたこともない。


　どう動こうとも芳隆を振り落とせないことを悟さとった徹平は、顎あごに力を入れて芳隆の舌を嚙んだ。思い切りではなかったので、血が出るほどではなかったが、それでも芳隆の行動を制止することはできたらしい。


　ばっと顔を上げ、芳隆は忌いま々いましそうに徹平を見下ろした。


「ちっ───。大人しくしてろ」


　いきなり解放されたことで、徹平が大きく喘あえいでいるあいだに、ばらばらに押さえられていた手首を一ひと纏まとめにされてしまう。しかも、いつの間にか解ほどかれたバスローブのヒモで、後ろ手に括くくられた。


「な───っ。何してるんだっ!?」


「黙だまってろ」


　不自由な上半身を押さえつけられ、留めるモノがなくなったバスローブがはだける。ボクサーショーツを身につけただけの下半身が、ひどく頼たよりなく感じるのは、ここに来て初めて身の危険性とやらを認識したからだろうか。


「巫山戯ふざけるな……っ」


　見知らぬ酔よっぱらいを部屋に招き入れて、貞てい操そうの危機に陥おちいるのは普ふ通つう女性と決まっている。よもや、二十代後半の男が襲おそわれることなどまずあり得ない。というか、想像すらしたことがなかった。


　世の中は広いので、同性としか恋れん愛あいができないという人間がいるのも知っている。


　徹平自身はノーマルだが、そういった嗜好を否定するつもりもない。だが、相手が同じ嗜好なのか、きちんと同意しているのか、などの意思確かく認にんもなく、いきなり襲いかかってくるような人間は問題外だ。


　ソファーの背が徹平の右側にあたるため、無む理り矢や理りにでも動かすことができたのは左足だけだった。


　それまでは逃にげようとしても、どこか遠えん慮りよが働いていた。相手に怪け我がをさせたらまずいと思っていたのだ。だが、今の状態ではそんなことを言ってられない。男としてはいささか問題があると思うのだが、真面目に貞操の危機というやつを心配している。


「どけよ……っ」


「───っ」


　思うように動かせない左足だが、それでも芳隆の大だい腿たい部ぶに踵かかとを打ち付けることはできた。まさか攻こう撃げきされるとは思っていなかったのか、その衝しよう撃げきに芳隆が身体からだを浮うかせた。当然、徹平はその隙を逃のがしはしない。


　右みぎ膝ひざを差し込み、脛すねを使って芳隆の身体をソファーから蹴けり落とす。軽くはない音が床ゆかに響ひびき、小さく呻うめく声も聞こえてくる。しかし、それにはかまわず腹筋を使って身体を起こすと、括られた腕うでをどうにかしようと徹平は手て探さぐりでヒモを触さわってみる。


　だが、よほどうまく括られているのか、わずかの弛たるみさえもできない。


「くそっ。一人じゃほどけないか？」


　誰だれかを呼ぶにしても、部屋の外に出るにしても、この状態では何もできない。どうしようかと逡しゆん巡じゆんしていると、床に沈しずんでいた芳隆が右みぎ肩かたを押さえながらのそりと起き上がってきた。ぎゅっと寄せられた眉み間けんの皺しわを見て、徹平は溜ため息をこぼす。


「あのなあ、オレは男に襲われるつもりはない。素面しらふでも丁てい重ちようにお断りするところだが、酔っぱらいは論外だ」


　睨ねめ付けられているのはわかっているが、徹平としては受け入れるつもりはない。芳隆の視線の強さに負けないよう睨にらみ返す。


　きちんと確認したわけではないが、芳隆は年上だろう。普ふ段だんならばそれなりの口調と態度で接するのだが、相手が酔っぱらいだったことと、襲われそうになったこととが相まって、徹平は常にない尊大な態度で芳隆に言った。


「さあ、ほどきやがれ」


　険しい目つきで見上げていると、芳隆は緩かん慢まんな仕草で腕を伸のばしてくる。その何かを含んだような表情のせいか、徹平は緊張を解かず、わずかな動きも見逃すまいとするように芳隆を凝ぎよう視しした。


「───反はん抗こう的なやつだな。そんな態度を取るとどうなるのか、誰も教えなかったのか？」


　ぐっと項うなじあたりの髪かみを摑つかまれ、無理矢理上向かされた。くっと息を詰つめるが、決して芳隆から目を離はなさない。先に目を逸そらした方が負けるのだと、何故なぜだか本能的に察していたのかもしれない。


　だが、そんな徹平の態度を気にした素そ振ぶりも見せずに、芳隆は顔を近づけてくる。だんだんと大きくなってくる芳隆の顔に思わず徹平が顎を引いたとき、素す早ばやく口唇くちびるを塞ふさがれた。ちりっとした痛みに驚おどろいて口を微かすかに開ければ、そこへ何かが侵しん入にゆうしてきた。


「んぅ……っ」


　口こう腔こう内を探るように蠢うごめいている舌先が誰のモノなのか悟さとると、徹平は無理矢理頭を動かして芳隆から逃れた。だが、荒あらく繰くり返される自分の呼吸音がひどく耳みみ障ざわりに感じられるほど、大きく頭の中に響いている。


　わずかに酸欠を起こしているようで、くらくらする頭をどうにかしようとゆるく頭を振ふったが、徹平が体勢を立て直すよりも速く、芳隆は行動を起こした。後ろ手に縛しばられている状態で肩かたを押されてしまえば、倒たおれるしか道は残っていない。


　しかも、ソファーに押しつけられただけではなく、両りよう脚あしを横に広げられ、局部を完全に相手に晒さらしている体勢にさせられてしまった。膝ひざ裏に通された相手の腕がソファーの背もたれを摑んでいるため、再び足をつかってどうにかすることはできない。


「やめろっ」


　犬が服従の証あかしとして腹を見せるような、ひどく無防備な体勢にも似ていて、徹平は無む駄だだとわかりつつも、身体を捻ひねったり足を動かしたりと、暴れて見せた。不自由な上半身までも使って、芳隆から逃れようとするが、相手はくっと口唇の端はしを上げるだけだ。ゆっくりと近づいてくる口唇に耐たえられず、徹平は顔を背そむけるが、相手は執しつ拗ように追いかけてくる。


　あまりにも逃げているためか、芳隆は小さく舌打ちすると、ぐっと体重を掛かけるようにして、身体ごと距きよ離りを縮めてきた。


　膝が胸につくほど曲げられてしまい、股こ関かん節せつが軋きしむ。ぴりぴりと腱けんが伸びる感かん触しよくに制止の声を上げて、芳隆を振り払おうと足あ搔がいてみるが後ろ手に拘こう束そくされていてはどうしようもない。


「重いって！」


　言外に、身体の上からどけという意味合いを込めた台詞せりふだが、その意味が通じている様子はない。意志に反して取らされた体勢に辛つらくなり、徹平は思わずもれそうになる呻き声を嚙かみ殺した。だが、その痛みのためにか、近づいてきた不ふ穏おんな気配に気づけなかった。


「───っんだっ？」


　少しかさついた口唇が、柔やわらかな耳朶みみたぶを喰はんでいる感触に徹平の頰ほおが上気する。しかも、それは、耳許から首筋のラインを辿たどり始めたのだ。時折留まっては微かに吸い上げながらゆっくりと鎖さ骨こつへ向かっていく。


　濡ぬれた舌先が蠢いている感触に、今度は別の意味をともなった声がもれそうになり、徹平ははっとして口唇を嚙みしめた。欲望をともなって触ふれてくるその愛あい撫ぶに、男女は関係なかった。ねっとりと濃のう密みつな何かを連想させるそれは、ダイレクトに徹平の下半身を刺し激げきする。


「やめろ───っ」


　同性の愛撫に反応を示したことが信じられなくて、何としても逃れようと先程よりも力を込め身体を動かすが、上から押さえつけられている体勢ではどうしようもない。


　綺き麗れいに浮き出ている首筋に沿って下りてきた口唇が鎖骨に留まり、かりっと歯を立てた感触に、吐と息いきにも似た嬌きよう声せいが嚙みしめていたはずの口唇からこぼれおちてしまった。熱い呼気の塊かたまりが喉のどの奥から、外へと向かい吐はき出されたのだ。


「……んっ」


　鼻に掛かった甘えた声だが、それが張りつめていた糸をぷつりと切るきっかけとなった。


　動けないようにとソファーへ縫ぬい止めていた手が、そろそろと離れていく。その際にすっと太ふと股ももの内側を撫なでていった。触れるか触れないかの微び妙みような距離が、徹平の皮ひ膚ふを粟あわ立だたせる。


　そのことに気をよくしたのか、芳隆の指は明確な意志を持って動き始めた。押さえ込まれていた脚あしが離され、幾いく分ぶんか楽になった体勢に徹平が大きく胸を喘あえがせると、そのタイミングに合わせたかのように芳隆の手がはだけられたバスロープの合い間から、胸を撫で上げていったのだ。


　直接素す肌はだを触さわられ、徹平は息を詰める。欲望を煽あおるように躊躇ためらうことなく這はわされる手の感触に、ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せる。ぶるりと震ふるえそうになる身体からだをどうにかやり過ごすことに成功するが、それでも快楽を感じてしまったことまでは、止められない。


　男のモノにしては綺麗だと思わされる指先が、胸の小さな突とつ起き物を捉とらえる。はっきりとした存在感を示すほど大きくはないが、それでも乳ち首くびがあることを知らしめるように、芳隆の指が執拗にそこを責め始める。


「───はぅっ」


　今まで女性に愛撫されたことがないとは言わない。だが、ここまで欲望に直結するような快感を感じたことはなかった。


　指の腹で押し潰つぶすようにしたかと思えば、そこだけを際きわ立だたせるようにつまみ上げる。ぷっくらと快楽を主張するかのように浮うき上がったそこに、芳隆の口の端が持ち上がったのだが、蹂じゆう躙りんされつつある徹平はそのことに気がつかない。


　ふっと小さな風を感じたと思った瞬しゆん間かん、先程はうまく流したはずの悦えつ楽らくが徹平の背筋を駆かけ抜ぬけた。濡れた何かが、控ひかえめに存在感を主張しているそこに触れたのだ。くすぐるように柔らかく撫でられただけなのに、徹平の腰こしが跳はね上がった。


「な、に……」


　堪こらえるように瞑つぶっていた目を開けて胸むな元もとを見み遣やれば、芳隆の頭の天てつ辺ぺんが視界に入ってくる。どうしてそんなところに、芳隆の頭頂部が見えるのか不思議に思ったとき、ぴちゃりと湿しめった音が聞こえてきた。


「や……っ」


　指とは違ちがう滑なめらかな愛撫が施ほどこされ、掠かすれたような声しか出てこない。猫ねこがミルクを舐なめるような小刻みな動きで、強きよう烈れつな刺激ではないが、身体の中からふつふつと湧わき起こる快感を呼び覚ましていく。


　そして、それに押し流されるように集まりだした熱は、雄おすへと向かっていき、そこを硬かたくさせる。布一枚隔へだてただけの雄の状態は、当然の如ごとく芳隆にもよくわかったのだろう。胸元にふっと吐息の掛かる感触がした。濡れた肌はだにそれは冷たく感じられ、無意識のうちに徹平の身体が震えた。その他愛たわいもない反応が、いたく芳隆の気を良くさせたらしい。


「感じているのか？」


「───……さい……っ」


「もっと素す直なおになれば、より気持ちよくなると思うがな」


　くつくつと胸元から芳隆が笑い続ける声が響ひびいてくる。からかわれているのか、同性の手によって欲望を刺激されたことを嘲ちよう笑しようしているのか、徹平には理解できないが、自分が芳隆の手で翻ほん弄ろうされていることだけはわかった。


　だからといっても、どうすることもできないのは事実だった。


　鎖骨から胸骨の窪くぼみへと口唇くちびるが辿っていく。時折強く吸われては、鬱うつ血けつの痕あとを残される。その合間に芳隆の右手が、徹平の雄を捉えた。ゆるゆると上下に撫でさすられるそこは、顕けん著ちよな反応を示し始めた。


　雄に触れてくる指先や手の平はさすがに、男を思わせるモノだったが、そこは直接的な刺激を与あたえられれば、それが何であれ反応してしまうだろう。ここ最近仕事漬づけで性欲処理すらしていなかったために、いとも容易たやすく芳隆の手で翻弄される。


「───んぅ……っ」


　先走りの滴しずくがはしたない染しみを作るが、それは快楽の証で、芳隆には楽しいモノとして目に映っているようだ。


「気持ちいいんだろう？　だったら、このまま大人しくしていろ」


　久しぶりに身体を走り抜けた快楽に、徹平は流された。


　指先が雄を浮き彫ぼりにさせるかのように輪りん郭かくを辿たどり、手の平は雄全体を包み込むようにして愛あい撫ぶする。優やさしいといえば聞こえはいいかもしれないが、それは生殺しにも似たもどかしさを生んでいる。


「や……あ……っ」


　気を緩ゆるめれば、『もっと強く』と言ってしまいそうになるのをどうにか抑おさえ込み、自ら揺ゆらしてしまいそうになる腰を留めることだけに気力を注ぐ。そして、声を漏もらさぬようにと、それだけに神経を集中させた。


　───勃たってしまうのは、仕方がないっ。だが、女みたいに声を出してたまるかっ。


　徹平が反応することを、芳隆は面白がっているのだ。これで嬌きよう声せいをあげるようなことがあれば、もっと意地悪く口許を歪ゆがめてくるだろう。鼠ねずみをいたぶる猫のように、焦じらして弄もてあそばれることは避さけたい。


「───どうした？　ああ、これじゃあ、物足りないのか。だったら、もっといいモノをやる」


　だが、そんな徹平の考えを見み透すかすかのように、芳隆がひっそりと呟つぶやくと、ボクサーショーツの中へと手を入れてきた。


「───っあ……んっ」


　遮さえぎるモノもなく触ふれてきた指先を、徹平はひどく熱いと感じた。それは、雄がぐっと質量を増したことからも、わかったのだろう。何かを探るかのようにふらふらとしていた芳隆の口唇が、一足飛びに徹平の顎あごに触れ、口唇を捉とらえた。


　ぴちゃりと水音を立てながら芳隆の舌が徹平の口こう腔こう内に侵しん入にゆうしてくる。深く絡からめ取られ、余すところなく舌先で探さぐられた。普ふ段だんは誰だれも触れることのない柔やわらかな頰ほおの粘ねん膜まくを、他人のいいように突つかれていることに、徹平の意思は朦もう朧ろうとしてくる。


　ディープキスをしたことがないとは言わないが、芳隆がしてくるような、口から食べられてしまうのではないかという危機感と興奮を覚えるモノは、初めてだった。


　何もかも奪うばい尽つくされそうになる、感覚───。


　───これが……、『与えられるモノ』か、『与えるモノ』かの違いか……？


　快楽の海へと堕おちていくような、真っ暗な闇やみの中に呑のみ込まれていくような、これまでに感じたことのないほどの強烈な欲望に、徹平も欲情していた。


「ん……ぅっ」


　ただ受け入れているだけだった舌に、無意識のうちに自らのそれを絡めてしまう。緩やかに上下している手の平に合わせて、腰を揺すり雄を擦こすりつけている。身体からだの奥底から迫せり上がってくる射精感に、理性が駆く逐ちくされていく。くぐもった甘い声が徹平の喉のどからこぼれおちた。


　疼うずくようなちりちりとした感覚が徹平の足の爪つま先さきから頭の先までを支配している。小石を池に投げ込んで広がっていく波は紋もんのように、欲望を中心として快楽が広がっていくのだ。なのに、尽きることなく湧わき起こる悦えつ楽らくは身体の中に留まり続け、蓄ちく積せきされていく。


　呼吸もままならないほど深い口くち接づけが解かれて、溢あふれかえった唾だ液えきが口の端はしから流れる。


「く……ぅっ」


　いつ爆ばく発はつしてもおかしくないほど、雄おすに熱が籠こもっているのだが、一向に決定的な何かを芳隆は与えてくれる気配はない。意識が真っ白に染まっていき、徹平は達いくことしか考えられなくなった。


　その筋を辿るように芳隆の舌が這はっていくが、徹平はままならない吐と息いきを整えるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。芳隆が顔を上げて、大きく喘あえいでいる徹平を覗のぞき込む。


「達きたいか？」


　欲望を捉えている手を蠢うごめかせながら問い掛かけてくる芳隆の表情は愉ゆ悦えつに満ちているが、今の徹平にはその微び妙みような表情を読むことができない。


「───んっ」


　芳隆の言葉に同意するように、徹平は自ら首を伸のばして口唇を重ねた。はっきりとした言葉にしてはいないが、快楽に引きずられた徹平が蹂じゆう躙りん者の手の中に堕ちたと、態度ではっきりとさせたことになる。


　触れ合わせているだけの口唇くちびるが、ゆっくりと弧こを描えがいていくことに徹平は気づけないでいた。


「なら、少し待ってろ」


　ぐっと肩かたを押され、身体を倒たおされた徹平は戸と惑まどい芳隆を見上げる。両手は後ろ手に括くくられたままで、バランスを崩くずされてしまうと呆あつ気けないほどまで簡単にソファーに転がされてしまった。


　痛いほど張りつめた雄が、息をするたびにずきずきと脈打つ。煽あおり立てられるだけ煽り立てられた欲望を、吐はき出すことだけに意識が集中している。肌はだを直接温めていた熱がなくなり、心許なく感じてしまい、芳隆が出ていった扉とびらをじっと見つめ、戻もどってくるのを待っていた。


「イイコで待っていたみたいだな。……すぐによくしてやる」


　それがどんな意味を持つのかわからないほど、徹平も子供ではない。だが、頭の中は達きたいという感情にばかり支配され、微妙な駆かけ引きが出来るような状態ではなかった。ただ達くことだけに囚とらわれた頭で、芳隆の言葉に素す直なおに頷うなずく。


　倒れたままの徹平の上にのし掛かり、芳隆がくすりと楽しそうに口許を歪める。


「腰こしを上げろ」


　耳朶みみたぶを喰はむようにして囁ささやかれ、徹平は考えることもなく、バランスを崩しそうになりながらも言われたとおりに腰を浮うかせた。するりとボクサーショーツを脱ぬがされ、バスローブをまとうだけとなった。


　風ふ呂ろに入り、汗あせと汚よごれを落としたはずなのに、またうっすらと汗を搔かいている。そのうえ、乱れた格好をしているのは自分だけで、芳隆は何一つ着き崩くずれしていない。そのことにようやく気がついた徹平が、芳隆のスウェットに歯を立てる。


　だが、芳隆はそんなことを気にも留めず、露あらわになった徹平の雄へと手を掛けた。自由気き儘ままに動く手は大だい胆たんで、手加減という言葉を知らない。


「ひゃぅ……っ」


　中ちゆう途と半はん端ぱに放ほうり出されていた欲望に手を掛けられ、再び煽り立てられた。その刺し激げきに思わず声が口をついて出てくる。根元から先せん端たんに向かっていくリズミカルな愛あい撫ぶに、徹平の嬌きよう声せいは止まらない。


　あと少しで待ち望んでいた失しつ墜ついが起こるというところで、芳隆が手を止めた。


「な……」


　胸を大きく喘がせながら、徹平が呆ぼう然ぜんと目を見開く。まさかこんな寸前で留められるとは考えていなかったのだ。


「今達くと辛つらいからな」


　くつくつと喉の奥で笑っている芳隆に、どう反応していいのかわからず、戸惑ったように瞳ひとみを揺ゆらしていると、芳隆の手で腰を持ち上げられ、膝ひざ立ちの体勢にさせられた。ソファーの上は不安定で倒れそうになるが、目の前にいる芳隆にもたれ掛かりどうにか身体からだを支える。


「……な、に……？」


　どうして自分がこんな体勢をとらされたのか、理由がわからなくて芳隆に問い掛けるが、彼は何も言わずにバスローブに隠かくされていた箇か所しよへと手を伸ばしてきた。そして、そこだけ飛び出している尾び骨こつを指先で撫なでた。


　ひくりと徹平の身体が震ふるえる。指先は躊躇ためらうことなく臀でん部ぶの狭はざ間まへと侵しん入にゆうしてきたのだ。他人の手が触ふれることなどあり得えるはずのないそこに、自分以外の誰だれかが触れてくることが信じられず、芳隆の指から逃のがれるように前のめりになる。


「動くな───。ならさないと辛くなるのはおまえだぞ」


　低くからかうように言われても、芳隆の言う『辛くない』というのが、どこにつながるのか徹平にはわかっていない。


　目の前にある肩に額を押しつけるようにして、相手のすることだけを享きよう受じゆする。


「───……っ」


　その瞬しゆん間かん、徹平は大きく息を呑のんだ。ぬるりとした液体が狭間に沿って垂れてきたのだ。しかも、その流れを追いかけるように芳隆の指が辿たどっていく。幾いく度どか確かめるように窄すぼまりの上を撫でられ身を固くしていたが、ぐちゃりと窄まりに指先が潜もぐり込んだ。


「や……あっ」


　何の抵てい抗こうもなくそこに異物が潜り込んだことから、洗面台に置かれていたハンドソープだと徹平にもわかった。石せつ鹼けんの滑ぬめりを利用して二本の指を秘処に押し込んできたらしい。くちゅくちゅと滑なめらかな水音が、徹平の耳にも届いた。


　痛みはまるでないが、感じたことのない不快感と、身体の内側で指を動かされているという奇き妙みような刺激に、徹平は逃れようとするためにか腰を動かしてしまう。だが、徹平が異物から逃れようとした分だけ、芳隆の指が奥へと侵入してくる。


　ぐっと根元まで押し込まれた指が、身体の内部までを探っていく。内側の粘ねん膜まくを掠かすめるように指を曲げられ、徹平は息を詰つめた。


「───こんなもんでいいのか？　わからないな……」


　ぼそりと耳みみ許もとに聞こえてきた声は芳隆のモノだったが、それは徹平の耳を素通りしていく。内部を侵おかされる感覚に、意識のすべてを持っていかれているのだ。排はい泄せつ器官を逆流してくる異物に、思考を犯おかされている。


「はぁ……っん」


　勢いよく抜ぬかれた指が徹平の前ぜん立りつ腺せんを掠めていったのか、ぴりぴりとした快感が背筋に走った。下半身から頭頂部へと抜けたそれは、徹平が初めて感じるモノだった。


　───……な、んだあ……？


　それが何なのか認にん識しきできないうちに、再び侵入してきた指が的確に前立腺を捉とらえた。


「ひぅっ」


　脳のう髄ずいを揺さぶるような衝しよう撃げきを、堪こらえることができない。熱を孕はらんだ吐と息いきや、甘さを含ふくんだ声が、徹平の口をついて出てくる。享受するには大きすぎる快楽に、逃にげ出そうとする腰こしを押さえつけられ、無む理り矢や理り受け取らされていく。


「あ、……んっ」


　前立腺を刺激されればされるほど雄おすが硬かたくなっていき、先端からはだらだらと透とう明めいな滴しずくが溢あふれている。脈打つ雄があと少しで達いくというところで、また指が抜かれてしまった。その喪そう失しつ感かんに徹平の眉まゆ根ねが寄せられる。


　熱に浮うかされてぼんやりとしている意識では、その感覚が既すでに快楽に囚とらわれたモノだということを理解できない。ただ、秘処の粘膜が蠢うごめいて、そこに強い刺激を欲しがってしまう。何かを取り込もうとするかのようにひくついてさえいるのだ。


　焦じれたようにもれる徹平の吐息を聞きながら、芳隆がスウェットをずらし欲望に漲みなぎっている雄を晒さらしたのだが、そのことに徹平は気がつかなかった。ただ、身体の内側から湧わき起こる疼うずきをどうにかして埋うめたくて、それだけしか考えられなくなっていった。


　掠れた吐息が徹平の喉のどから出てくるだけで、芳隆の呼吸は乱れ一つない。その空間に、突とつ如じよとして悲鳴が響ひびいた。


「う、───……ああああっ」


　ぐいっと力ずくで腰を落とされた先にあったモノが何か、徹平にはわからない。ただ、身体の中心を刺さし貫つらぬかれ、許容量をはるかにオーバーしているモノを秘処にねじ込まれていることだけは理解できた。


　逃れようにも、腰から下には力が入れられないし、手が縛しばられたままではどうしようもない。がくがくと上半身を揺ゆらし、相手の思うがままに操あやつられている。だが、これ以上の侵入を許すまいと秘処には力を入れてしまう。それがまた余計に痛みを増すことを徹平はわかっていない。


「……っ。力を、抜け……っ」


　芳隆が荒あらい息をつきながらそう言葉を吐はき出すが、それは徹平の耳には届いていない。下腹部に重く響く鈍どん痛つうを堪えることしかできないのだ。


「馬ば鹿かが───っ」


　吐息に紛まぎれて荒い言葉をもらした芳隆は、そのまま獲え物ものの痛覚を無視したまま、腰を打ち付け始めた。


「ひぃ……───……ぁっ」


　ぎちぎちとめり込んでくる塊かたまりに内部を抉えぐられ、徹平は喉を震わせる。内臓ごと引きずり出されるかと思うほどの勢いで雄が出ていき、腹を突つき破るような鋭するどさで押し入ってくる。半ば強引に身体からだをつなげられたようなモノで、徹平には快楽どころか痛みしか感じられない。


　獣けものの唸うなり声にも似た掠れた悲鳴と、喉の奥からもれてくる吐息とが部屋の空気を支配している。薄うすく汗あせの浮いた肌はだがぶつかる音と繰くり返される淫いん靡びな水音が、それに追つい従じゆうする。


　甘やかな気配のない交わりは、喰くうか喰われるかの───どちらが相手の優位に立つのかを決める上位争いを思わせた。


　───……駄だ目め、だ……。


　抜き差しを繰り返される秘処の感覚は既になく、痛みさえも麻ま痺ひしている。揺さぶられるままに揺さぶられ、抵抗する意思すら奪うばい尽つくしていく。だが、芳隆の雄がそこを掠めるように入り込んできたときに、足あし許もとから覆くつがえされるような感覚が徹平を支配した。


「───っ……ぅあ……」


　ぴりぴりと弱い電流が全身に走ったのだ。すべてに薄い膜まくを掛かけたような曖あい昧まいな感覚の中、痺しびれるようなそれは一気に徹平の意識を塗ぬり替かえた。ひくりと秘処が蠢き、相手を取り込もうとするかのように蠕ぜん動どうを始める。


　それは、緩かん慢まんに相手の与あたえる刺し激げきを享きよう受じゆするだけだった徹平の身体が、自ら動き出した瞬しゆん間かんで、魂たましいごと喰らい尽くされ、何もかもを委ゆだねて相手の麾き下かに入ってしまった瞬間でもあった。


　深く抉り込むように突かれる度に徹平の喉が仰のけ反り、熱に浮かされた声がもれてくる。朦もう朧ろうとした意識の中、それが自分のモノだとは認識できなくても、身体だけが別物のようにその快楽を貪むさぼっていることを、感覚で理解していた。


「く……ぁんっ……」


　前ぜん立りつ腺せんに触ふれられ、どんどんと追い上げられ快楽を煽あおられていく。少しずつ射精感は高まるが、実際に達くためにはあと一押しが足りない。そのためにか、徹平自身が本人も気がつかないうちに腰を振ふっているのだ。


　その行動に芳隆が口許を歪ゆがめていることに、徹平は気がついていない。


「───達きたいか……？」


　耳朶みみたぶに軽く歯を立て、吐き出す吐息に紛れて芳隆が訊きいてくるが、徹平の耳には入っていても、その言葉の意味を呑のみ込んではいない。それがわかるのか、芳隆はくつくつと笑いながら一ひと際きわ深く内部を抉った。


　徹平の身体は硬こう直ちよくしたように強こわ張ばったが、すぐさま走り抜ぬけた微び弱じやくな電流の余波で震ふるえ出す。


「返事がないからな。───俺は知らない」


「───……っあああっ」


　芳隆の言葉が終わるや否いなや、大きなストロークで出し入れされ始めた雄に、徹平の意識は侵しん食しよくされていく。どこか焦しよう点てんのずれている快楽は身み悶もだえするほどもどかしくて、出口を求めて彷徨さまようように身の内を荒あれ狂くるう。


　だが、上り詰つめるための何かが足りない。そのわずかな刺激を求め、徹平は首を振り嬌きよう声せいを上げる。芳隆の与える刺激をすべて受け止めようとするのだ。そして、それは唐とう突とつに徹平の内部に放たれた。


「くぅ───っ」


「……っ」


　引き絞しぼられた弦つるから矢が一いつ瞬しゆんにして解き放たれたように、身体の最も深い場所に芳隆の劣れつ情じようが溢あふれ出したのだ。熱い液体が飛沫ひまつする感かん触しよくに徹平は息を呑み、瞠どう目もくする。内部を灼やかれるという初めての感触に、徹平の意識はオーバーヒートを起こし、そのままブラックアウトしていった。


　失しつ墜ついするその一瞬に感じたのは、未いまだ秘処に収まる芳隆の熱量だけだった。




２







　かなり遠いところで鳴なり響ひびいている音に、徹平は気がついた。その音はぼんやりとしている意識に覚かく醒せいを促うながしている。いつも聞き慣れている目覚まし時計の音だと理解し、アラームを止めようと手を伸のばしたところで、ようやく身体の異変に気がついた。


　腕うでを動かそうとすると身体が軋きしみ、素早く動かそうにも緩慢な動きにしかならない。


　───何だってんだ……？　昨日、飲み過ぎた……？


　目を閉じたまま昨晩の行動を思い返そうとしたところで、すぐ傍そばに他人の体温を感じ取り、ふっと徹平は息を止めた。自分がベッドに寝ねていることと、シーツに触れる肌の感触から自分が全ぜん裸らであること、隣となりに誰だれかが寝ていることを一瞬にして悟さとり、混乱する。


　───とりあえずご飯を食べて少しだけ飲んで、すぐに店を出ただろ。で、途と中ちゆうで変な男に引っかけられて……。


　路ろ傍ぼうに座り込んでいた芳隆を部屋まで入れて、そのあとどうなったのかまで一気に思い出したところで、徹平は思わず深々と溜ため息をついた。


　───どうしてあんな目に遭わなけりゃならないんだ……。


　自分は至ってノーマルだが、同性でもセックスできることは知っていたし、それに対して特に何とも思っていなかった。だが、実際に自分で体験してみると、よくもまあ毎回できるモノだと妙みような感心をしてしまう。


　───……まあ、しちまったことは仕方ねえしなあ……。とりあえず仕事だな。


　伸びをしようにも身体が言うことをきかず、疲つかれたように息を吐はき出した。そろそろと上体を起こして、どうにかヘッドレストに置いてある目覚まし時計を止める。この音の中でもぴくりとも動かない芳隆を起こそうと、俯うつぶせで寝ている彼の肩かたを揺ゆらす。


「ほら、起きろよ。てか、おまえのベッドは向こうに用意したって言っただろう」


　あまり力を入れると自分の身体に力が撥はね返り、あらぬ所から響くような痛みが起こるので、なかなか思うように相手を起こせない。その元凶であるくせにいくら揺さぶっても一向に起きる気配を見せない芳隆に焦じれて、思わず大きく振りかぶった手で芳隆の頭を叩たたいてしまった。


　叩いたときの衝しよう撃げきが腕から胴どう体たいを伝わり秘処へと響いたが、それをどうにか耐たえて再び声を掛かけた。


「起きろよ。オレは仕事にいかなけりゃあならないの。まったく、早く支し度たくしろよ」


「───うるさい……」


「うるさいじゃないって、この変態」


　鬱うつ陶とうしそうに瞼まぶたを開けてもぞりと身体からだを動かした芳隆だが、左手でもたつきながら上掛けを引き寄せている。


「あのねえ、オレが仕事に出るときに一いつ緒しよに家を出て欲しいわけだ。一晩泊とめてもらえただけでもありがたいと思え。というか、訴うつたえられないだけまさしく幸運だろう？」


「───無理だな」


「は？」


　寝入ろうと再び目を閉じようとしている芳隆に徹平が呆ほうけた表情を見せれば、彼は鼻であしらうような皮肉めいた笑みを浮うかべてみせた。


「昨日、誰かが乱暴にしたせいで肩をぶつけてな。右みぎ肩かたが動かない。……当然、責任を取ってくれるんだろう？」


「肩？」


　芳隆が面めん倒どうくさそうに身体を起こせば、綺き麗れいに筋肉のついた背中を上掛けがすっと滑すべり落ちた。怪訝けげんそうな徹平の視界に赤く腫はれた肩が映り込む。見るからに熱を持っていそうなほどで、芳隆がなるべく動かさないようしているのもわかる。


「これのせいであまり眠ねむれなかった」


「えーと……」


　眉まゆ根ねを寄せて芳隆の肩がいつこうなったのか記き憶おくを辿たどっていき、自分がソファーから蹴けり落としたことに思い至る。それ以外に芳隆が怪け我がをするような要素が何一つ思いつかない。


「それだったら、自業自得じゃないのか？　早いこと起きろ」


　それだけを言うと床ゆかに足をおろす。恐こわ々ごわと動いたところで結局は痛むのならば、なるべくいつもと同じように動くのが一番手っ取り早い。徹平は一つ深呼吸をして、クローゼットへと向かう。


　何も身につけていないが、今いま更さらそれを恥はじらったところでどうしようもないのだ。だが、風ふ呂ろに入ったあとでああなったにもかかわらず、肌はだがさらりとしていることに驚おどろいた。ふっとベッドに目を遣やれば、芳隆は左手で髪かみを搔かき上げていた。


　───あの肩で綺麗にしてくれたのか？


　いくら芳隆の方が少しだけ背が高いとはいえ、風呂に入れるのは無理だろう。だとしたら、せいぜい身体を拭ふくぐらいだが、そうだとしても片手では大変だっただろう。しかもソファーからベッドに運んだことには間ま違ちがいない。


「───何だ？」


　徹平が凝ぎよう視ししていることに気がついたのか、むっつりとした表情で芳隆が問い掛けてくる。それに対して深々と溜め息をついて徹平が答えた。


「早く支度しろってば。時間がなくなる」


「動けないと言ってる。それよりも、おまえは仕事を休め」


「ばーか。休めるわけないだろう」


　止めていた足を動かし、クローゼットから新しい下着とＴシャツを取り出す。今日はまだ金曜日だから、本来ならスーツの方がいいとは思うのだが、身体があまり思うように動かないのにスーツを着ては、窮きゆう屈くつで本当に動けなくなりそうだ。


　───別に、私服でもいいか……。外に出るような仕事は入ってなかったしな。


　Ｔシャツの上からざっくりとした感じのニットセーターを着て、ワークパンツを穿はく。身体を屈かがめるのが思っていたよりも大変で、時折動きを止めてしまう。


「身体が辛つらいだろうから、行くのを止めろって言ってるんだ」


「無理。今日仕事しないと、明日休日出勤だ」


　芳隆の言葉を聞かずに出勤しようとする徹平に、溜め息を一つつくと芳隆は再びベッドに沈しずみ込んだ。肩が腫れているように見えるので、もしかしたら発熱でもしているのかもしれない。


「───仕方ないな……。どうしてもここにいるっていうなら、身元保証できるようなモノはないのか？」


「……財さい布ふに免めん許きよが入ってる……」


　ぼそぼそと言葉は返ってきたが一向に起き出そうとしない芳隆に溜ため息をついてリビングへと向かえば、ダイニングテーブルの上に見慣れない財布や時計、携けい帯たい電話といった小物と煙草たばこが転がっている。椅い子すには芳隆のスーツやバスローブ、昨日彼に貸したはずのスウェットが引っかけられていた。


　ぐるりとあたりを見回せば、飲んだままにしていたらしい空あき缶かんが幾いくつか床に乱立している。


　───冷蔵庫の中の、全部飲んだのか……？　週末の楽しみにしてたのになあ。


　ここまでくると文句の一つや二つではどうしようもなくなってくる。溜め息を呑のみ込んで財布を持ち上げると、それを片手に芳隆の元へと戻もどっていく。


「ほら、財布」


「───勝手に出せ」


「駄だ目めだ。友達ならともかく、芳隆とオレは他人なの。勝手に開けるわけにはいかない」


　半分寝ねているような芳隆の鼻先に財布を落とすと、盛大な舌打ちを返されたが徹平も引くつもりはない。無言のまま見下ろしていると、芳隆が嫌いやそうに低く声をもらした。


「肩かたが痛いから上手うまく動かせないんだ。いいから、取り出せ」


「あー……。はい、はい」


　重い体でどうにかしゃがむと、寝ている芳隆の視界に入る場所で長財布を広げる。カード入れに入っていた免めん許きよ証しようを取りだした。視線を落とせば、住所のところに記き載さいされていたのは徹平の部屋から徒歩五分も掛かからないところのモノだ。


「何だよ、近所じゃないか。帰れよな」


「やだね」


「───まったく、コピーを取らせてもらうから」


　財布をその場において、プリンタのスイッチを入れる。コピー機能付きのモノを選んだときは仕事で使うかと思ったのだが、実際には仕事を家に持って帰ってくることはあまりなかった。なので、ほとんど使ったことがなく少し手間取ってしまう。


　それでもどうにかコピーを取ると、棚たなから取りだしたスペアキーと一いつ緒しよに免許証をベッドに落とした。


「はい、鍵かぎ。出るときにエントランスのポストに入れて帰れ。仕事から帰ってくる前に出ていってくれるとありがたいな」


　聞こえているだろうに、芳隆は目を瞑つぶったまま一向に返事をしようとしない。結局徹平は芳隆の答えを聞けずに、出勤することになった。


　これだけ身体からだがだるいと車の運転をする気にもなれず、タクシーを止めて乗り込んだ。短く会社の場所を告げて深々と背もたれに体重を掛けたところで、朝食を食べ忘れていることに気がついた。


　───あー、コンビニで買うか……。しかし、何であんな奴やつを拾ったんだか。我が儘ままなのは高遠が一人いれば充じゆう分ぶんだっていうのに。


　自分から振ふり回されることを認めたのは高遠だけで、芳隆のように傍ぼう若じやく無ぶ人じんな人間に巻き込まれるのは、徹平の本意ではない。なので、今日帰宅する前に芳隆が出ていっていることを心から願っていた。











　遠くで玄げん関かんの鍵が締しまる音を聞き、芳隆は小さく息を吐はき出した。


「何考えているんだ、あいつは……」


　痛む肩に響ひびかないようゆっくりと起き上がり、ダイニングテーブルへと歩いていく。さすがに全ぜん裸らのままでは嫌なので、椅子に掛けたスウェットを履はく。肩が痛むので上を着ることができず、昨日着ていたワイシャツに袖そでを通した。


　投げ出したままの煙草に手を伸のばし、口に銜くわえる。昨日の酒が残っているような状態ではないが、思うように頭が回らない。灰皿がわりにしていた空き缶は使い勝手が悪かったので、勝手に食器棚だなから平皿を取り出した。


　ついでに冷蔵庫からミネラルウォーターも持っていく。座り心地ごこちのいい───昨夜徹平を抱だいたソファーに腰こしを落ち着ける。皿を置けるようなテーブルはないので、座面にそのまま置く。長くなった灰を皿に落とし、ゆっくりと背もたれに体重を掛ける。


　ぼんやりと考えるのは、自分がこうやって徹平の部屋に転がり込むことになった元げん凶きようのことではなく、自分を置いて部屋を出ていった徹平のことだった。


　ほぼ他人だと言える男を家に残して合い鍵を渡わたす人間の気が知れない。しかもその男には、前の晩に犯おかされているのだ。どこか頭のネジが一本飛んでいるのではないかと、芳隆が眉まゆをひそめても仕方のないことだろう。


　───……完全な八つ当たりだったしな……。


　昨夜のセックスは、溜まった鬱うつ憤ぷんを晴らすためだけのモノだった。苛いらつく何かをどうにかしたくて、徹平に押しつけた。途と中ちゆうで抵てい抗こうされたためムキになったということもあるが、合意の上での行こう為いではなかったことは確かだ。どう思い返しても、徹平が男に慣れているとは思えなかったし、自分も男を抱いたのは初めてだった。


　柔やわらかい肉体も、甘い匂においもしない同性の身体だ。だというのに、風ふ呂ろ上がりのためにか微かすかに上気していた肌はだや、漂ただよう石せつ鹼けんの香かおり、そんな何でもないようなモノが、苛つきの解消に方向性をもたせた。


　ローションの代わりにハンドソープを使い、苛つきを欲望へと転化させた。


「───まあ、悪くはなかったがな」


　雄を食いちぎられるかと思うほどのきつい締め付けや直じかに感じる体内の熱に、意識を持っていかれ、欲望を煽あおられたことまで否定する気はない。快楽に流されそうになるのを、踏ふみとどまろうとする意志の強さも気に入った。だがそれ以上に、最後の一線を愉ゆ悦えつで突き崩くずしたときの艶あでやかな表情が気に入った。


　もう一度徹平とセックスをしたいかと言われたら、迷うことなくしてもいいと答えてしまうだろう。もっとも、そこには前ぜん戯ぎや後戯を含ふくめた甘いセックスはなく、猫ねこが鼠ねずみをいたぶるような、ある意味ゲームにも似た快楽を求めるモノになるだろうが。


　短くなった煙草たばこを押し潰つぶし、ペットボトルに口をつける。昨夜アルコールを摂せつ取しゆしすぎたのか、喉のどが渇かわいて仕方ない。半分ほど一気に傾かたむけると深く息をつく。口唇くちびるの端はしに流れた水を手の甲こうで拭ぬぐう。


　左手ではどこかぎこちない動作になってしまうことに苛立つ。右みぎ肩かたを動かすと痛いだけで、右みぎ肘ひじを動かす分には問題ないのは救いだろうか。だが、この怪け我が一つで徹平がわずかに譲じよう歩ほする姿勢を見せたことに口くち許もとが弛ゆるんだ。


　強制猥わい褻せつ罪で訴うつたえられても文句はいえないし、逆にこちらが脅きよう迫はくされても仕方ない状じよう況きようだ。しかも徹平は免めん許きよ証しようのコピーを持っていった。


「馬ば鹿かじゃないってことか……」


　それでも、芳隆にとって不利に働いていないから、この場合は良しとしよう。新しい煙草に火をつけてくつりと喉の奥で笑う。


　合い鍵かぎを手に入れたのだから、これでしばらくのあいだの宿を手に入れたも同然だ。あとは頃合を見はからって一度家に戻もどり、必要なモノを取ってくればいい。エントランスのパスナンバーまで教えてもらっていないのがネックだが、何とかなるだろう。


　渡された鍵は側面に多数の穴が開いているディンプルキーで、簡単に合い鍵が作れるモノではない。だが、芳隆が鍵を返さなかった場合はどうするつもりなのか気になる。徹平の行動は矛む盾じゆんしており、ひどく興味をそそられてもいる。


「いい暇ひまつぶしにもなるだろうな」


　仕事をしないのであれば、時間をどう潰すかがネックになっていたのだが、面おも白しろそうな玩具おもちやが宿と一いつ緒しよに手に入ったのだ。これを逃のがすつもりはない。煙草を消して、当然のように合い鍵をキーケースにつなげてしまう。返へん却きやくする気など初めからないと、言っているも同然だった。


　だが、打ち付けた肩を動かせない現状では大人しく部屋の中にいるしかない。することもなく退たい屈くつなだけの時間が過ぎることに眉根を寄せてしまうのは仕方ないだろう。苛ついてちいさく舌打ちをして、会社に連れん絡らくをしていないことを思い出した。


　迷ったのは数すう瞬しゆんで、すぐに携けい帯たい電話に登録されている部署直通の短縮ナンバーを押す。三コールもしないうちに向こうとつながった。


「佐賀だ。何かあったか？」


『あ、おはようございます。いえ、特にはないですけど……。ただ、主任がこの時間になっても机にいないことがおかしいですかね』


　笑いを含んだ男の声に、芳隆もつられて笑い返す。今の仕事が好きで、優先的に時間を割さいてきた過去を、補ほ佐さとして働いてきた相手も知っているのだ。揶や揄ゆされるほどに付き合いは長く、また言葉通り仕事一筋だった。


「なら、しばらく俺がいなくてもどうにかなるな。有休も残っていたことだし、休む。携帯はそれなりにチェックするから、緊きん急きゆう時には携帯にメッセージを吹ふき込んでおけ」


『は？　何ですか、それ。いえ、休むのはかまわないですが、携帯の電源はいつも入れておいてくださいよ』


「駄だ目めだ。うるさいのが連絡を取ろうとするだろうが。あとはまかせた」


『ちょっと、佐賀主任───っ』


　まだ何かを言いかけていた相手の言葉を無視して電話を切る。今回の出来事の大本にも、有休を取ったことで少しは芳隆が本気だと伝わるだろうし、根本的な解決にはならないが、考えるための時間も稼かせげる。


「───……どうするか、きちんと決めないといけないな」


　重い溜ため息を呑のみ込み、気分を変えるために煙草に火をつけた。このままいつまでも結論を先延ばしにするわけにいかないことは芳隆にもわかっていた。紫し煙えんに紛まぎれて呑み込んだはずの溜め息を身体からだの外に押し出した。











　深く腰こし掛かけた椅い子すにだらりと伸のびながら、徹平はぼんやりとしている。今日は金曜日で、片づけないといけない仕事は山とある。ここは自分専用の仕事部屋で、高遠の部屋に比べると小さめだが、それなりに広い。


「あー、仕事にならないって……」


　座り続けていると身体が痛く、かといって歩き回っていると肝かん心じんの仕事ができない。思うように進まない書類仕事にうんざりとした溜め息が出てくるのを止められない。徹平はだらけている身体を起こし、気分転てん換かんにとっとと昼飯を摂とることにした。


　昼食用にと、朝方よってきたコンビニで買ってきたため、朝食も昼食も似たような食事になるが、今の徹平に外食しようとする気力は欠片かけらも湧わいてこないので、これで充じゆう分ぶんだった。


　───あんなのに関かかわるんじゃなかったなあ。休日出勤になりそうな勢いだ。


　口をついて出てくるのは溜め息か芳隆に対する愚ぐ痴ちだけで、徹平自身もあきれてしまう。昨夜の出来事は自分で考えているよりも精神的にダメージが強かったらしく、どうにも思考が散さん漫まんになりがちだった。


　サンドイッチの封ふうを開けもそもそと咀そ嚼しやくするが、飲み込むのに時間が掛かって仕方ない。どうにか一つ目を食べ終わり、二つ目に手を伸ばしたところで唐とう突とつに部屋の扉とびらが開いた。ノックもなく徹平の部屋を開けるような人物は一人しかいない。


「珍めずらしいな。おまえがこっちに足を運ぶなんて」


「珍しいのはそっちだろう？　体調が悪いそうだな」


　つかつかと高遠が入ってくると、慣れた様子で徹平の机の角に腰掛けた。この部屋には彼の部屋にあるようなソファーセットはないのだ。


「悪かったな。ちょっと拾いモノをしてな。そのせいでよく眠ねむれなかったんだよ」


「拾いモノ？　猫ねこか？　犬か？」


「……ちょっと違ちがうけどな」


　これ以上突つっ込んでくるなと言外ににじませれば、高遠はそれを読みとり小さく鼻で笑い、話を逸そらす。


「まあ、しっかりと仕事をしてくれるのならどうでもいい。それよりも、どこまで本当なのかわからないが、厄やつ介かいな話が流れてきている。ここを買収しようとしている会社があるらしい」


「買収？」


「そうだ。どうやら手て頃ごろだと思われたらしい」


　皮肉そうな口調でぼそりと呟つぶやくが、くっと中指で眼鏡めがねのブリッジを押し上げている高遠を見ると、内心ひどく苛いらついているのがわかる。ちょっとした仕草や声こわ音ねで高遠の機き嫌げんがわかるほどの長いつきあいだ。


「とりあえず、その話がどこから持ち上がっているのか知る必要があるな」


「噂うわさならどうしてこの噂が流れたのか、真実ならその話を潰つぶすための対策を考えろ」


「はい、了りよう解かい。だったら、こっちに回ってきているおまえの仕事、そっちに送り返すからな」


　自分は今でも手一いつ杯ぱいなんだから少しは高遠が引き受けろと強気で押し通せば、高遠はぐっと眉み間けんに皺しわを寄せて仕方ないとばかりに小さく頷うなずいた。


「ま、噂だけだったっていうのが一番いいんだけどね」


「どうだかな……。こっちの対策を優先しろ」


「わかってるさ。まったく、仕事を減らそうとしているときに」


　思わず溜め息をついてしまうのは仕方ないだろう。本当に間が悪いとしかいいようがない。


「話はそれだけだ」


　言いたいことだけを言うと、高遠は後ろを振ふり返ることなく部屋を去っていった。プライベートに割く時間を作ろうとしていた矢先に問題が持ち上がり、徹平は溜め息を隠かくせない。


「───仕事、高遠に回しちゃおうかなあ……」


　べたりと机になつき、だらしなく伸びる。高遠にある程度の仕事を回して今から頑がん張ばれば、休日出勤もしなくてすむ。悩なやんだのは一いつ瞬しゆんで、そうしようと心を決めてしまえばあとは早い。残りのサンドイッチを急いで口に放り込むと、午前中とは比べモノにならないスピードで仕事を処理していった。


　結局片づけるだけ片づけて残りを高遠に回せばきつく睨にらまれたが、徹平も休みは欲しいのだ。特に今日は身体がだるいし、芳隆が散らかした部屋も片づけないといけない。高遠とのあいだで無言の攻こう防ぼうが繰くり広げられたが、勝者は徹平だった。ここ最近では珍しいことに、夕食前に会社をあとにする。


　出社のときと同様にタクシーを拾い、まっすぐ帰宅した。エントランスを抜ぬけてポストを確かめたが、そこにはスペアキーが入っていない。


「……おかしいな……」


　朝出かけるときにスペアはポストへと言っておいた。一瞬にして、芳隆がまだ部屋にいるのかもしれないと思い浮うかぶ。が、ふっとそれだけは勘かん弁べんして欲しいと自分の考えを打ち消した。芳隆が間ま違ちがえて持って帰ったのだと、自分に言い聞かせる。


　もし、芳隆が持っていったのなら、手続きや説明が面めん倒どうくさいが、鍵かぎごと付け替かえてしまえばいいと思うので、特に問題にはしていない。


　───芳隆がいませんように……。


　誰だれに対してなのかよくわからないが祈いのりながら玄げん関かんの扉を開けた。そして三和土たたきをみた瞬しゆん間かん、ずるずるとその場に崩くずれ落ちる。自分のモノではない靴くつが綺き麗れいに鎮ちん座ざしているのだ。


「帰ってないのかよ。あのまま寝ねてたのかな」


　気を取り直して立ち上がると、おそるおそるリビングへ足を運ぶ。が、そこには誰もいない。灯あかりをつけてあたりを見回せば、朝方に徹平が家を出たときとあまり変わっていない。


　だが、肝かん心じんの芳隆の姿はどこにも見えなかった。ふとベッドルームへと視線を遣やれば、こんもりとしたシーツの山が目に入る。どうやら徹平のベッドで寝ているらしい。遠えん慮りよという単語をどこかに置き忘れたように、勝手にしている芳隆に匙さじを投げた。


「もう、勝手にしろってんだ……。部屋を片づけて飯にしよう」


　床ゆかに転がっていた空き缶かんを拾おうとして屈かがんだときに、普ふ段だんよく使っている平皿が目に入った。何故なぜここにあるのか訝いぶかしく思いながら近寄れば、そこには吸い殻がらが幾いくつか入っている。


「……空き缶を灰皿にしてたんじゃないのか？　何してんだあいつは……」


　ちらりとベッドに視線を遣り、一向に起きる気配のない芳隆に溜ため息をついた。


　───なんだってあんな男に好き勝手させてるんだか……。


　半ば強引にセックスをしてきた男で、そこに愛情はない。拾わなければよかったとか、朝無理にでも追い出した方がよかったとか、いろいろと思考が渦うず巻まくが、こうなってしまったのならあきらめるしかないだろう。


　自分でも不可解だと思う行動を、取っているのだ。これ以上は深く考えない方がいいような気がしてきた。小さく頭を振ると、ゴミ袋ぶくろに空き缶を放ほうり投げる。平皿の吸い殻も捨てたが、この皿でまた食事をする気にはなれず、新しい皿を買おうと心に決める。とりあえずは芳隆の灰皿としてしばらく置いておくしかないだろう。


　ざっと片づけただけだが、それでも幾らか違ちがってくるし、少し前に放り出した匙を再び手にするだけの気力は取り戻もどした。夕飯の支度をするにしても、芳隆をどうするのか考えなければならないのだ。


「おい、起きろよ」


　仰あお向むけに寝ている芳隆の左ひだり肩かたを揺ゆさぶり起こそうとするが、起きる気配を見せない。ベッドに膝ひざを突ついてもう少し強く揺さぶれば、顔をしかめた芳隆に腕うでを引っ張られてしまい体勢を崩す。


「巫山戯ふざけるのも大たい概がいにしろ」


　無理に腕を離はなそうとして芳隆の身体からだを押すと、ぱっと腕は解放されたが、芳隆の方は小さく呻うめいている。つい忘れてしまったが、芳隆は右みぎ肩かたを腫はらしていたはずだ。自分は手当てをした覚えはないので、朝のままなら悪化しているかもしれない。


「ちょっと肩を見せろ」


　ばさりと上うわ掛がけをめくりあげると、何も着ていない上体が目に入る。そっと右肩を上にするように動かした。どこからか湿しつ布ぷを見つけてきて自分で貼はったのか、歪ゆがんでいるがとりあえずは手当てがしてあった。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「───少しは良くなったけどな」


　起き上がり髪かみを搔かき上げた芳隆の表情は憮ぶ然ぜんとしたモノで、起き抜けだからなのか、肩が痛むからなのかはわからないが、機き嫌げんが悪いことだけはよくわかった。徹平は敢あえてそれを無視して、一番訊ききたかったことを訊いた。


「ああ、そう。で、何で帰らなかったんだ？」


「悪いか？　片手じゃ、何もできないからな」


　鼻で笑うように言い放たれ、徹平は盛大に溜め息をつく。


「……はあ。治るまで居着くつもりなのか、おまえは。知り合いでも何でも呼んで面めん倒どう見てもらえばいいだろうが」


「それは嫌いやだ」


　徹平の台詞せりふが終わるや否いなや返された言葉に、脱だつ力りよくするしかない。だが、微かすかに寄せられた眉まゆ根ねや、むっつりと黙だまり込んだ雰ふん囲い気きに何か帰りたくない理由でもあるのかと、徹平は気がついてしまった。


　拾ったときも徹平が一人暮らしなのかを気にしていたし、もしかしなくても何か事情を抱かかえているのだろう。


「───何で？　自分の家の方が落ち着かないか？」


「おまえには関係ない」


　突き放すような冷たい口調だったが、そこには絶対に引かないという意志の強ささえ窺うかがえた。


　───何か、本当に面倒な奴やつを拾ったなあ、まったく。でもまあ、面おも白しろいっちゃあ面白いか？


　仕事が忙いそがしく、ここ最近目新しいことは何もなかった生活を考えれば、これくらいの刺し激げきはあっても楽しいかもしれない。セックスの対象とされるのはいただけないが、それさえなければ面白い経験をしていることになる。


「はいはい。じゃあ、上に何か着てついてこい」


「───？　何でだ」


　投げ遣りな口調で言ったところ、芳隆が訝いぶかしげに問い返してくるので、徹平は眉まゆをひそめた。


「おまえ、夕飯食わないのか？」


「食べる」


「だったら手伝えってことだよ」


「馬ば鹿かか。肩が痛いから何もできないと言っただろう」


「……わかった。とりあえず起きとけ」


　最初から何一つ自分でする気がないのがまるわかりな芳隆の態度に、何かをいう気力が削そがれていく。もともと身体の調子があまりよくないのだから、これ以上精神的に摩ま耗もうするようなことはしたくなかった。


　ベッドの上に座り込んでいる芳隆をそのままに冷蔵庫へ向かい、中をもう一度確認する。一人暮らしには向かない大型冷蔵庫だが、キッチンの大きさを考えると、これくらいなければ格好がつかないといったところか。


　中に入っているのはチューハイが数本とミネラルウォーター、それからわずかな生せい鮮せん食品のみだ。朝食用の卵やサラダ用の野菜、ベーコンなどで、夕食用に使えそうなモノは少ない。あきらめて戸と棚だなを探さぐり、インスタントラーメンを取り出す。


　具材は卵とほうれん草、玉たま葱ねぎだけとなるが仕方ない。味み噌そとバターを加えて味付けを少し変えるのも忘れない。調味料をわずかに足すだけでもだいぶ違ちがうのだ。


　出来上がったモノをテーブルに並べていると、いつの間にかシャツを羽織った芳隆がソファーに座り煙草たばこを吸っているのが目に入った。


「ほら、できたから席に着けよ。───いただきます」


　この部屋で誰だれかと向かい合って食べるのは、随ずい分ぶんと久しぶりで何かおかしな気分になる。だが、これといって話題があるわけでもないので、二人とも口が重い。どうしたものかと徹平は視線を巡めぐらせたが、いい話のタネが見つかるはずもなく、結局はありきたりなことを口にした。


「今日は仕事を休んだのか？」


「ああ」


「ふうん。何やってるの？」


「……商社勤め、だな」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと答えが返ってきたために、徹平はこれ以上、芳隆に対して仕事に突っ込んだことは訊かない方がいいと判断する。そのために徹平が口を閉じれば、沈黙が食しよく卓たくの上に落ちるだけだ。居い心地ごこち悪そうに視線を中空に彷徨さまよわせたあと、懲こりることなく徹平はぽつりと呟つぶやいた。


「おまえさあ、食事はどうしてんの？」


「どうとは？」


「んー、自分で作ってんのか、外食かってこと」


「自分では作らない。外食がメインだ」


「へえ。女が作りに来るってのもないのか？」


「女は面めん倒どうくさい。一度キッチンに入れたことはあるが、そのまま我が物顔で口出すようになったからな。あんな面倒は二度とごめんだ」


　当時のことでも思い出したのか、芳隆は思いっきり顔をしかめている。その表情に徹平は小さく笑い出しそうになるが、ここで笑えば、どんな目に遭わされるのかわかったものじゃないので、しっかりと口を噤つぐんでいる。だが、芳隆の口くち振ぶりから、実家暮らしではないことがわかった。


　───面めん倒どう見てくれる人がいないってのはありか。


　頑かたくなに自分の家に帰ることを拒きよ否ひしている芳隆の事情を、わずかに摑つかむことができたのだが、これ以上は無理だろう。こうやって、少しずつ情報を集めていくしかない。徹平は小さく吐と息いきを呑のみ込んだが、ぴたりと箸はしを操る手を止めた。


　今の芳隆の言葉は深読みすると、考えたくもない事実に辿たどり着いてしまうのだ。背筋に嫌な汗あせが流れ落ちてくるし、頰ほおが引きつってくる。


「……やっぱり、変態？」


「───誰がだ」


　低く唸うなるような声に、徹平は乾かわいた笑いを返す。すっと細められた双そう眸ぼうは鋭するどく、はっきりと言わなくても芳隆の不ふ機き嫌げんさを如によ実じつに表していた。きょときょとと視線を動かしてみるが、芳隆は徹平が答えるまで許すつもりはないらしい。


　大きく項うな垂だれていた徹平だが溜ため息混じりに、呆あきれた口調で呟いた。


「おまえしかいないだろう？　オレのことを無む理り矢や理り押し倒したし、女が面倒くさい、と」


「気の迷いだ。おまえも忘れろ」


　ぼそぼそと応じた徹平に、芳隆はきっぱりと言い切ったあと、思うように動かない右みぎ肩かたを庇かばいながら、ぎこちない手つきで箸を動かし始めた。昨晩のことは切り捨てたと言わんばかりの態度に、徹平は我知らぬ内に眉まゆ根ねを寄せてしまう。


　───何だ……。酒の上の過あやまちだっていうことか？　だったら女を相手にしろってんだ。


　最初から芳隆が手を出してこなければ、何の問題もなかったはずだ。元げん凶きようは向こうなのに、肝かん心じんの芳隆が放り出してしまったことに、徹平の機嫌は下降する。


　それまではどうにか続いていた会話も、ここでぶっつりと途と切ぎれてしまった。食後の挨あい拶さつもそこそこに、後片付けと風ふ呂ろの支度をしていると、芳隆は淡たん々たんとソファーでパソコンを開いていた。


「て、おいっ。それ、どこから持ってきたんだよ？」


「───向こうの部屋にあった」


「……だよなあ。それ、どうみてもオレのだよなあ」


「そうだな」


　芳隆が使っているパソコンがどこかで見たことがあると思ったのは間ま違ちがいなくて、どうやら徹平のモノを勝手に使っているらしい。


　───そりゃあ、仕事関係のデータは入ってないし、ほぼネットとメール専用になっているけどさあ。


　持ち主に断りもなく使っていることに、徹平は頰を引きつらせる。


「普ふ通つう、持ち主に断ってから使うものじゃないのか？」


「借りてるぞ。これでいいんだろう」


　言外に『うるさい』という文句を聞き取り、徹平は深い溜め息をこぼした。


「……もういい……」


　こちらの機嫌などまるで気にしていない様子に、徹平は一人で勝手に憤いきどおっているのが馬ば鹿からしくなってきた。


　先に入ると芳隆に声を掛かけて、早々と風呂に入ることにした。


　ざっと洗い終わると、湯船に浸つかり足を伸のばす。どうにか身体からだのだるさが取れてきたのが嬉うれしい。しかも、明日は休日出勤をしなくてもいいし、朝はゆっくりと寝ねられる。そのことが徹平の機嫌を良くしていく。


　いつもよりも長風呂だったが、それもまたリラックスした証あかしだったのかもしれない。脱だつ衣い所に出るとバスタオルでざっと水気を拭ふき取り、習慣でバスローブに手を伸ばしたが、さあっと走そう馬ま灯とうのように昨晩の事態を思い出してしまい、バスローブではなくパジャマを取り出した。


　タオルを頭に載のせてがしがしと拭きながらリビングへと向かう。まだ完全に汗が引いてないのでパジャマが張り付くようで気持ち悪いが、貞てい操そうの危機と天てん秤びんにかければどちらが重いのか簡単すぎるほどわかりきったことだ。


「ほら、次はおまえだ。早く入ってしまえよ」


「───わかってる」


　芳隆は何かのサイトを見ていたらしく、キーボードを打つ音はしていなかった。電源を切ってパソコンを脇わきに放り出し、銜くわえていた煙草たばこを平皿で消してから、支度をして風呂場へと消えていった。その一連の動作を見て徹平はがっくりと肩かたを落とす。


　───あーあ、あの皿はもう完全に使えないなあ。


　使いやすくて気に入っていただけに、どうにも落ち込んでしまう。帰宅したときに綺き麗れいにしたはずなのだが、もう吸い殻がらで底が見えなくなりそうだ。不安定なソファーの座面に置かれているため、ひっくり返りそうな皿をダイニングテーブルに移しておいた。


　自宅でくつろぐのならＤＶＤ鑑かん賞しようなのだが、芳隆がいるためそれにも少しばかり気が乗らない。なので、放り出されていたノートパソコンをいつものようにダイニングテーブルで広げた。仕事はなるべく家に持ち帰らないようにしているので資料は何もないが、概がい要ようをまとめるくらいなら、できるだろう。


　起動するのを待っていると、風呂場の方から、がたっとモノのぶつかる音が聞こえてきた。リビングにいても聞こえるほどなので、かなり大きな音だ。何があったのかと慌あわてて風呂場に駆かけつければ、脱衣所で芳隆が左手で右肩のあたりを押さえた格好で蹲うずくまっていた。


「どうかしたのか？」


「……肩をぶつけただけだ……」


　憮ぶ然ぜんとした様子で答える芳隆に、徹平は小さく安あん堵どの吐と息いきをもらす。服を脱ぬいでいる途と中ちゆうだったのか、上半身だけ裸はだかで押さえた手の間から湿しつ布ぷが見えた。痛々しいそれに少しだけ胸が痛んで、徹平は言葉を重ねる。


「あまり温めるなよ。風呂から上がったら湿布を貼はりかえてやるから」


　それだけを言うと徹平はちょっと黙だまり込んで難しい表情をし、返事も待たずにそそくさと脱衣所をあとにした。


　───何で、あんな奴やつの心配をしないといけないんだ……？　肩の怪け我がはオレがソファーから落とした時にできたのかもしれないけどさ。


　それでも、無理に押し倒してきたのでそれを振ふり切ろうとしただけだし、正当防衛が成り立つと思う。パソコンの前に座りながら、ぼんやりとそんなことを考えているためモニターを見ているだけだ。ふと気がつけば、一時間近く経たっていた。


「……遅おそい……？」


　そろそろ上がってきてもいいだろうに、風呂場から芳隆が出てくる気配がない。しばらく逡しゆん巡じゆんしたが、風呂場へと足を向ける。水音がしないことに眉まゆをひそめ、中に声を掛ける。


「おい？　生きてるか？」


「……生きてる……」


「あ、そ。遅いから溺おぼれたのかと思った」


　憮然とした口調だったがすぐに返事があったので、どうやら溺れたとか寝ていたとかいうわけではないらしい。それだったらいいやと踵きびすを返し掛けたところで、芳隆が嫌いやそうに命令してきたことに、徹平は目を丸くした。


「中に入ってこい。頭が洗いにくい」


　それは自分が頭を洗うってことでしょうかと、思わず訊きき返しそうになったが、芳隆は右みぎ肩かたを怪我している。そして彼の利きき手は右だ。頭───つまりは手を上にあげる行こう為いが辛つらいのは考えるまでもないだろう。


「───……わかった。ちょっと待ってろ」


　さすがに裸で入るつもりはないのでパジャマの袖そでと裾すそを捲まくり、浴室へと足を踏ふみ入れた。温かで湿しめった空気が布に重くへばりつくが仕方ない。バスチェアに腰こし掛かけている芳隆に目を遣やり、小さく息を呑んだ。


　こちらを向いている背中はぴんっと伸のびており、一本筋の通った綺麗さを見せている。だが、右肩に残る赤あか紫むらさき色の痣あざが痛々しい。左肩に比べて少し腫はれているようにも思える。その綺麗な背中には不似合いな患部が視界に入り、思わず目線を外してしまったのは、その痣を作ったのが自分だという思いがあるからだ。


　バスチェアだと高さが合わないので、芳隆をお湯の中に足を入れて浴よく槽そうの縁ふちに腰掛けさせる。いつもなら見ることのない旋毛つむじが目に入り、徹平の口許が弛ゆるんだ。後ろに頭を傾かたむけるようにさせて、髪かみの毛けを濡ぬらす。


　───うわあ。細い……。


　ふわりとした髪だと思っていたが、見た目通りの柔やわらかな手て触ざわりに感動する。ざっと濡らしたあとシャンプーを手に取り、髪の毛を泡あわ立だてた。目を瞑つぶり喉のどを晒さらしている芳隆を見下ろして、徹平はどぎまぎとしている。


　長い睫毛まつげが作る淡あわい影かげだとか、くっきりと喉のど仏ぼとけが浮うき出ているラインだとか、薄うすく開いた口唇くちびるだとか、何でもないはずの身体からだのパーツに目が引き寄せられてしまう。女性のラインに思わず釘くぎ付づけになるような欲望に即そく直結するモノではなく、造形物に目を惹ひかれるようなモノだ。


　シャンプーを流しリンスをつけるが、徹平の手が慣れていないからか、時折きゅっと芳隆が眉をひそめる。その気難しい表情さえも、徹平の感情を揺ゆらす。男の色気とでも言うのだろうか、その先に濃のう密みつな快楽が待っていることを知らしめるような、そんな雰ふん囲い気きを芳隆は持っているのだ。


　ぞくりと、徹平の背筋を何かが走り抜ぬけた。それは昨晩感じた、身体の内側から灼やかれるような欲望で、箍たがが外れると厄やつ介かいな快楽だ。


　───やばいって……。


　これ以上、ここにいるのは危険だと本能的に察して、ざばざばとリンスも洗い流しきゅっと水気を切ると、これでいいだろうという言葉を残して、早々に浴室をあとにした。


　ところどころ水が跳はねて濡れてしまったパジャマを着き替がえないといけないのだが、そんな気にもなれず、徹平はソファーに座り込んだ。ひんやりとした布が肌はだに張り付く。だが、それは火ほ照てった肌を鎮しずめるのには丁度よく、不快感を感じることはなかった。


　そして、何よりも、自分が芳隆の持つラインに目を惹かれ、体温を上げたことが気になった。


「何か、おかしなモノでも食べたかねえ……」


　ぽつりとそうもらして、徹平は目を閉じた。脳のう裏りに浮かぶのは、先程風ふ呂ろ場ばで見たばかりの目を伏ふせた芳隆の顔だった。


「……冗じよう談だんじゃねえって……」


　気になるモノを頭の中から追い出すかのように、深い溜ため息を一つ吐はき出して、着替えるためにぎしりとソファーを軋きしらせて立ち上がった。











　片手が───もっと明確にいうのなら、利き腕うで側の肩かたが上がらないくらいで、行動がこれほど制限されるとは芳隆は思っていなかった。手て間ま隙ひまを掛かければ一人でもできないことはないが、もの凄すごく面めん倒どうくさいし苛いらついてしまう。


　髪を洗うことに徹平の手を借りた方が楽だったのは確かだが、そのことで他人の手を借りた不快感以外の余計な感情まで拾い上げてしまうことになった。


　頭を撫なでるかのような優やさしい手つき、丁てい寧ねいに髪を梳すいていく指先に、時折耳朶みみたぶを掠かすめていく感かん触しよく。美容室でするようなビジネスライクな洗せん髪ぱつではなく、慣れていない手つきの労いたわるような動きを思い出し、芳隆はふるりと頭を振ふった。


　ベッドの中で乱暴に頭を搔かき乱されるような激しいモノではなく、柔らかな愛あい撫ぶを思わせるような徹平の手つきに、感じてしまったのだ。微かすかに反応を示した己おのれの雄おすを見下ろし、憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべる。


　これ以上硬かたくなることはないだろうが、それでも同性相手に感じてしまったことは、あまり嬉うれしくない事実だ。むっとした様子を隠かくすこともなく、徹平から借りた下着とスウェットを身につける。


　綺き麗れいに頭を拭ふけないのでタオルを引っかけただけだが、仕方ない。ドライヤーなんぞ掛けられるわけがない。


　ぺたぺたと裸足はだしで廊ろう下かを歩いていきリビングに入ると、着替えたらしい徹平がソファーに座り抱かかえ込んだ片かた膝ひざの上に、顎あごを載のせてテレビを見ていた。


「おい」


「───っ」


　傍そばまで近寄っても徹平は気がつかなかったらしく、芳隆が声を掛けた途と端たんびくっと身体を震ふるわせて、そろそろとこちらを向いた。そのどこか慌あわてふためく態度に、芳隆はむっと眉まゆ根ねを寄せる。


「髪を乾かわかせ」


「……わかったよ」


　横を通り抜けて風呂場へと向かう徹平の後ろ姿を見て、微び妙みように苛いら立だつのだが、それが何に対してなのか本人にもよくわかっていない。どっかりとソファーに座り込み、傍に転がしていた煙草たばこを手に取り火をつけるが、肝かん心じんの灰皿にしていた皿がダイニングテーブルに移っていた。


　軽く舌打ちをするがわざわざ立ち上がり皿を取りに行くのは面倒くさい。ドライヤーとブラシを持ってきた徹平に、ついでに皿を持ってこさせようと声を掛ければ、徹平は呆あきれたように溜め息をついた。


　そして、皿を持ってくるのではなく、芳隆が吸っている煙草を取り上げて、ダイニングテーブルに置いてある皿で押し潰つぶした。


「煙草の灰を撒まき散らすだろ。それから、皿を灰皿代わりにするんじゃないの」


「ここに灰皿がないのが悪い」


「灰皿がないってんなら、空き缶かんでもいいじゃないか」


「使いにくいだろうが」


　いちいち言い返してくる徹平が鬱うつ陶とうしくて、投げ遣やりに答えていると、乱暴な手つきで髪かみを乾かし始めた。ソファーに座っている芳隆の後ろに立ち、ドライヤーの温風を容よう赦しやなく芳隆に浴びせかけた。


　大おお雑ざつ把ぱなせいか、手が耳に当たって痛かったり、力が入りすぎているのか首が前後したりして、気持ちのいいモノではなかった。それでも黙だまっていたのは、文句を言ったところで徹平に止める気がなければ意味がないからだ。


「ほら、終しゆう了りよう。次は湿しつ布ぷだろ？」


　ドライヤーのスイッチを切った徹平が、どうでもいいことのように言い放つ。徹平は早く終わらせたいのか、てきぱきと物事を進めていくので、それに逆らうことなく言われたとおりに、湿布を貼はってもらうため苦労しながら片袖だけ脱いで肩を晒さらす。


　小さく息を呑のむ音が聞こえたが一向に動く気配を見せない徹平に、芳隆は訝いぶかしげな視線を向ける。


「早くしろ」


「……ああ……。まったく、高遠が二人いるみたいだ」


「たかとお？」


「うーん、友人兼けん上司？　いいやつなんだけど、こっちの都合を考えないようなやつでさ。まあ、それでもいいやってオレがつきまとってんだけどね」


　苦く笑しようする徹平がひどく気に障さわり、冷たい湿布の感触を肩に感じた瞬しゆん間かんにさっさと立ち上がる。襟えり元もとを整えて、目の前にあるベッドへと歩いていった。


「おい？」


「寝ねる」


「……て、おまえのベッドは向こうに用意したって言ってるだろう？」


「───知るか。こっちの方が便利だろうが」


　後ろから呆れたような口調で話しかけられたが、きっぱりとそれを無視してぎしりとベッドに乗り上げる。『まったくもう』と芳隆に聞こえるように徹平が呟つぶやいたが、それだけだった。あとから徹平がついてきて、文句を言うわけでもなく、ベッドから追い出す素そ振ぶりを見せるわけでもなかった。


　ただ、このまま芳隆がベッドに寝ることを認めたのだ。


　───ここで寝るなと言ってたじゃないか……。


　徹平が自分のあとを追ってこなかったことが、芳隆の機き嫌げんを損そこねていたのだが、本人はそれにまるで気がついていなかった。




３







　ごそりと寝ね返がえりを打って、いつもと違ちがうベッドの感かん触しよくに徹平は眉まゆをひそめた。目を瞑つぶったままぼんやりと自分がどこで寝ているのか記き憶おくを探さぐれば、すぐさまどうしてここで寝ているのか思い出せた。


　溜ため息をつきつつ上体を起こせば、あたりを見回すこともなく物置部屋だということがわかる。自宅だというのに客用のソファーベッドで寝ているのが、信じられない。


「何でオレがベッドを追い出されるのかなあ……」


　こきこきと首を回しながら物置部屋を出ていく。ここには時計がないので今が何時なのかはわからない。ただ窓から差し込む陽ひでまだ午前中だと目め処どがつくくらいだ。


　おはようと呟いてベッドの方を見み遣やれば、こんもりとしたシーツの山は微び動どうだにしていない。まるで芳隆の方が部屋の持ち主のように思えてしまい、がっくりと肩かたを落とす。


　───あのマイペースさは高遠といい勝負だって……。


　免めん許きよ証しように載のっていた誕生日からすると、芳隆は三み十そ路じで五歳は年上なのだが、彼のそれはどこか子供に似たマイペースさのように思われる。とりあえず言うことを聞いておけば、大人しくなるようなので、譲じよう歩ほできるところは譲歩した方が楽なのだ。


　話を聞いてもらうだけで満足してしまうような、そんな強引さだとしか思えない。


「ま、別に何とかなるしなあ。飽あきれば出ていくだろ」


　時間を確かく認にんすれば十時前で、朝食かブランチか微び妙みような時間だったが、朝を食べないことには話にならない。


　コーヒーメーカーをセットして、冷蔵庫から必要なモノを取り出す。手の込んだ物は作らずに、ベーコンエッグとちぎったレタスのサラダにトーストだ。


　テーブルに並べたあと、ベッドに近寄り、芳隆の身体からだを軽く揺ゆさぶる。昨晩の様子だと、右みぎ肩かたはまだ痛むようだが、ピークは過ぎたようなので、直接患かん部ぶに触ふれなければ大だい丈じよう夫ぶだと思ったのだ。


「ほら、起きろ。飯ができたぞ」


「……朝から、モノが食えるか……。コーヒーだけでいい」


「駄だ目め。朝は食べないと身体が持たないっていうの。コーヒーは食べ終わってからな」


　丸まったまま一向に起き出す気配のない芳隆に焦じれて、徹平が上うわ掛がけを無む理り矢や理り引っ張るとようやく芳隆は目を開けたようだ。再び肩に手を掛けようとした徹平の手を振ふり払はらい、憮ぶ然ぜんとした様子でのそりと起き上がった。


「おし。とっとと来いよ」


　起き上がった芳隆を尻しり目めにテーブルに着いた徹平は食前の挨あい拶さつをして食べ始める。休日出勤をしなくてもいいかわりに掃そう除じと洗せん濯たくを一気にしてしまわないといけない。明日をゆっくりと過ごすためには、今日中に片づけた方がいいだろう。


　淹いれ立てのコーヒーは香かおりが良く、何となく心が浮うき立ってしまう。もくもくと食べていると、のっそりとした動きで芳隆がベッドから歩いてきて、ダイニングテーブルに着いた。緩かん慢まんな動作で煙草たばこを引き寄せると、同席している徹平に断りもなく火をつける。


　───まあねえ、こいつに一応断るっていう気の遣つかい方ができるわけないよなあ……。


　言いたいことをトーストと共に呑み込んで無視していると、芳隆はどんどんと不機嫌さを増していくようで、目の前で空気が凝こごっていく気配がひしひしと感じられた。ちらりと目線だけで様子を窺うかがえば、くっきりと眉み間けんに縦たて皺じわが寄っていた。


「コーヒーはどこだ？」


「食べてからだって言ったよね？」


　何でもないことのようにさらりと言ってのける。ここで芳隆の不機嫌さに流されるほどか細い神経はしていない。憮然とした様子の芳隆を目の前にして、涼すずしい顔でコーヒーをすすっている。あー、おいしいねえ、と嫌いや味みったらしくベーコンを食べることも忘れない。


　盛大に舌打ちをした芳隆だが、いくら睨にらんだところで徹平はびくともしない。しばらくのあいだ無言の鬩せめぎ合いが続いたが、結局芳隆は煙草を消すと溜め息をつきつつもトーストに手を伸のばした。


　───自分で淹れにいくっていう選せん択たく肢しがないのか、こいつは……。


　極力自分で動かずに、他人に命令しようとする芳隆の態度に、徹平は嘆たん息そくする。


　席を立って台所に行けばコーヒーは淹れてあるというのに、それだけの手間を惜おしんでいる芳隆に呆あきれてしまう。だが、ふと徹平は面おも白しろいことに気づいて、にんまりと笑えみを浮かべた。


　眉をひそめて嫌いやそうに食べている芳隆を見て、子供っぽいと笑い出しそうになるが、それを堪こらえて口を開く。


「とりあえず、その肩がある程度治るまでは居てもいい。だけど、条件が幾いくつかある」


「ああ？」


「できる限りの家事はやれ。それから、飯はきちんと三食食うこと」


「冗じよう談だんだろう？　そんな面めん倒どうくさいこと」


「駄目だ。これが守れないなら、それ食ったら帰れ」


　自分のことすらしようとしない芳隆に、家事をさせようというのだ。しかも、今まで他人に口出しされたことがないらしい食事への干かん渉しようさえもしている。


　まだ三口しか食べていないトーストを放り出し、芳隆は煙草を引き寄せた。苛いら立だたしげにライターに火をつけようとしているが、なかなかつかないようだ。芳隆一人でこの場の空気を悪くしているが、そんなことは徹平に関係ない。


　それどころか、あまりにもわかりやすい芳隆の苛つき具合に、笑い出さないよう我が慢まんしている状態だ。


　撤平は何事もなかったかのように口を動かしている。と、何かに気がついたのか銜くわえ煙草たばこのまま芳隆は席を立ち、手に財さい布ふを持って戻もどってくる。そして、財布から数枚の紙し幣へいを取り出し、テーブルに投げ出した。


「これだけあれば宿代になるだろ」


　いきなり目の前に出てきた紙幣に、徹平は瞬まばたきを繰くり返す。そして、何をどう考えて芳隆がお金を渡わたそうとしたのか思い至ったところで、徹平は呆れたように溜ため息をつくしかなかった。


「あのなあ、それだけの金があるなら、ホテルに泊とまれるだろ？　とっとと荷物まとめて出ていけよ」


「どうしてだ？　足りないならもっと出すぞ」


　嘲あざけるような口調で掛けられた言葉に頭痛を覚えて、思わずこめかみを押さえてしまう。これで本当に三十路になる立派な社会人で大人なのかと、本気で疑いたくもなった。


　第一、それだけの金を出すつもりなら、ホテルにでも泊まればいいのだ。なのに、家にも帰りたくないわ、ホテルにも泊まりたくないわで、他人の家に無理矢理押し掛けている状態だ。よほどの理由でもない限り、こんな無茶なことはしないだろう。


「上乗せされても嫌だね。赤の他人を二泊はくもさせたのは、酔よっぱらい相手の破格の扱あつかい。だから、それの宿代はなし。今言ったのは、これから先の居い候そうろう代のつもり」


　徹平が何を言っているのか理解できないのか、芳隆は眉まゆ根ねを寄せて怪訝けげんそうな表情をしている。見ようによっては戸と惑まどっていると言ってもいいのかもしれない。


　どうしてもここにいたいらしい芳隆は、二つの条件を呑のむしかないだろう。それがわかっているだけに、徹平も強気な態度に出てしまう。


「お金が欲しくて芳隆を泊めたわけじゃない。だから、金はもらえないの」


「もらっておけばいいだろう？」


「うるさいな。オレはそう決めたからな」


　ちょっとした報復という意味合いもあるが、お金をもらってしまえば、部屋を汚よごされてもベッドを取られても文句は言えなくなると思ったのだ。なので、受け取りたくなかったのだが、根本的に『どうして芳隆を放ほうり出さないのか』ということは深く考えていない。


　───そこを考え込んだら、こっちの負けなような気がする……。


　何かしら芳隆に事情があるらしいが、それを踏ふまえてさえ、自分でも彼を泊めるのはおかしいと思っているのだ。だが、それを振ふり切るように、徹平はカップを傾かたむけた。それ以上会話らしいモノはなく、芳隆もトーストに再び手を伸ばす。テーブルの上に載のっている紙幣を仕し舞まう気配はなかった。


　どうしたモノかと考えていると、芳隆がトーストを食べ終えた。徹平はそれに満足して芳隆のためにコーヒーを淹いれてくる。ベーコンエッグは手つかずだが、それはあきらめることにする。


「はい、どうぞ」


　自分用のカップと色いろ違ちがいのマグカップにコーヒーを淹れて持ってきた。芳隆もブラックだというので、簡単でいい。


「というわけで、今日は洗せん濯たくと掃そう除じをする」


「人を雇やとえ」


「そんな金、どこから出てくるんだ」


「俺が出す」


「あのなあ。だったらおまえの金を受け取ってるっていうの。自分でできることは自分でしないとねえ」


「面倒だろうが」


　ぽんぽんとテンポ良く遣やり取りされる会話には気負いが無く、徹平も軽く返していくが、芳隆の言葉に小さく吐と息いきをつく。自分では何一つしたくないと言い切っているようなモノで、誰だれかが家事をしているとしか思えない。


「───芳隆は一人暮らしだって言ってたよなあ」


「そうだ」


「……で、家事はしていない、と……」


　徹平が思い出したように呟つぶやいたのを、芳隆は肯こう定ていした。しかも、女は面めん倒どうだから部屋に入れないとまで言っていたように思う。だとしたら、芳隆はハウスキーパーを頼たのんでいることになるだろう。『雇え』と簡単に言うのも頷うなずける。


　───わー、こいつ何者？　どこぞの金持ちのぼんぼんだってのか？　高遠でも多少のことはするっていうのに。


　仕事が忙いそがしくてハウスキーパーを雇うという感じではなく、芳隆の場合、完全に家事をやりたくないからハウスキーパーを雇っているようにしか見えない。しかも、そのやり方に慣れきっている態度が窺うかがえる。初めて会ったときに着ていたスーツといい、今の発言といい、芳隆の出自が何となくわかってしまう。


　仕事の話をしたくなさそうなこととか、何となく推測される家庭環境のことを考えると、家に帰りたがらない理由もそこらへんにあるのかもしれないと妙みような勘かんぐりをしてしまう。


　───金はなさすぎても駄だ目めだけど、ありすぎても駄目になるって感じだよな。


　生まれながらにして他人にかしずかれてきたのだと容易にわかる芳隆の態度に、徹平は興味を惹ひかれる。こういう人間とは深く関かかわり合いになったことがないので、相手がどんな反応を示すのか見てみたい気がするのだ。


「洗い物は肩かたが辛つらいか……。だったら掃除かな？」


　時間は掛かかったが芳隆もどうにかトーストだけは全部食べ終わったので食後の挨あい拶さつをして、流しに食器を持っていく。


「ほら、おまえもちゃんと自分の分を持ってこいよ」


「は？」


「掃そう除じ機きは出してやるから、片手でもなんとかなるだろ」


　言外にこれくらいできないわけないよなと挑ちよう発はつするような雰ふん囲い気きを滲にじませれば、あからさまにむっとした表情で徹平を睨にらみつけてきた。いちいち返ってくる反応が微び妙みように子供っぽくて、これで本当に自分よりも年上なのかと笑い出したくなる。


「と、こっちも着き替がえないとなあ」


　ぱっと食器に水を流してから、クローゼットへと向かっていく。通り抜ぬけざまに横目で窺うかがえば、芳隆は難しい表情で煙草たばこを吸っていた。このまま芳隆が何もしない可能性もあるのだが、そのときはどうしようかなあと考える。


　パジャマからハウスウェアに着替えてリビングに戻もどれば、芳隆はぼんやりと煙草を銜くわえていた。その姿に苦く笑しようしつつも、ぱこんと軽く後頭部を叩たたいた。


「ほら、早くしろよ」


　そんなに強くは叩かなかったはずだが、びくりと身体からだを震ふるわせて何やらひどく驚おどろいた顔で見つめてくる。そのどこか呆ぼう然ぜんとした様子に、逆に徹平が心配になってくる。


「どうかしたのか？」


「───何でもない」


「変な奴やつだなー」


　様子のおかしい芳隆を窺うかがいながらも、徹平は掃除機を取り出す。それをこれ見よがしに芳隆の隣となりに置くと、小さく溜ため息をついた芳隆が片手で器用に食器を運んでいった。それを見てにんまりと徹平の口くち許もとが歪ゆがむ。


　やったことのないだろう家事に勤いそしむ姿が、ひどくおかしく思えてしまう。手早く洗い物を食洗機にかけてからリビングに戻ると、掃除機を前に難しい顔をして立っているだけの芳隆に、徹平は訝いぶかしげな視線を向けた。


「何してんだ？」


「……別に掃除しなくてもいいじゃないか。面倒くさい」


「駄目だ。掃除機くらい掛けないと埃ほこりが凄すごいんだって。ほら、とっととしろよ」


　鬱うつ陶とうしそうに吐はき捨てた芳隆に溜め息が出てくる。それでもどうにか促うながそうとすると、じっと芳隆が凝ぎよう視ししてくる。その忌いま々いましそうな視線に徹平は何故なぜか優ゆう越えつ感を感じて、つい鼻で笑ってしまったのがいけないのだろう。芳隆はますます厳しい表情をして、睨みつけてくる。


　だが、徹平も負けておらず、じっと睨み返してしばし無言の攻こう防ぼうを繰くり返せば、芳隆の方から目を逸そらした。


　───勝った……！


　芳隆に見えないよう、陰かげで小さくガッツポーズを取る。その浮うかれ気分のまま掃除機からコードを引っ張り出して、コンセントに差し込む。


「ほら、コードはつなげてやったから、あとは片手でもいいだろ」


　芳隆の目の前にノズルをつきつけつつ言えば、ぎっときつく睨みつけられる。だが、徹平は引く様子を見せない。勝手に居座りたがっているのは芳隆の方なのだ。立場的には徹平の方がどうしても強くなる。


　盛大な舌打ちは徹平の耳にまで届いたが、それくらいではびくともしない。どうするんだと問い掛けるように芳隆の顔を見つめ返していれば、芳隆が徹平の手から掃除機を奪うばい取っていった。わずかばかりの反抗なのか銜くわえ煙草のままだったが、それには目を瞑つむることにした。


　──灰を落とさなきゃいいだろう。でもなあ……。


　まるで子供が拗すねているような様子にまた笑い出しそうになり、徹平はそれを堪こらえるように台所へと駆かけ込んだ。掃除機の音がするまでしばらく時間が掛かったが、芳隆が掃そう除じを始めたことがわかり、肩が震え出すのを止められない。


　落ち着くために水を飲んだあとリビングに戻れば、芳隆はおざなりな様子で掃除機を掛けている。


「丸く掛けないで、隅すみまできちんと四角く掛けろよ」


「うるさい」


　掃除をしているだけでもありがたいと思えとでも言い出しそうな背中に、我が慢まんしたはずの笑いの発作が再発しそうになる。再び逃にげ出すために洗せん濯たく機きを回そうと心に決めた。


　ばさばさと音がしそうなほどの大きな動作で、逆に埃が立ちそうな動きで芳隆が掃除機を掛けているのを見ない振ふりしておく。掃除機を触さわるのが初めてだとわかる覚おぼ束つかない手つきにあれこれ細かいことを言っても苛いらつかせるだけだと判断したのだ。


　───まあ、ここで放り出されるのは本意じゃないしね。てか、芳隆は結構押しに弱いのか？


　あちこちにノズルの先をぶつけながらも、掃除機を掛けている芳隆を見て、徹平が首を傾かしげてしまったとしても、仕方ないだろう。











　手にしたノズルがソファーの脚あしに当たったり、床ゆかに直接置かれているＤＶＤやＣＤケースを弾はじき飛ばしている。それらをいちいち手を止めては直すことを繰り返し、その度たびに芳隆は舌打ちをしてしまう。


　───何で、こんなことをしないといけないんだっ。


　四角く掛かけろと言われて隅の方まできちんと掛けている。掃除機を扱あつかうのは初めてだが、持ち手の所にあるスイッチが目に入らないほど馬ば鹿かではないし、字も読める。なので掃除機を掛けることくらいはできるのだ。だが徹平が何も言わないのをいいことに煙草は銜えたままでいた。


　そのうえコードが届く範はん囲いしか掛けなかったので、ベッドルームまでは掛けられなかったが、自分が初めて掃除機を掛けたのだ。それだけでも凄いことだと思う。届くところはすべて掛けたので、スイッチを切るとそこらへんに掃除機を放り出し、灰皿代わりの皿を持ってソファーに腰こし掛ける。


　だいたい自分は、家事をするために徹平の家に転がり込んだわけではない。誰だれにも邪じや魔まされずに、考えたいことがあっただけだ。自宅では押し掛けてくるだろうし、ホテルでは手が回るかもしれないと思い、まったく関係のないところに泊とまり込みたかった。


　───ここなら、まだしばらくは大だい丈じよう夫ぶだろう……。


　いつまでも徹平の家に隠かくれているわけにもいかないが、無理矢理引っ張り出されるよりかはましだ。


　そもそも、自分が有休を取ってまで会社を休むはめになったのは、会社の経営方針と芳隆の考えるそれが、微び妙みように合わなくなってきたからだ。これが、普ふ通つうに何の関係もない会社ならば割り切って方針に従うなり、辞やめるなりしているところだ。


　だが、父親がそのすべてを握にぎっているとなれば話は別だ。将来的には芳隆が継つぐ会社なのだとすれば、早い内から方針転てん換かんを図はかっておきたい。だというのに、父親はどうしても目先の利益に囚とらわれて、買収や子会社化など安易な道を選んできているとしか思えないのだ。


　会社内部からの意識改革が必要だと訴うつたえても、その意見自体排はい斥せきされてしまう。


　自分の意見が必ず通るとは思っていない。また、それで確実に業績が上がるとも確約はできない。だから、意見が採り上げられなかったからといって悩なやんでいるのではなく、資料や統計、その他必要そうなデータを揃そろえて提出しても、吟ぎん味みすらされていない状じよう況きように悩んでいるのだ。


　初めから『裾すそ野のを広げる』と決めているような状況が気に食わないのだ。ある程度の柔じゆう軟なんさと臨機応変さがなければ、これからさきの社会では生き残ることは難しいだろう。だというのに、他者の意見を受け容れる土ど壌じようさえ作れていないのは問題だろう。


　振り返れば、昔からそうだったかもしれない。芳隆の興味あるモノや、希望すら訊きこうとせず、父親は進むべき方向のみ芳隆に押しつけた。それに反発して今までも大学の進路や、就職先に関して幾度もぶつかってきたのだ。今いま更さらこんなことでというよりも、積もり積もった何かが溢あふれかえる寸前なのかもしれない。


　───素す直なおに、独立でもしてみるか……。


　組織の上層部と対立してもいいことなど何一つない。上の意向に従えないのなら、出ていくのが一番手っ取り早い。後こう継けい者しやだと言われてはいるが、別に候補は自分一人ではないし、替かわりは他にもいるのだ。


「掃除機終わったのか？　あー……、うん、まあ、いいか。そうしたら、クリーニング店に寄って買い物してくるから、大人しくしてろよ」


　洗せん濯たく物を干し終えた徹平が、コーヒーを淹いれて運んできた。わざわざカップを芳隆に渡わたしてから出かけることにしたらしい。


「それから、下のエントランスのパスナンバー、おまえの誕生日に変えておいたから。出かけるときは鍵かぎを忘れるなよ？」


「───わかった」


　あっけらかんと、何でもないことのように徹平は告げているが、芳隆にはそのことが信じられない。玄げん関かんの鍵にしろ、エントランスのナンバーにしろ、おいそれと他人に貸したり教えたりするモノではない。


　───こいつ、何を考えているのか、まるでわからない。


　免めん許きよ証しようのコピーを持っていく慎しん重ちようさを見せたかと思えば、部屋への出入りを簡単に許してしまう。極きよく端たんから極端に走っている気がしてならない。


　部屋をぐるりと見回しても、特にこれといって徹平が何を考えているのかわかるモノは何一つない。なので、溜め息一つで思考を切り換えると、ベッドルームの戸と棚だなからノートパソコンを持ち出した。いつものように勝手にリビングに持ち込み、株価とニュースを一通り見て回り、気になっていたサイトを覗のぞいていく。


　淡たん々たんとモニターを見つめていると、いつの間にか時間が経たっていたようで、正午をだいぶ過ぎていた。朝食を食べたためか、腹は減っていなかったが、徹平の帰宅が遅おそいような気がしてならない。


　モニターに視線を戻もどすがすぐさま時計に目がいってしまう。傍そばにいると何かと口を挟はさんでくるので、苛いらつかされるのだが、いないといないで何か落ち着かない気分にさせられてしまう。そんな自分に気がついて眉まゆ根ねを寄せるが、ふとまた時間を気にしている自分がいるのだ。


「何だって、あれのことを気にしなければならないんだ……」


　いい年をした大人が買い物に出かけて帰ってこないことを心配している方がおかしいのだ。舌打ちをすると、いつの間にか飲み干していたコーヒーのお代わりを注つぎに行く。空っぽになったためコーヒーメーカーのスイッチを切っておく。


　ふっとあたりを見回せば、確実に一人暮らしだとしか言いようのない部屋で、女が出入りしている気配もなければ、他人が出入りしている気配もない。これでよく自分を泊める気になったもんだと、勝手に泊まり込むことを決めた芳隆でも訝いぶかしく思ってしまう。


「本当に、何を考えているんだか」


　ふっと息を吐はいてソファーに戻ったところで、荷物を持った徹平が帰ってきたらしい。ただいまーという声が遠くから聞こえてきたのだ。少しすると、クリーニング店とスーパーの袋ふくろを持って徹平がリビングに入ってきた。


「……おかえり？」


「なんで疑問形で答えるかなあ。ま、急いで昼飯の用意しような」


「は？」


　買ってきた物を冷蔵庫に仕し舞まいながら徹平がさらりと言ったことに対して、芳隆がくっきりと眉まゆをひそめる。聞き捨てならない台詞せりふが耳に入ってきたような気がする。じっと徹平を凝ぎよう視ししていると、彼はにんまりとした笑えみを浮うかべながら近づいてきた。


「おまえ、今まで料理もしたことないんだろ？　何事も経験だと思うし」


　左ひだり腕うでをぐっと引っ張り立ち上がらせられると、そのまま台所へと連れて行かれる。


「ま、パスタなんて茹ゆでて絡からめるだけだし？　簡単だからできないはずないよねえ？」


　語ご尾びの調子がわずかに上がっていることから徹平が、最初からできないと思っていることが、芳隆にはわかった。だが、彼の言うとおり、芳隆は料理をしたことがないのだ。作業台を見てみれば、そこにはほうれん草とベーコン、鷹たかの爪つめ、みじん切りガーリックの瓶びん詰づめ、そしてパスタが揃っていた。


　それらを見て、芳隆は不ふ機き嫌げんな様子を隠かくすことなく、徹平を横目で見み遣やる。


「包丁も持ったことないだろ？　て、切るのは無理か……」


　怪け我がをしたのが右みぎ肩かたなので、できれば動かさない方がいいだろうと思ったのか、徹平はそれを取ってこいとか、持ってこいとか、片手でどうにかなりそうなことを言いつけてくる。その間も徹平の手は止まることがない。


　ほうれん草やベーコンを適当な大きさに切り、鍋なべに水を入れて沸ふつ騰とうさせる。


　何かを言いつけられるたびに、眉み間けんに皺しわを寄せて考え込む芳隆を見て、徹平は呆あきれたように肩かたを竦すくめる。


「本当に台所に立ったことないんだな」


「別に、料理ができなくても死にはしないね」


「そう？　最近は料理の一つもできないと結けつ婚こんできないみたいだけどねえ」


「そこまでして結婚したいわけじゃない。それこそ、人を雇やとえばお終しまいだ」


「あのなあ。いつまでも金があると思うな。下手したら野垂れ死ぬぞ？」


　芳隆の言動が面おも白しろかったのか、ツボにはまったのか、笑いを堪こらえた徹平の口くち許もとがひどく癇かんに障さわる。


　実家の台所───というよりも厨ちゆう房ぼうといってもいいようなモノだったが、そこは雇い入れたコックの領域だったし、一人暮らしをしている今は、外食だけですませている。だから、自分が台所に立つ必要性はまったく感じられないのだが、徹平にこうまで言われてしまうと、それが悪いことなのかと不機嫌になってしまう。


「鍋に塩入れて、パスタ放り込んで搔かき混ぜる」


　簡潔に出される指示に従いながらも、眉間にできた縦皺が解ほぐれることはない。


「フライパンを温めて───」


　だが、目の前で仕上がっていく料理に興味が湧わいてくる。ちょっとした匙さじ加減で味や食感が変わるらしく、それがひどく不思議な感じがする。


「凝ころうと思えばもっと手て間ま隙ひまを掛かけられるんだぞ。店で食べるやつなんかは特にそうじゃないかな？」


「ふ……ん」


「食材をいいモノにしたり、下茹でしたり、手間の掛け方はいろいろ」


　ベーコンを炒いためたあとほうれん草を入れ、最後に茹で上がったパスタを入れて和あえる。ガス台に近いせいか、熱気が腕うでに当たることが不快だが、食材が食べられるモノに仕上がっていくさまが面白い。


　徹平が軽々とフライパンを返してみせるのに感心して、思わず彼の手つきを真しん剣けんに見てしまう。だが、そんな自分に気がつき、憮ぶ然ぜんとした表情を取り繕つくろうが、今いま更さら遅おそいだろう。


「んー、料理は経験もあるからねえ。慣れるまでやるしかないんじゃないか？　味付けはセンスによるかも。あとは、次はサラダかな？　こっちはもっと簡単」


　作り方をみていれば、本当にそれだけなのかと思わず訊たずね返すほど、簡単なモノだった。レタスをちぎりトマトを切って器に入れると、缶かんに入っていたトウモロコシを水切りしてから上にかけるだけ。


「よし、あとは運んで終わり」


　取り皿やカトラリー、ドレッシングを並べて、大皿に移し替かえたパスタを運んで、飲み物は買ってきたらしいアイスティーのボトルを置く。


　妙みように機嫌のいい顔を見せる徹平を訝いぶかしみながらもテーブルに着くと、徹平は食前の挨あい拶さつをして取り分け始めた。だが、芳隆はすぐに口をつける気になれず、まじまじと目の前の料理を見る。自分の前で料理になっていく過程を見たことがないので、本当に食べられるのかと気になってしまったのだ。目の前で徹平が最初の一口を食べ終わるのを待つ。


「───ん、上出来。芳隆も食べてみろって」


「……まずくはないな……」


　おそるおそると口に運んでみれば、確かに食べられる。どこかのレストランで食べるような上品な味ではないが、美味おいしいと思える。サラダは何も手を加えていないので、ドレッシングの味そのままだし、盛りつけもなっていない。


　───……こんなもんなのか？


　一から作られているところを見ているので、これだけの味でも凄すごいと思う。だが、もう少し何か欲しいと思ってしまうのは、芳隆の舌が肥えているからだろうか。少しばかり不満を持ったことに徹平が気がついたらしい。


「もう少しベーコンをかりかりに炒めた方が好みだったりする？　それでだいぶ食感が違ちがってくるしね。そういう細かいところは作って慣れるしかないとは思うけど」


「───そんなものか？」


「そりゃあねえ。何が美味しいかなんて好みの問題だろ？　自分で作れば自分好みに作れるから、余計に美味しく感じられるし。だから、次は自分好みに調整すればいいだけの話だよ」


「そうか……」


　徹平の話に耳を傾かたむけながら、芳隆は味わうようにパスタを口に運ぶ。そして、次はどうしようかと考えていることに気がついて、ふと手を止めた。


　───俺に家事を手伝わせようとしたのも、させたのも、徹平が初めてか……。


　この部屋に居座るために渋しぶ々しぶと手を出した掃そう除じと違い、料理はその過程も楽しめた。しかも、料理にだけ限定すれば、またしてもいいかとさえ思う。


「どうかしたのか？　食べないと冷めるぞ」


「───ん」


　止まっていた手を動かして食べ始めればあとは早かった。食べ終わったあとの片づけは徹平がすることになったので、芳隆はアイスティーのグラスを持ってソファーに移動した。何度か止めるように言われたが、結局平皿を灰皿代わりにしたままでいる。


　これに関しては徹平もあきらめたのか、もう何も言わなかった。それをいいことに芳隆が平然と煙草たばこを吹ふかしていると、徹平がＤＶＤを観ようとケースを漁あさっていた。観たいモノがみつかったのか、セットし終えると徹平は隣となりに座る芳隆に注意を払はらうこともなく、ソファーの上に胡座あぐらをかいて座った。


　流れてきたタイトルは芳隆でさえも知っている、少し前に話題になったラブロマンスで、ぼんやりと暇ひまつぶしにしかならないようなモノを眺ながめていた。だが、半ばほどでふと芳隆は眉まゆ根ねを寄せて小さく悪態をついた。


　それが聞こえなかったわけではないらしく、徹平はちらりと視線を寄よ越こしたが、何も言わなかった。それがわかり、芳隆が意識を徹平に向けたときには、彼の視線はテレビに向けられていた。


　ただ見ているだけで、お互たがいの空間を邪じや魔ましないことが芳隆には新しん鮮せんだった。何度か頼たのまれて映画につきあったことはあるが、その度に不快な思いをした。同じモノでも着目する点が違ちがうのは当たり前だというのに、共感や感想を求められたりする度たびに辟へき易えきしていたが、徹平はそんなことを言い出さなかった。


　だからだろうか。エンドロールが流れる中、芳隆の方からぼそりと呟つぶやいてしまったのは。


「───計画性のない馬ば鹿かな男だ」


「は？……ああ、あの駆かけ落ち？」


「現実を見ていないうえに計画も何もあったものじゃない。少しでも頭が働けばすぐにわかるものを」


　自分からこういったモノに感想を述べたのはどうしてなのか、芳隆自身にもわかっていない。ただこのまま何事もなく終わってしまうのはもったいないような気がしただけだ。


「んー、だけど、感情的っていうか、衝しよう動どう的に何かをすることってない？」


「あるわけないな。だいたい、物事を好き嫌きらいだけで判断するのは、考えが足りない」


　どこか言葉を濁にごすような徹平の物言いに、芳隆は眉をひそめながら一刀両断する。周囲の影えい響きようも何も考えずに好きなように行動することなど、できるはずないのだ。これまでのことを振ふり返り芳隆は嘆たん息そくしたが、次いで告げられた徹平の言葉に、思わず息を呑のんだ。


「まったく、そこまで言うなよ。オレが間ま抜ぬけみたいに聞こえるじゃないか」


　呆あきれたような、それでいて思い出した何かを楽しむような、軽かろやかな口調だが、そこにはわずかな羞しゆう恥ちも入っているような気がする。それを敏びん感かんに感じ取った芳隆は、より険しい表情を浮うかべる。


「何だって？」


　憮ぶ然ぜんとした表情で唸うなるように言えば、その顔がツボにはまったのか、徹平が笑いを堪こらえるように小さく肩かたを震ふるわせ始める。


「んー、今の会社は、大学のときに友人と立ち上げたんだよ。でな、卒業するときに、親はそんな先行きのわからない会社より、きちんとした会社に就職して欲しかったらしくてさあ」


　ふっと和なごんだ徹平の瞳ひとみが細められる。自分から意識を逸そらしてどこか遠くを見遣やるような、懐かしそうな視線に、芳隆の神経がざわめいた。


「それで喧けん嘩かして、家を出たんだよ。あの時は何も考えずに友人とこに転がり込んで……。結局半年近くもめて、最終的には卒業と同時に自立することを条件に、自由にさせてもらったのさ」


　力強い口調や、はっきりと言い切る物言いは、徹平の強さがそのまま表れているようで、目が離はなせない。前だけを向いて、後ろを振り返ることのない強さに、芳隆は目を奪うばわれる。


「そんなに経たってないはずなのに、随ずい分ぶんと昔のような気がするな」


「───馬鹿だな」


「わかってるって。でも、あのときのことは後こう悔かいしてない。あれはあれでいい経験だったし。部屋に無理矢理押し掛かけたから、ベッドの争そう奪だつ戦に燃えたり、どっちが洗せん濯たくするかでもめたり」


　芳隆が、冷ややかな口調で一言言い放っても、徹平は気にした様子も見せずに、楽しそうに語り出す。そのことに、無性に苛いら立だち、芳隆は大おお袈げ裟さなほどに溜ため息をもらした。


「いい加減、馬鹿話は聞き飽あきた」


「あー、はいはい。なんか小腹空かないか？」


　小さく苦く笑しようすると、徹平は立ち上がりＤＶＤプレーヤーの電源を切ってから台所に向かう。だが、数歩も行かないうちに足を止めて振り返る。


「───何をぼうっと座ってるんだよ？　おまえも来い」


「……何でだ……？」


「冷蔵庫漁あさって何か探すんだよ」


　一緒に来いと言われて、自然と口くち許もとが弛ゆるんでしまう。徹平の意識に自分がいることが嬉うれしくて、何故なぜそうしたいのか、その根本的な理由に思い至らない。ましてやそれが、久しぶりに他人に向けた感情だということにも、気づくはずはなかった。











　ぴしゃんと浴よく槽そうに張られたお湯が跳はねたが、徹平は気にせず肩までどっぷりと浸つかった。少し熱めのお湯は、じんわりと身体からだの芯しんまで温めてくれる。


　───はあ……。面白かったなあ……。


　昼間から先程までの芳隆の態度を思い返して、徹平はくすくすと笑い出す。


　態度はとてつもなく不ふ遜そんな感じがするのに、反応がひどく素す直なおなのだ。日ひ頃ごろ高遠を相手にしている分、芳隆の相手は楽だった。自分勝手なところは同じなのだが、基本となる性格がまるで違ちがっていると思う。


　芳隆の場合はどこかまっすぐなのだ。ひねくれていないというか、暢気のんきなところがあるというか、すれていないというか。これまでの言動から考えるに、金持ち特有の奔ほん放ぽうさではないかと考えられる。


「悪いやつじゃあ、ないよな……」


　最初の夜のことは酒のせいだろう。肩の怪け我がもだいぶよくなっているようで、髪かみも自分で洗えるようになっていたし、明日か明後日には芳隆は出ていくかもしれない。


　───怪我が治るまでって言ったしなあ……。


　ここ数日芳隆と一いつ緒しよにいたからか、彼がいなくなることを想像すると少し寂さびしく感じてしまう。いろんなことが一度にありすぎて、押し流されているような気もしたが、意外にそれが楽しかったのだ。


　だが、いつまでも一緒にいるわけにもいかないし、明後日は月曜日で、芳隆も仕事があるだろうから、やはり明日の夜に芳隆は出ていくだろう。


　───あー……。明日、会社に行くか。昨日の仕事、どうなったのか確かめよ……。


　何故だか、芳隆が部屋を出ていく場面に居合わせたくないと思ってしまった。だが、その感情と向き合いたくなくて、残してきた仕事が心配だからと、そう意識の方向を無意識に自分で変えてしまったことに、徹平自身は気がついていない。


　ただ、いつの間にか出てきたもやっとした何かから目を逸そらすように、目を閉じて身体の力を抜ぬいた。真っ暗な視界の中、ふっと徹平の意識が飛んだ。


「───……っ」


　突とつ然ぜん、冷たい何かが頭の上に降りかかってきて、びくりと身体が強こわ張ばった。そして、気がつくと浴槽の中で滑すべったのか、顔の半分までお湯に潜もぐっていて、噎むせていた。ごほっごほっと気管に入った液体を体外に出そうとする。


　ようやく落ち着いてあたりを見回せば、銜くわえ煙草たばこの芳隆が洗い場に立っていた。


「えーと……？」


「馬ば鹿かか？　そんなところで寝ねれば、風邪かぜ引ひくか溺おぼれるかのどっちかだな」


　睥へい睨げいするかのように見下ろされて、徹平が溜め息をついた。自分が風ふ呂ろに入ってどれくらい時間が経たったのかよくわからないが、芳隆が覗のぞきに来るくらいは経ったのだろう。風呂の中で寝てしまうくらいには、疲つかれていたのかもしれない。


「一応、礼を言った方がいいのか？　てか、こんな所にまで煙草を持ってくるなよ」


　シャワーのノズルを元に戻もどしている芳隆にそう言えば、鼻で笑われた。


「こんな所まで足を運ばせる方が悪いと思わないか？」


「あー、そうですねえ」


　彼らしい態度に内心苦く笑しようしながら立ち上がろうと浴槽の縁ふちに手を掛かけて、勢いをつけた。


「───……あ？」


　大きな水音とともに立ち上がったのはいいが、くらりと視界が歪ゆがんでしまった。身体の重心が足あし許もとからぶれてくる感覚はあるのに、徹平の思考だけは妙みようにはっきりとしていた。


「本当に馬鹿だな」


　くらくらと揺ゆれている視界に広がるのは白いシャツで、立ち眩くらみを起こしたところを芳隆に支えられたらしい。しゃべろうにも頭の芯から発生しているとしか思えない波に、言葉すら奪うばわれている。


　乱れていた呼吸が落ち着くまでのあいだ、徹平は芳隆に寄りかかっていることにした。今下手に動くと、また足許から軸じくがぶれて倒たおれてしまう気がしたのだ。


　───……芳隆、でかいなあ……。踏鞴たたらも踏ふんでなかったなあ……。


　左手で腰こしを抱だき留とめ、肩かたに頭を置かせるようにして徹平を支えているが、芳隆はびくともしていない。身長にわずかな差があるだけなのに、こうまであっさりと支えられると男として妙なプライドが刺し激げきされた。


　自分が貧弱な身体をしているとは思わないが、それ以上に芳隆の身体が男らしいような気がする。硬かたい胸板も、腰に巻き付いている腕うでも、自分をねじ伏ふせることができるのだ。わずかに速い鼓こ動どうと高い体温に、素す肌はだで触ふれ合ったときの熱さまで思い出す。


　この肢し体たいにあの晩は押さえ込まれたのだと、思考が危ない方向へと飛んでしまった。それを振ふり払はらうように小さく頭を振ると、芳隆から離はなれようと腕を伸のばした。


「助かった」


「───足許に気を付けろ」


　目眩めまいも収まり一人でも立てるからと、芳隆の腕を外そうとするが、それは離れていかなかった。身体からだを支えていた腕は離れたのだが、今度は腕を摑つかまれ風呂から連れ出された。脱だつ衣い所でバスローブを掛けられ、きちんと拭ふく間もなくベッドルームに引っ張られていく。


「おい───っ」


　とんっと軽く押されただけで踏ん張ることもできずに徹平はベッドに転がった。思ったよりも身体がだるく、少し湯ゆ中あたりを起こしているらしい。重く感じられる手で前まえ髪がみを搔かき上げると、そのままばたりとベッドに放ほうり出してしまう。


　徹平が目を瞑つぶって大きく息をついたところでふっと顔に影かげが落ちてきた。


　───……何だ……？


　茫ぼう洋ようとしている頭ではうまく状じよう況きようが摑めなくて、うっすらと目を開けたところ、目の前に芳隆の顔があった。ぼんやりと見つめていると、すっと口唇くちびるを重ねられた。かさついた口唇の隙すき間まを割って、舌先が侵しん入にゆうしてくる。


　思うように動かない舌を捉とらえられて、相手の意のままにされていく。絡からみついてくる舌先に翻ほん弄ろうされて息苦しくなり、徹平はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せた。もともとぼうっとしていた意識だったが、それに輪を掛けて状況認識があやふやになっていく。


　感じるのは身の内を灼やくような熱だけで、徹平はそれに呑のみ込まれそうになる。


　だが、不意に耳朶みみたぶの下にあてられたひんやりとした指先が、霞かすみ掛かった徹平の意識を刺激した。思わず口を閉じようとして芳隆の舌に歯を立ててしまった。その刹せつ那な、口こう腔こう内から滑なめらかな塊かたまりが退ひいていった。


　ほうっと大きく息をつき、鉛なまりのように感じる手を動かして、芳隆の身体を押した。


「……熱い……」


　ぼそりともれた呟つぶやきは掠かすれている。逆上のぼせたために熱いのか、交かわされた口くち接づけのために熱いのか、徹平自身にすらわからないが、肢体を駆かけめぐる熱に、くらくらとする。上じよう昇しようした体温が、徹平の意識を揺らめかせているのだ。


　芳隆が身体を起こしたためにベッドが微かすかに軋きしんだが、それにすら気がつかない。乱れた呼吸を整えていると、突然冷たい感かん触しよくが額に押し当てられ、徹平はぴくりと身体を震ふるわせた。


「ほら、これを飲め」


「───ありがと」


　思わず見開いてしまった視界に、ミネラルウォーターのボトルが映り込んでおり、芳隆がわざわざ持ってきてくれたらしいとわかる。一いつ瞬しゆん呆ほうけた表情を見せたが、すぐにその気き遣づかいを嬉うれしく思い自然と口許が綻ほころんでいった。


　身体の熱とよく冷えたペットボトルとの温度差に、徹平の意識が徐じよ々じよにはっきりとしてくる。よろめきながらも身体を起こし、ペットボトルを傾かたむけて一気に飲み干した。どうやら思っていた以上に喉のどが渇かわいていたようだ。


「とっとと寝ねろ」


「……悪いね。おまえ、向こうで寝ろよ？」


　空になったペットボトルを芳隆に渡わたして、再び横になり目を瞑れば、身体がベッドに沈しずみ込んでいくような気がする。しかも、芳隆がこちらを窺うかがうような気配もわかる。それに何故なぜだか安あん堵どして、徹平の意識はすっと消えていった。











「───おい？」


　ペットボトルを受け取り、ふっと徹平の方を見たら、既すでに彼の意識はなかった。寝るというよりも気を失ったといってもいいくらい、一いつ瞬しゆんにして意識を飛ばしたようだった。


「馬ば鹿かが……」


　くったりとしている徹平を見下ろして、芳隆は溜ため息をつく。


　風ふ呂ろの時間が長すぎると思ったのは優に一時間を過ぎてからだ。この分だと、かなり長い時間湯船に浸つかっていたことになるだろう。


　額に張り付いている濡ぬれた前髪を搔き上げて手を当ててみる。特に熱はないようだが、少しばかり呼吸が速いような気がした。すっと手を滑すべらせて薄うすく開いた口唇を指先で撫なでる。かさついてはいるが柔やわらかい感触に、ふと熱を感じた。


　先さき程ほど、口唇を重ねたのは衝しよう動どうだった。


　伏ふせられた睫毛まつげ、微かに上気している頰ほお、熱い呼吸。バスローブの合わせ目から覗のぞく鎖さ骨こつと、肌理きめの細かそうな肌はだ。それらに欲望が惹ひきつけられたのだ。感情のままに口唇を寄せていき、本能に従って舌を深く絡め取っていた。


　徹平に肩かたを押されなければ、あのまま先へ進んでいたかもしれない。


「───冗じよう談だんじゃ、ない」


　いきなり感じた徹平の吐と息いきが、まるで熱したフライパンのように感じてしまい、思わず口唇から指先を離してしまった。心臓が指先に移ったかのように、そこに神経が集まっている。


　───何考えてんだ、俺は……。


　自分でも分析不可能な熱に冒おかされているような気がして、乱れてしまいそうになる呼吸を整える。指先に感じていた熱は、衝動のまま口唇を重ねたときに感じた熱と、同じような気がしてならない。


　初めは何気なく、ただこけそうになった徹平を支えたに過ぎない。だというのに、湿しめった吐息を感じた瞬しゆん間かん、抱だき留めた肢し体たいが欲望を孕はらんだ熱に変わった。それをどうにか抑おさえ込んで、ベッドまで運んだが、億おつ劫くうそうに髪かみを搔かき上げたときに見せた表情に箍たがが外れて口接けていた。


　自分の性的嗜し好こうはノーマルなはずで、同性相手に欲望を感じたことはこれまでなかった。一昨日の夜に酔よった勢いで徹平を抱いてしまったこと自体、芳隆にとっては有り得ないことなのだ。だというのに、それ以上に驚いているのは、別に悪くなかったと思っている自分がいることだ。


　同性相手に勃たつモノも勃たないと思っていたのに、結局は最後までやってしまった。しかも、意外に気持ちよかったことまでしっかりと覚えている。だが、それでも今自分が抱かかえている感情は間ま違ちがっているだろう。


「───また抱きたいとか思うのは、おかしいだろうが……」


　ふっと息を吐はき出し、振ふり返ることなくソファーまで歩いていく。下手に徹平を見てしまうと、その傍そばを離はなれたくなくなるような気がして視界に入れたくなかったのだ。


　ソファーに腰こしを下ろし、煙草たばこに火をつけた。今までに感じたことのない微び妙みような熱と苛いら立だちが、身体からだに渦うず巻まいている。じっと目を閉じれば脳裏に浮うかぶのは徹平の肢体で、しかもそれは欲望に直結していた。


「───巫山戯ふざけるな……っ」


　ぼそりと呟つぶやく声は低く、掠かすれていた。鮮せん明めいな映像は、触ふれたときの感かん触しよくをともなって、芳隆の意識を苛さいなみ始める。それを振り払はらうかのように、芳隆は煙草を灰皿に押し潰つぶすことしかできなかった。




４







　身体を揺ゆさぶられて、不意に芳隆の意識は浮ふ上じようした。寝心地の悪いベッドに、自分が一瞬どこで寝ているのか把は握あくできなくて、反射的に上体を起こす。


「うわっ。びっくりしたー。いきなり起き上がるなよ」


「……徹平か……」


「そうです。まったく、寝ぼけるなよ」


　勢いよく起き上がったために思わず頭ず突つきをするところだったからか、徹平が軽く頭を叩たたいた。だが、それに対して反応するよりも、起こされた時間に対して、芳隆は不ふ機き嫌げんになってしまう。枕まくら元もとに置いてある携けい帯たいで時間を確かく認にんすれば、午前七時過ぎを示していた。


　昨日の晩は、いろいろと考える羽目に陥おちいり、結局芳隆が寝たのは深夜を過ぎたころだったにもかかわらず、この時間に起こされたのだ。これでどうでもいいようなことで起こしたのなら、ただではすますつもりはないと、徹平を睨にらみつける。


「オレ、会社行くことになったから、昼、どうする？」


「……今日は日曜だろう？」


「まあ、そうなんだけどねえ。ちょっと休日出勤になりました。で、朝飯も作るけど、一いつ緒しよに食べちまうか？」


　芳隆が起きたことを確認すると、徹平はそそくさと扉とびらへ向かっていく。そのあとを追うように芳隆も起き上がり、リビングへと足を踏ふみ入れた。


「昨日の夜、調子が悪かっただろうが。それでも仕事に行くのか？」


「んー、金曜日に残してきた仕事が心配になったんだよね。まったく、高遠が好き勝手にこっちに仕事を回すから、オレの方が大変になって。早く人を増やしてもらわないとなー」


「余計な雑用を押しつけられているだけなんじゃないのか？」


　けらけらと笑いながら言う徹平に、苛つきながら芳隆は言葉を返していく。ひどく刺とげ々とげしい物言いだとは自分でもわかっているのだが、止められない。冷蔵庫から取り出したベーコンは徹平の手で熱したフライパンに並べられた。


「まさかー。オレがやるって言い出したんだよ。好きでやってることだからなあ……」


「───そんなに、高遠とかいうやつが気に入っているのか？」


「まあねえ。あれだけ、周囲と折り合わないやつは珍めずらしいな」


　何を言ってもさらりとかわしているような徹平の物言いに、芳隆の苛々は段階的に大きくなっていく。徹平が自分は会ったこともない『高遠』という男を呼ぶときの声とか、ふっと遠くなった視線の先などが、自分に向けられるモノとは違ちがう気がして、我が慢まんできない。


「おまえは……っ、いいように使われてるだけなんじゃないのか？」


「何言ってるの。芳隆も似たようなモノだろう？　ほら、フライパンを見てろ」


　激げつ昂こうする一歩手前のような芳隆を軽くいなして、徹平はかりかりに焼けたベーコンを皿に取り出し、卵を二つ手て際ぎわよくフライパンに落とした。その状態で芳隆にフライパンを見るように告げて、徹平自身は他の作業をしようとしたらしく、芳隆の横を通り抜ぬけようとする。


「おいっ、ちゃんと聞いているのかっ？」


　聞き流されているような態度を取られ、芳隆が思わず感情のまま徹平の腕うでを摑つかもうとした。が、タイミングが合わず、徹平をよろけさせただけだった。しかし、ぶつかった場所が悪かったのか、徹平の腕がフライパンの縁ふちに触れた。


「───っ」


「あ……」


　声にならない悲鳴を上げた徹平が、すぐさま流しで火傷やけどを水に晒さらし始めた。何をしたらいいのかわからない芳隆が呆ぼう然ぜんとしている目の前で、徹平は苦く笑しようしている。


「あのな、台所に立つ以上、こういった怪け我がはよくあることだし、いちいち気にしてられないわけ。だから、芳隆も気にするな」


「いや、俺が手を伸のばしたから……」


「だから、気にするほどのモノでもないって。単にフライパンに触れただけだろ。このまま水で流していれば大だい丈じよう夫ぶだから」


　左手の内側───手首より十五センチほどのところに一筋の赤い痕あとが見える。幅はばはあまりないが、長さは三センチほどで、くっきりと火傷の痕だとわかるようなモノだ。芳隆はどうすればいいのかまるでわからない。


　故意ではないにしろ、自分の手が徹平を押してしまい、結果彼が怪我をしたのだ。呆然としている芳隆の視線の先で、徹平がふと眉まゆをひそめる。


「───おい、おまえ、フライパンはどうした？」


「……あ」


　徹平に言われてようやく火に掛かけたままだったフライパンのことを思い出し、振ふり返ってみればあたりに白い煙けむりが立ち上っている。しかもどことなく焦こげ臭くさい匂においまで漂ただよっている。慌あわてて火を消したところで、卵は黒く焦げ付いていて食べられそうにもなかった。


「それの始末はあとにするか……」


「そうだな。……薬は？」


　ないねえ、という暢気のんきな返事に芳隆はくっきりと不機嫌な顔をしてみせたが、徹平はビニール袋ぶくろに氷を入れて、それを腕にあてるようにしていた。


「その腕でも会社に行くのか？」


「行くよー。というか、これくらいの傷で休んでいられないしねえ。芳隆は雑用だとか思ってるみたいだけど、オレは気に入ってるんだ」


　右手で患かん部ぶにあてた氷の袋ふくろを押さえながら徹平は笑っている。その自然な笑え顔がおに、芳隆は口唇くちびるを嚙かみしめる。


「一緒に会社始める前からだから───十年近くも高遠とは一緒にいるからね。今いま更さら他のところじゃ働けないな。一回きりの人生だろう？　自分の好きなようにやってみたいじゃないか」


「───好きなようになんて、できるわけがないだろうが」


　ふと、徹平の言葉に、自分の立場を思い返してしまった。自分の意見に耳を傾かたむける振りしかしない父親に、その跡あとを継つげと言ってくる者たち。芳隆が何を望んでいるのか、何を見ているのか、まるで考えていない人間ばかりが周りにいるのだ。そんな環かん境きようで思うようになんてできるはずもない。


「馬ば鹿かだねえ。だったら、周りを変えていけばいいんだよ。いきなりは無理でも、ゆっくりとでもいいから、自分のしたいことができるように、周りを自分に合わせればいいのさ」


「……周りを変える……」


　何でもないことのように徹平が言ってのけたことだが、それは芳隆にしてみれば思ってもみなかった考え方だった。親からの干かん渉しようを受け入れるか、去っていくしかないと思っていただけに、それは芳隆にひどい衝しよう撃げきをもたらした。


「ま、それができるかどうかはそいつ次し第だいだろうけどな」


　フライパンを片づけて新しい卵を焼くぞ、と声を掛けられても、芳隆はしばらくその場に佇たたずんでいた。











　かちかちと、いつもとはまるで違ちがうペースで徹平はキーボードを叩たたいていく。微び妙みように左手の基本ポジションが崩くずれているのは、朝方の火傷のせいだった。机の端はしにキーボードを寄せて打つのが、徹平の癖くせなのだが、ちょうど机の角が火傷にぶつかるのだ。


　なので手首を浮うかせて打っているためか、ふらふらと安定しない。思うようにキーボードが打てないために、いつものスピードで仕事が進んでいかないのが、ちょっと辛つらい。


「まったく、場所が悪いよな。でもまあ、軽い火傷だったしな」


　昨夜は逆上のぼせていたためにはっきりとはしないが、口唇を重ねたような気がする。そのときの記き憶おくが曖あい昧まいで、何もなかった振りをしていたが、それでも落ち着きが足りなかったのだろう。咄とつ嗟さに摑まれそうになった腕を避さけようとして、よろけてしまったのだ。


　そのためにフライパンに触ふれてしまったのだが、料理をしていれば、フライパンに触れるとか、油が跳はねるとかの火傷は、稀まれにあることなので特に気にすることはないだろう。だが、この火傷よりも芳隆の様子の方が徹平は気になった。


　肩かたの怪け我がはよくなったようで、普ふ通つうに動かしていたようだし、何も問題ないだろう。


　───やっぱり今日中に家を出るだろうなあ……。


　家を出ていく芳隆の背中を見たくなくて、どうしても必要じゃなかった休日出勤をしたのだと、自分で認めていた。


　メモを書いて置いておけば良かったのに、わざわざ芳隆を起こして、一いつ緒しよに朝食を食べてきた。ただ、相手の顔を見てご飯を食べるだけなのに、それがひどく楽しかったのだ。ここ最近は特に仕事が忙いそがしく、プライベートで誰だれかと食事をすることがほとんどなかった。だから余計に、芳隆と食べるご飯を楽しみにしていたのかもしれない。


　だが、朝の様子もおかしかったし、肩の怪我も治ったみたいだし、今晩からは一人で食事をすることになるだろう。


　不意に携けい帯たいのアラームが鳴り、正午になったことを知らせる。いつもなら仕事に没ぼつ頭とうしすぎて昼食を忘れてしまわないためのアラームだが、今はようやく時間が経たったことを知らせるモノでしかなく、億おつ劫くうな手つきで机の上を片づけていく。


「うーん、お昼は寂さびしく一人か」


　出勤途と中ちゆうで寄ってきたコンビニの弁当を広げて、徹平は思わず溜ため息をつく。


　何も考えることなくコンビニ飯を食べて、また仕事をしていく。一応手や頭は動いているが、確実にいつも通りではなく、何度もデータを読み返したり、タイプミスを修正したりを、繰くり返していた。


　どうにか午後も乗り切り、帰宅してもおかしくない時間になった。特にこれといってやらなければならない仕事がなかったので、適当なところで切り上げた。そして、ふと電話に目が留まり、じっと見つめてしまう。


　───電話、掛かけてみるか……？


　芳隆はまだ家にいるだろうかと焦りながら車を運転していくよりも、ここではっきりとさせた方がいいような気がしてくる。いないのならいないで帰宅するまでに気持ちを切り替かえてしまえばいいだろう。


「───よし」


　受話器を取り上げて、自分の家へと電話を掛ける。芳隆の携帯の番号は知らないから、そうするしかない。留守電を常時セットしてあるので、伝言を残す声を聴きいて芳隆が受話器を上げてくれる可能性がある。


　聞き慣れない無機質なアナウンスメッセージを乗り越こえ、伝言を残す段階になったところで、芳隆に呼びかけた。


「おーい、芳隆？　いるなら受話器を上げろー。もしもーし」


　もういないのかもしれないと思いながら呼びかけていると、かちゃりと受話器の持ち上がる音がした。そのことにひどく驚おどろいたが、それよりも徹平は自分自身でも戸と惑まどうほど、ひどく安あん堵どしていたのだ。


「あ……。まだいたのか……」


『いたら悪いか』


「べ、別に、そういうわけじゃないって」


　ぼそりと言われた一言を慌あわてて否定するが、受話器越しにも芳隆の不ふ機き嫌げんさがよくわかって、徹平は話を逸そらすように、言葉を重ねる。


「あのな、これから帰るんだけど、何かいるモノでもある？」


『ない』


「そう？　だったら、このまま帰るから。大人しく待ってろよ」


『───おまえは、俺を幾いくつだと思っているんだ？』


「えーと、まあ、うん。とりあえず帰るからっ」


　かちゃんと受話器を置いて、徹平は大きく息を吐はき出した。まさか芳隆がまだ家にいるとは思わなかったのだ。しかも、出ていくような素そ振ぶりが見えない。


「まだ、家にいるつもりなのかな……」


　相手が無む理り矢や理り居座ってきた様なモノだが、それでもすぐにいなくなるだろうと思っていた。それが、どうやらもう少し居座るらしいとわかり、ひどく嬉うれしいと感じている。家に誰かがいて、帰ったあとにも話し相手がいることが楽しいのだ。もっとも、相手が自分には思いもよらないリアクションを返す芳隆だから、こんなにも口許が弛ゆるんでしまうのだろう。


　だが、それを喜んでいればいるほど、いつ芳隆が出ていくのか気になってしまう。


「明日は月曜日だしな。仕事どうするのか訊きくときに一緒に訊くか……」


　曖あい昧まいなままでは神経がもたないような気もするので、いろんなことをはっきりとさせるためにも、いつまでいるつもりなのか訊いた方が楽だ。


　そう心を決めてしまうと、幾らか気分的にも楽になったらしく、徹平は軽かろやかな足取りで会社を後にした。日曜日の夕方ということもあってか、交通量がいつもより多くて少しばかり時間は掛かったが、すんなりと自宅に帰り着いた。


　いつもと同じようにエレベーターに乗り、部屋の前まで辿たどり着いた。朝出てきたばかりの自分の家に入るだけのことなのに、徹平は妙みようにどきどきしている。鍵かぎを開けて、小さくただいまと言いながら入っていくと、洗せん濯たく機きの回る音がしている。


　───洗濯機……？　予約していったっけ……？


　訝いぶかしく思いながら廊ろう下かを通り抜ぬけてリビングに入れば、空腹を刺し激げきするいい匂においが徹平の鼻先をくすぐった。


「ただいまー。てか、いろいろと何？」


　ぐるっとリビングを見み渡わたせば、ソファーのところで煙草たばこを片手に芳隆が座っていた。膝ひざにはノートパソコンが置かれている。


　徹平は着ていたコートをダイニングの椅い子すに引っかけると、ぱたぱたと芳隆に近づいていった。帰ってきてから一度も視線を合わせようとしない彼を、少しばかり不ふ審しんに思っているのだ。と、徹平が傍そばに寄ってきた気配を感じたのか、芳隆はパソコンのモニターを見つめたままぼそりと呟つぶやいた。


「……洗濯機は回したし、飯は買ってきた。これくらいなら、俺にもできる」


　誰だれがしたのか何となく悟さとっていたが、芳隆の口からきちんと聞くと、再び驚いてしまう。


「腕うでの怪け我が、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」


「あー、うん。大丈夫。というか、これが心配だったのか」


　左ひだり腕うでにある火傷やけどをシャツの上から右手で押さえる。きちんと冷やしたつもりだったが、軽い水みず脹ぶくれになっていた。シャツで擦すれると水脹れが潰つぶれてしまいそうで恐こわいが、痛くはない。


「別に───。できそうなことをしただけだ。それが宿代なんだろう？」


「まあ、そうなんだけどね。ありがとう、芳隆」


　どこか不機嫌そうに話している芳隆に、徹平の口許は弛んだ。


　自分でするくらいなら人を雇やとうとまで言っていたにもかかわらず、芳隆が徹平の怪我を心配して家事をしてくれたことが、何かくすぐったくて嬉しい。しかも、そのことを芳隆自身も照れているのか、むすりと不機嫌そうにしているのが、ひどく彼らしい。


　───……かわいい、とか言ったら絶対にふてくされるだろうなあ……。


　煙草をふかしながらも絶対に徹平の顔を見ようとしない芳隆に、それを言わなかったのは確かに正解だっただろう。くすくすと笑い出しそうになるのを堪こらえて、夕方に訊こうと決めた質問を口にした。


「そういえば、訊くのを忘れてたんだ。おまえ、いつ帰るつもりなんだ？」


　そう徹平が訊いた瞬しゆん間かん、芳隆はばっと顔を上げて睨にらみつけてきた。


　───な、何だ……？


　険しい視線に晒さらされて、徹平は怯ひるんだように顎あごを引いたが、その場で踏ふみとどまった。今までのどこか照れを隠かくすための不機嫌さではなく、完全に機嫌を損そこねたという表情をしている。


「───帰って欲しいのか……？」


「違ちがうって。芳隆だって仕事あるだろうし、居座るのにも限度があるだろ」


「……まだしばらくいる。仕事は有休を取ったって言っただろうが」


　声を荒あららげることはなかったが徹平が強い口調で否定すれば、芳隆は眉み間けんに皺しわをよせたままだったが、いくらか視線の鋭するどさが消えた。そのことに胸を撫なで下ろして、徹平は小さく頷うなずいていた。











　以前では芳隆自身でも考えられなかったことに、朝食をきちんと食べた。徹平が起こしに来たから、というのもあるかもしれない。朝ご飯の後片付けを芳隆に頼たのむと、徹平はいつものことのように出勤していった。


　普通に考えれば月曜日は週明けで、芳隆も出勤するはずだが、無理矢理有休をもぎ取っている。ソファーに深々と腰こし掛かけて、芳隆は煙草に火をつけた。


　こうして落ち着いてみると、以前の自分は視野狭きよう窄さくになっていたのではないかと思う。


　徹平の所に転がり込むまでは、会社に残って父親の意見を呑のむか、会社を辞やめて独立するかの二に択たくしかなかった。だが、徹平の意見を聞いているうちに、会社に残って自分が望むように周囲を変えるという新しい選せん択たく肢しができた。


　ゆっくりと大きく煙草の煙けむりを吐はき出す。


　───選択肢は増えても、結局は切っ掛けがないってのは同じだな……。


　目を閉じて考えたところでいきなり決心がつくわけもなく、煙草一本分ぼんやりとしていたことになる。短くなった煙草を灰皿でぎゅっと押し潰すと携けい帯たいを取り出した。ディスプレイに会社直通の番号を表示させて、しばらくそれを凝ぎよう視しする。


『一回きりの人生だろう？　自分の好きなようにやってみたいじゃないか』


　昨日の朝、徹平の言った言葉が脳裏をよぎる。その言葉は、自分の力ですべてを切り開いてきたという徹平の強さが表れているように思えた。やらないで後こう悔かいするよりも、やって後悔する───否いな、後悔せずに打開策を考える前向きさすら感じられた。


「好きなように、か……」


　目を瞑つぶれば、瞼まぶたの裏には徹平の強さで裏打ちされた笑顔が思い浮うかぶ。それに促うながされるようにして、ふっと指先に力を込めて通話ボタンを押した。


「───俺だが、何か変わったことは？」


『ああああっ。主任からの連れん絡らくがこれほど嬉うれしいなんてーっ』


　耳みみ許もとにあてた携帯から流れてきた部下の泣き声に、芳隆は小さく笑った。


「仕事は詰つまってなかっただろう？」


『仕事じゃないです。そっちはどうにかなってます。社長からの連絡がしつこいんですよ。会長からも数回入っていますが』


　溜ため息と一いつ緒しよにもらされた言葉は芳隆にも幾いくらか予想はできていたことなので、特に驚きもしない。


　芳隆の勤める赤月総合商事は、佐賀一族が経営している。芳隆の祖父が会長で、父親が社長をしている。その他の親しん戚せきもそれぞれ、子会社やグループ内の要職についている。その父親が幾度も連絡をつけようとしていたらしい。


　元々、裾すそ野のを広げるためにどこかを買収しようという意見は父親から出たモノだ。祖父はまだ慎しん重ちように何かを計っているように思えるが、それはグループ内部を強化させようと言った芳隆の意見も視野に入れていることになる。だがしかし、決定権は父親にあるのだ。


『自宅に帰ってないそうじゃないですか。しかもいつも利用しているホテルにも行ってないっていうし。本当に知らないのかって、金曜日からこっち、大変だったんですよー』


　仕事を幾度も中断されたことが堪えているのか、それとも社長と直じかに話すことに苦痛を覚えているのか、なんとも微び妙みような感じだが、とりあえず、もう父親からの連絡を受けたくないらしい。


『いいですか、社長と連絡を取ってください。絶対ですからね！』


　猫ねこが威い嚇かくするかのように、ふーふーと荒い息を隠しもせずに言い募つのる部下に、芳隆は短く是ぜの返事をしておく。自分の進退をどうするのか決めていないが、このままいつまでも回かい避ひしているわけにもいかない。


　そのあと幾つか仕事関係の会話をしてから電話を切った。そして、気持ちを落ち着けるために煙草たばこに火をつける。最初の一口は妙みように美味おいしく感じるのは何故なぜだろう。


　半ばまで吸い終わった煙草を片手に再び携けい帯たいをいじり、父親の携帯を呼び出した。数コールしないうちに相手に繫つながる。


「親父おやじか？」


『芳隆か……。何も、姿を隠すことはないだろうに。意見のぶつかり合いは今までにもあったはずだぞ』


　それとなく言葉を濁にごしているが、芳隆には父親が何を指しているのかよくわかっていた。大学受験に、就職先、果ては住むところまで、父親はいろいろと口を出してきたのだ。その当時のことを思い出して、芳隆は小さく息を吐き出した。その呼気は向こうにまで聞こえたらしく、父親は微かすかに笑っていた。


『どちらも妥だ協きようして、どちらも譲ゆずれない───そんな一線がある』


「わかっている。だが、俺はそこまで拘こだわるつもりはない」


　あっさりと心の内を告げる。経営方針に関して徹てつ底てい的に意見をぶつけ合うつもりはないと言ったのだ。それだけの言葉で、父親は芳隆の言わんとしていることに気がつき、押し黙だまった。さすがにこの場で即そつ決けつできるようなモノではなかったらしい。だがそれでも、芳隆の意思を尊重すると告げてきた。


『こちらに留まってもらえればありがたいがな。だが、独立したいというのなら、それも認めよう。ただし、条件が一つ───』


　一いつ旦たん切られた言葉に、ふっと芳隆は目を眇すがめる。簡単にこちらの意見を呑まないことはわかっていたので、条件のことは想像できたが、その内容は思ってもいなかったモノだった。


『買収の話を上手うまくまとめろ』


「───何だ、それは。そっちにとって都合のいいだけの話じゃないか」


『外に出ていくんだろう？　だとしたら、おまえには関係がなくなると思わないか？』


「それが嫌いやで出ていくと言っているのにか……」


『まあ、考えておけ』


　その言葉に溜め息で返せば、短い挨あい拶さつのあと電話が切られた。芳隆は携けい帯たいをソファーに転がして、疲つかれた身体からだを背もたれに預ける。


「どちらにしろ、俺が決めなければ話が進まないのか」


　選択肢が増えた分だけ、迷いも増加したような気がしないでもないが、追いつめられたような精神的閉へい塞そく感からは逃のがれられたと思う。見方を変えるだけで、こうも気が楽になるとは思ってもみなかった。


　───どうしたものだか……。


　放ほうり出していた煙草を引き寄せて、芳隆は隠かくそうともせずに溜め息をついた。











「まあ……、こんなものか……」


　ぎしりと椅い子すを軋きしらせながら徹平は伸のびをした。終業時間もとっくに過ぎ、そろそろ夕食というには遅おそい時間になろうとしている。月曜日ということもあってか、処理しなければならない書類は多かった。


　それでも昨日いくらか片づけていたので、いつもよりも早い時間に終えることはできた。明日の分に目を通してもいいのだが、家で芳隆が待っていると思うと、早く帰りたいと思ってしまう。


「この時間じゃ、芳隆はもうご飯食べたかな」


　帰ってから作ると遅くなるので、惣そう菜ざいを買って帰るか、食べに出るかしようと思い、まずは芳隆に連れん絡らくすることにした。相変わらず芳隆の携帯の番号を聞いていないので、家の電話に掛かけて留守電にきりかわるメッセージを聞く。そして、前と同じように呼びかける。


「おーい、芳隆。出てくれー。おーい」


　だが、呼びかけても一向に受話器が上げられる気配のないまま、メッセージの録音時間が終わった。徹平は首を捻ひねりつつもまた電話を掛けたが、やはり芳隆が出ることはなく、機械音に取って代わられた。


「……家にいないのか……」


　何となく拍ひよう子し抜ぬけしてしまい、受話器を置く手にも力が入らない。べたりと机に懐なつくがそれで芳隆と連絡がつくわけでもなく、携帯の番号を訊きいておけばよかったと、今いま更さらのように後こう悔かいする。だが、今はもうどうしようもないので勢いをつけて立ち上がり、仕事部屋の鍵かぎを閉めた。


　───家を出ていったってことはないと思うから、買い物かなあ……。


　途と中ちゆうで買い物による気にもなれずに、まっすぐに家へと車を走らせる。ただ、連絡がつかなかっただけで不安が広がるのは、芳隆のことをほとんど知らないからだろう。彼のことで知っているのは、免めん許きよ証しようのコピーからわかることだけだ。


　マンションの駐ちゆう車しや場に車を停めて、やたらとゆっくり動くように感じるエレベーターで上がっていく。辿たどり着いた自分の部屋の前で一つ深呼吸する。家に芳隆がいなかったときのことを考えておく。


　───靴くつがあれば、買い物に出てただけ。なかったら……。


　嫌な想像を打ち消すように頭を振ふり、鍵を差し込んだ。普ふ段だんなら気にも留めない小さな金属音が重く響ひびいた。そっと扉とびらを開けたらそれが目に入り、徹平はほっと口許を緩ゆるめた。廊ろう下かの灯あかりは消えていたが、三和土たたきには芳隆の靴があったのだ。現金なモノで、不安が一いつ掃そうされたからか足取りも軽い。


「ただいまー。芳隆？」


　リビングへ続く扉を開け中に一歩入ったところで、徹平は足を止めた。


　珍めずらしくソファーではなく、ダイニングテーブルに座っている芳隆はパソコンに何かを打ち込んでいる。そのテーブルの上や、足許には紙類が散らばっていた。中には、何かを書き込んであったり、付ふ箋せんが貼はられているモノまである。


　そのうえ、リビングの隅すみには徹平のものではない鞄かばんが転がっていた。それをどこから持ってきたのかと、訊こうとしたが、芳隆のくっと寄せられた眉まゆ根ねや、乾かわいた口唇くちびるを舐なめる舌先に、目が惹ひかれた。呆ぼう然ぜんとしている徹平の耳に、かたかたとキーボードの軽快な音が届いていた。


「……芳隆……？」


　ぽつりと問い掛けてみたが、声が小さかったのか返事がない。それでも気配で気づきそうなモノだが、何も言わないところをみるとパソコンに集中しているらしい。なので、また少し大きめの声で言葉を重ねるが、まるで気がついていない。


　どうしようかと躊躇ためらったが、芳隆に近づき左ひだり肩かたに触ふれた。


「───っ」


　突とつ然ぜん左肩に触れたためか、芳隆が身体を大きく震ふるわせてばっと振り向いた。驚おどろいたような表情で徹平の方を凝ぎよう視ししてくる。


「ただいま。てか、電話に気がつかなかった？」


「───ああ……。そういえば何か鳴っていたか。留守電になっているんだろ？　だったら、気に掛ける必要もないと思ったしな」


「まあ、確かにそうだけどねえ。その荷物どうしたの？」


「昼間に取りに帰った」


　徹平が手を出すよりも早く、芳隆は紙を揃そろえていく。それらはグラフやデータが書かれているようで、ぱっと見ただけではどんな種類のモノなのかわからない。ただ、触さわって欲しくなさそうだったので、徹平は手を付けずに、クローゼットに向かっていった。


「ふうん。晩飯、今から作るの大変だから、外に食べに行きたいんだけど、いいか？」


「かまわない。これを片づけたら行ける」


「了りよう解かい」


　スーツを脱ぬいで適当な服に着き替がえているあいだに、片づけ終わったらしく、いつの間にか隅に増えていた芳隆の荷物の山にしまい込んだようだ。


　───そういや、仕事って、何してるんだろう。商社だとしか知らないや。


　今更のようにそのことに気がついたが、自分のことも話していないので、芳隆のことだけ訊き出すのは少し気が引けてしまう。しかし、自分からぺらぺらとしゃべり出して、それと引き替えに訊くのも、何か間ま違ちがっているような気がする。


　二の足を踏ふんだ状態で、どうしようかと決めることもできずに、芳隆を拾った晩に行ったダイニングバーへと行くことにした。歩きながらするような話でもないし、真面目まじめな顔で訊き出すのも妙みように照れくさい。


　店に辿り着き、いつも座っているカウンターではなくテーブルに着いた。


「ほら、メニュー。ここのオムライスは馬ば鹿かにできないからな。特に食べたいモノがなければ頼たのんでみろよ」


「───じゃあ、それでいい」


「ん。飲み物はどうする？」


　ぱらぱらとドリンクが載のっているページを開いたが、芳隆は目を向けることもせずに、コーヒーと呟つぶやく。それに対して徹平はちょっと眉根を寄せる。


「えー、酒、飲まないの？　一いつ杯ぱいくらいいけるでしょ」


　一人だけアルコールを頼むのも気が引けるので、無む理り矢や理り芳隆の分も頼んでしまう。溜ため息をついただけで芳隆も特に何も言ってこなかったので、徹平は気分良くメニューを閉じた。


　すぐに運ばれてきた地ビールをグラスに注ぎ、小さく乾かん杯ぱいをしたあと景気よく喉のどを鳴らした。ちょっとだけアルコールの力を借りて、気になっていたことを訊きこうと徹平は考えたのだ。


「なあなあ、おまえ、どんな仕事しているんだ？」


「───そんなことが気になるのか？」


「うん。だって、今日も仕事休んだだろう？　しかも、今日なんて荷物を取りに行ってたみたいだし……」


　芳隆は嫌いやな顔をしていたが、じっと答えを待って徹平が凝視していると、呆あきれたように吐と息いきを一つついてぼそりと答えた。


「商社。商品開発と管理、だな……」


「へえ、まっとうだな。───でも、何か嫌なことでもあんの？」


「───上層部と少し意見が合わなくてな。業務を拡大するためにある会社を買収しようとしているらしい」


「あらまあ……」


　言葉の端はし々ばしを濁にごしているが、芳隆が自分のことを話していることに、徹平は弛ゆるみそうになる頰ほおを引き締しめる。


　───話してくれたのは嬉うれしいけどなあ……。詳くわしい報告書は上がってきてないけど、こっちは買収されるかも、と懸け念ねんしているのにさ。芳隆は買収する方かよ。


　渋じゆう面めんを作ってグラスを傾かたむけている姿に、どうやら芳隆はその買収話に乗り気ではないことが窺うかがえる。どうしようかと逡しゆん巡じゆんしたが、この機会を逃のがせば次に訊く機会があるとは思えない。少しだけ視線を揺ゆらしたあと、さらりと何でもないことのように徹平は言葉を重ねた。


「何か気になるのか？」


「確かに、こっちとは畑違いだが、そこの業界はこれからもっと伸のびるかもしれない。だが、それだけのリスクをおかすよりも、今あるモノをもっと深く───専門的に扱あつかいたい」


「うーん、買収による一時的な黒字よりも、安定した経常黒字を目指したいってとこか」


「まあな。グループ全体で考えるとそこだけに補ってもらったんじゃ、根本的な解決にならないだろう？」


　簡単に言ってしまえば、買収した会社に黒字を出させて、その利益で赤字の部門を補ほ塡てんするのは一時しのぎでしかない。ましてや、従来の赤字部門の負債が黒字部門の利益を上回るようになったら、また元もとの木もく阿あ弥みになってしまう。


　だとしたら、買収するよりも、今の状態で黒字を出せるように内部を変えた方がいいのではないか。そのために、総合的に商品を取り扱うのではなく、どこかに分野をしぼり専門的に特化させた方がいいのではないか。芳隆はそう考えているらしい。


　ちょっとした愚ぐ痴ちを聞くつもりだったのが、少し方向性の違った話になってしまったが、それでも徹平は嬉しかった。きちんと芳隆と向き合っている気になれるからだ。だから、おざなりな答えを返すのも悪く、わずかに考えたあと口を開く。


「芳隆が望んでいるのは長期的な安定なのか？」


「そう、だな」


「だったら、その買収を生かすように内部を変えればいいんじゃないの？……そう簡単に話は進まないだろうが、うまく相手を取り込んで融ゆう合ごうできるといいんだけどな」


　徹平は徹平で、同じ買収をしても、そこに補塡させるのではなく、混ぜ合わせてしまえばいいのではないかと提案したのだ。共同や連れん携けい、提てい携けいとも言うが、それぞれを補ったり、利用したりする。部門として分けているよりも、統合させてしまえばいいのではないか。


　一言で言えば簡単に済むことだが、統合するのはかなり難しい。余よ剰じようとなる人員が出るし、どういった形での提携になるのか、ラインを決めるのも大変だろう。だが、うまく取り込んで混ぜ合わせてしまえば、そしてそこから黒字を出せるようになれば、安定した黒字にはなる。


「融合か───」


　徹平の言葉を吟ぎん味みするかのように芳隆は呟いて考え込む。徹平はその仕草をしばらく見守っていたが、いつまで経たってもこちらに意識を向けようとしない芳隆に焦じれて、わざと大おお仰ぎような仕草で芳隆のグラスにビールを注ついだ。


「ほら、そろそろ飯も来るから、現実に戻って来いよ」


　巫山戯ふざけたように言えば、はっと正気に返った芳隆がバツの悪そうな顔をした。その表情がひどく幼く見えて、徹平はくすくすと笑ってしまった。


「考えながら食べると消化に悪いんだから、ちゃんと食べろよなー」


　続けた言葉の語ご尾びが嬉しそうに上がっていたことに、徹平自身も気がついていなかった。




５







　書類を捲めくる徹平の手が、どこか軽かろやかなのは昨晩の食事が有意義だったからだ。気を抜ぬけば鼻歌まで出てきてしまうかもしれない。


　───今日も早く帰れるかなー。家で何か作りたいけど、そうなると……。


　頭の半分で仕事のことを、残り半分で芳隆のことを考えていた。何の問題もなければ二十一時前には家に帰れるだろう。早く帰れることに浮うかれているのが態度に出ていたのか、目の前に高遠が立っていることにも気がつかなかったので、声を掛かけられてびくりと身体からだを震ふるわせてしまった。


「───何をそんなに驚おどろいているんだ」


「あーっと、何でもないって」


「最近、苛いらついていたと思ったが、今日はどうしたんだ？」


　訝いぶかしげな表情で訊きいてくる高遠に、思わず視線を揺らしてしまったのは、芳隆が関係していると言えないからだろう。


「ちょっとねえ……」


　語ご尾びを濁してしまうのは、深く訊いて欲しくないからだと高遠には理解できたようだが、徹平の浮かれ具合が気に掛かるらしい。それでも視線を逸そらしたままでいると、高遠が小さく溜ため息をついた。


「まあいい。仕事さえきちんとしてくれれば、こっちは文句ないからな」


「わかってるって。でも心配なら、おまえが替かわれよ」


「───いや、信用しているさ」


「わー、何か、凄すごく嬉しくないなあ」


　いつもと変わらない会話だがそんなモノにでさえ、楽しく感じている自分がおかしいと思うのだが、徹平の浮かれ気分は収まりそうにもない。その様子を見て、書類を渡わたすだけ渡すと高遠も退室してしまった。


　残された徹平は、高遠が余計な仕事を持ってきたにもかかわらず、昂こう揚ようした気分を引きずったまま仕事を再開させた。


　だが、そんな徹平の明るい気持ちを打ち砕くだく連れん絡らくが入ったのは、昼に近い時間になってからだった。


「───佐賀……？」


　遠い昔のようにも思えるが、金曜日に高遠が言っていた買収話の報告が入ってきたのだ。その報告書に目を通したところ、徹平の目はその単語に引き寄せられた。


　買収しようと名乗りを上げているのは『赤月総合商事』で、しかも代表取とり締しまり役やく社長の名字が佐賀だった。不意に浮かんだのは昨日の芳隆の話だが、いきなりの展開に徹平の思考はわずかに混乱していた。


「まさかな。でも本当にそうだったらどうするんだ？」


　じっくりと手許の報告書をもう一度読み返す。同封されていた写真は、グループ内でもそれなりの地位にいる者の分だけだが、芳隆のモノはない。


　幾いくら文字列を読み返したところで、真実が見えてくるわけもない。


　───本人に確かめるのが一番だけど、どうやって？


　芳隆に確かめるのは無理だとしか思えないが、これは早いとこはっきりとさせておかないといけない。これからさき買収の話が本格化する前にどうにかしておかないと、後になればなるほど何かあったときに手おくれになる。


　どうやって確かめるのか考えもつかないが、居ても立ってもいられなくなり、徹平は早退してしまった。車を走らせているあいだも、何かに急せき立てられるような感覚が離はなれていかなかった。


　慣れた駐ちゆう車しや場だというのに、焦あせっているからか、乱暴な停め方になる。だが、それを直しているような余よ裕ゆうが今の徹平にはない。しかも、家に芳隆がいたとしても、どうやってそれとなく確かめればいいのかすらわかっていないのだ。


　エレベーターが否いやが応おうでも徹平を部屋へと運んでいく。鍵かぎを取り出す手が震えてしまうのは、万が一にでも芳隆が心配しているような人間だったとしたら、追い出さなければいけないからだろう。


　───違ちがう。芳隆は違うはずだ……。


　彼を拾ったのは木曜日の夜で、何のかんのと言いつつ、ここ数日は楽しかった。まるきり何もできないお坊ぼつちゃんだったが、その素す直なおな傲ごう慢まんさは見ていて面おも白しろかったし、不快にもならなかった。肩かたの怪け我がが治り、家を出ていくかもしれないと思って、寂さびしいと感じた。


　だから、芳隆は違うのだと、徹平は思いたかったのだ。


「芳隆、いるのか？」


　呼びかける声が掠かすれてしまうのは、身体の内側を不安が渦うず巻まいているからだろうか。ゆっくりと足を運び、躊躇ためらいがちにリビングのドアを開けてみる。


「よしたか……？」


　だが、そこには肝かん心じんの人物がおらず、どっと緊きん張ちようが解けた。思わず呼吸が荒あらくなり、うっすらと背中に汗あせを搔かいてしまう。


「どこかに出かけたのかな」


　確実に、芳隆と会うつもりで帰ってきたはずなのに、彼がいないことにどこか安あん堵どしている自分がいるのも確かで、結局は徹平自身の覚かく悟ごが足りていないのかもしれない。


　朝家を出るときは片づいていたはずのテーブルの上に、電源をつけたままのパソコンが置かれ、何やら書き込みがある書類が広がっていた。ふっと手を伸のばしてその書類の一枚を手に取ってみようと思ったのは、そこに高遠の名前を見つけたからだ。


　よく、その小さな文字が目に入ったものだと、ぼんやりと考えた。書類の内容について無意識のうちに考えたくないとでも思ったのだろうか。身動みじろぎもせずに目だけが文字を拾っていくが、内容は頭に入っていかない。ただ、表面上の字じ面づらを撫なでていくだけだ。


　幾いく度ども読み返して、どこにも間ま違ちがいが無く、ましてや自分が読み間違えたのでもないと理解するまでに、しばらく時間が掛かかった。ようやく、今自分が見ているモノが、本当に目の前に存在しているのだと認にん識しきした瞬しゆん間かん、徹平は小さく震ふるえた。


「は、はははは……。まさかって思ってたんだけどなあ」


　木曜日の午後に、高遠から買収があるかも知れないと言われたその日の夜に芳隆を拾った。やたらと強ごう引いんに居い候そうろうを決め込み、昼間自分が外で働いているあいだは芳隆は一人になる。いろいろとしようと思えば、そのときにできただろう。


　もっとも、仕事を家に持ち帰ることをしなかったので、特に問題はないはずだ。それは不幸中の幸いかもしれない。けれど、芳隆が自分を利用するために近づいてきたのだという事実が、徹平を打ちのめしていた。


　───初めから、仕組まれてたことだったのか……？


　今まで、芳隆が見せた態度も、言った言葉も、すべて作られたモノだったのだ。自分に取り入るために、無む理り矢や理り居座って、徹平の生活に踏ふみ込んできたのだとしか考えられなくなっていた。


　───こんなことで高遠の足を引っ張ったら、悔くやんでも悔やみきれないもんな。


　そうせずにすむことだけが、唯ゆい一いつの救いだと、自分自身に言い聞かせるように、機械的に手を動かしていく。散らばっている書類を片づけて、パソコンの電源も落とす。あたりを見回せば、鞄かばんから出ている芳隆の私物は少なく、テーブルに転がっている煙草たばことライター、万年筆くらいだろうか。あとは乾かわいている洗せん濯たく物を畳たたんで鞄に押し込んでしまう。


　ふわりと漂ただよう、洗ったばかりのシャツの匂においが、徹平の胸を締しめつけた。自分と同じ匂いに、生活を分け合っていた六日間のことを思い出す。交かわした言葉は他愛たわいもないことばかりだったが、この部屋に自分以外の人間がいたのだ。


　そして、親密さを感じていた分、徹平の感情はマイナスへと転じている。


「……ま、忘れ物があったら芳隆にはあきらめてもらうか」


　一度に持ち運べる量だったのでそのまま玄げん関かんまで持っていき、扉とびらの外に置いた。少し不用心かとも思うが、部屋の中に置いておき、芳隆に押し切られるかもしれないことを考えると、こちらの方が得策だろう。それに、部屋の中は徹平のテリトリーなのだから、そこから芳隆の痕こん跡せきを消してしまいたかったのだ。


　あとは、合い鍵をどうやって返してもらうかというのが問題だが、これは最初に考えていたとおりドアノブごと交こう換かんしてしまうのが一番いいのかもしれない。


　どうしようかと玄関で考えていると、芳隆が帰ってきた。手にはビニール袋ぶくろを提さげている。扉の脇わきに自分の荷物が出ていることに気がついたのだろう。正午前に徹平が帰宅したことに驚おどろき訝いぶかしんだ表情をしている。


「何かあったのか？」


「……」


　きゅっと眉まゆ根ねを寄せて芳隆は問い掛けてきたが、徹平は何も言えなかった。もしここで口を開いてしまえば、言わなくてもいいことまで口走ってしまいそうで、恐こわかった。ただ、口唇くちびるを嚙かみしめて芳隆から視線を外した。


　そのあからさまに自分から目を逸そらしている徹平の行動に、不ふ機き嫌げんさをより刺し激げきされた芳隆は、すっと手を伸ばし徹平の顎あごを摑つかんで無理矢理自分の方へと、顔を向けさせた。


　徹平はその横暴な手つきに反はん抗こうして、芳隆の手を振ふり解ほどこうとしたが、指先に余計力を入れられてしまい、抵てい抗こうをあきらめた。


「何を、したいんだ？」


　大人しくなった徹平に再度芳隆が問い掛ける。その口調は淡たん々たんとしていて、わずかな感情の片へん鱗りんさえも見られない。徹平はゆっくりと呼吸を整え、芳隆に対して一つだけ質問をした。それは穏おだやかな口調だったが、広がっていく波は紋もんの大きさを考えれば、穏やかすぎたかもしれない。


「なあ、芳隆の勤め先って『赤月総合商事』で合ってるのか？」


　突とつ然ぜん降って湧わいてきたとしか思えない質問に、芳隆は小さく息を呑のんで身体からだを強こわ張ばらせた。そのわずかな反応で徹平には充じゆう分ぶんだった。


　───結局、こいつはオレから『アクアルージュ』に関するデータが欲しかったってことなのか。だったら……。


　はあっと小さく息を吐はき出したのは、芳隆に言わなければならないことを言おうと、気持ちを落ち着けるためだ。顎を摑まれているために、幾いくらか不ふ明めい瞭りようになってしまうが、それは仕方ないだろう。


　一度目を瞑つぶってから、再び開けたとき、徹平は芳隆から目を逸らすことなく、きちんと見み据すえていた。


「残念だったな。オレは家に仕事を持ち帰らない主義なんだよ」


「は？」


　徹平の台詞せりふの意味がわからなかったのか、芳隆はくっきりと眉み間けんに縦たて皺じわをよせる。だが、徹平はその不機嫌さを綺き麗れいに無視して、言葉をつなげていく。


「買収に関して有利になるような資料なんかはここにない」


「……何を、言っている……」


「まあ、こっちも見ず知らずの人間を居座らせてただなんて、不用心だったけどな。芳隆のことを気に入って、ちょっとばかり信用してたんだけどね。ま、全部わかったから、二度とオレの前に顔を見せるなよ？」


　顔に『混乱しています』と書かれているような芳隆の手を振り払はらい、徹平は早はや業わざで扉を閉めて家に閉じこもった。ついで、ガードまで掛けてしまう。


「───おいっ」


　ワンテンポ遅おくれて締め出されたことに気がついたらしい芳隆が、扉を叩たたきだした。外から掛かかる圧力に負けて扉が軋きしるような凄すごい音を立てている。そのうちに叩く音が胸のところだけではなく、足許からも聞こえてくるようになったので、手だけではなく足もでているようだ。


　しばらく続いていた打だ撃げきが終わり、静かになったのであきらめたのかと思ったが、がちゃりと金属の回る音がして、ドアノブが回った。


「───っ」


　開けられそうになった扉に驚き、徹平は思わず後あと退ずさってしまったが、ガードを掛けてあるため、扉は十五センチ以上開かない。


「徹平、どういうことだ」


　低く唸うなるような声はひどく不機嫌だと告げていて、こちらを睨にらむ目つきも鋭するどい。あれ以上扉が開くことはないので、入ってこられないとわかっていても、徹平の背中につっと冷たい汗あせが流れ落ちてくる。


　極度に緊きん張ちようしているためか、からからに渇かわいた喉のどをどうにか飲み込んだ唾つばで湿しめらせる。ひりつく感じがする喉奥からどうにか声を出した。


「おまえ自身がわかっていることだろ」


　掠かすれた声だが、それはきちんと芳隆の元にまで届いたようだ。だが、徹平が話を逸らそうとしているとでも思ったのか、ますます険しい表情で睨みつけてきた。重苦しく冷たい空気が芳隆を取り巻いている。


「何がだ。わかるように説明しろ」


「どうしてだ。いちいち言わなくてもわかるだろうが」


　絶対に触ふれあうことのできない距きよ離りだというのに、芳隆に摑みかかってこられそうな気分になり、じりじりとわずかずつ後退っていく。がんっと一ひと際きわ大きな音がしたのは、どうやら芳隆がドアを蹴けったかららしく、壁かべごと揺ゆれていた。


「おい、近きん所じよ迷めい惑わくだからやめろよっ」


　そう怒ど鳴なってみたが、芳隆に通じたかどうかはわからない。芳隆が蹴って閉めたドアに鍵かぎを掛けたところでまた開けられれば同じだし、万が一にでも腕うでを摑まれても嫌いやなのでそのままリビングへと戻もどり、エントランスのパスナンバーを変えた。


　───この数日で覚えた芳隆の誕生日だったけどなあ。……そのうち忘れるかな。


　妙みように疲つかれた気分になり、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出して一気に飲み干した。


「鍵を付け換かえないとなあ。賃貸だったら引っ越こすんだけど、買うの早まったか？」


　あの様子の芳隆から合い鍵を返してもらうよりも付け換えた方が楽だと思い、早々とキーサービスに連れん絡らくをする。そして、そっと玄げん関かんの方を窺うかがうと妙に静かだったので、芳隆はあきらめて帰ったらしいとわかった。


「まったく、どうせ芳隆のことだから、ああいう扱あつかいを受けたことがなくて怒おこってただけなんだろうけどな。───ま、二度と関かかわり合うつもりないし」


　仕事上また会わなければならない羽目になっても、知らない振りでやりすごしてやると、徹平は目を伏ふせながら心に決めた。


　浮うかんでは消えていくのは、芳隆の不ふ機き嫌げんな顔や、パソコンに向かい合っていたときの真しん剣けんな表情、掃除や料理をしたときに見せた妙に子どもっぽいリアクションで、自分が思っていたよりも芳隆という存在を受け入れていたのだと、自じ嘲ちよう気味に笑う。


　二度とそんな芳隆を見ることができないのだと考えて、胸をよぎっていった寂せき寥りよう感を徹平は無意識のうちに閉じこめてしまった。











　自分が蹴ったために閉じた扉とびらを見ながら芳隆は盛大に舌打ちをした。


「───巫山戯ふざけるな……っ」


　朝出ていくときまで、特に変わった様子もなく、徹平はいつも通りだった。何がどうなって追い出されることになったのか、芳隆には皆かい目もく見当がつかない。ただ、わかっていることは徹平が何かに怒り、そのために自分を追い出したということだけだ。


　乱暴な仕草で廊ろう下かに置かれていた荷物を持ち上げ、エレベーターに向かう。右みぎ肩かたは完治とまではいかなくても、普ふ通つうに行動するには支障がなくなっていたので、何の苦労もなく下まで降りることができた。


　このまま歩いて帰るつもりもなく、タクシーを呼びつけて、数日空けていた自宅に帰り着く。


　鍵を開けて中に入ったが、どこかよそよそしい感じがするのは何故なぜだろうか。そのことに苛いらつきながらリビングに鞄かばんを放り投げて、ソファーに座り込んだ。傍そばに置かれているローテーブルに放ほうり出されていた煙草たばこに手を伸のばす。


　───何か、見慣れない気になるな。


　徹平の部屋で使っていた平皿ではなく、きちんとした灰皿に灰を落としたときに、ふと思った。本来ならこちらが正しいはずなのに、わずかなあいだで平皿の灰皿に馴な染じんでしまったようだ。


「知るか……」


　いきなり追い出された理由もわからず、身の内を巡めぐるのは苛つきだけだ。だが、それを上回るように芳隆を苦しめるのは、『二度と関わるな』と告げたときの徹平の冷めた表情だった。極力感情を表に出さないようにしていたのだろうが、その双そう眸ぼうにはどこか傷ついたような光を宿していた。


「───知るか……」


　もう一度呟つぶやくと、きちんとした灰皿で煙草を押し潰した。だが、徹平のことを振ふり切ろうとしたはずの思考は、すぐさま元に戻ってしまう。


　朝部屋を出たときは変わらなかった。なのに、それから数時間もしないうちに徹平の態度が変わったのなら、仕事で何かあったとしか考えられない。


　───仕事……？　まさか……。


　ふっと意識を掠かすめていったモノを追いかけるように、煙草に火をつける。最初の一口を吐はき出すと、躊躇ためらいもなく携けい帯たいを取りだして、会社に連絡する。直通のコールなので三回目のコール音がする前に受話器が上げられた。


「ああ、俺だ。もう少し詳くわしい資料を揃そろえてくれ」


『て、主任？　ええと、昨日持っていった会社のことですよね？』


「そうだ。取引先との詳しよう細さいが欲しい。あと、社内の主要な人間のデータだな」


『はい、了りよう解かいでっす。……でも、これが欲しいってことは、独立ですか？』


「いや、それとは少し違うことが気になっただけだ」


　不意にかけられた、不ぶ躾しつけな問いにも気を悪くすることはなかった。


　昨日、芳隆は会社に顔を出していた。まだ有休消化中ということで、仕事には一切手を出してはいなかったが、そのとき室内にいた部下たちには父親とのことも話した。まだきちんとは決めてはいないが、独立するかもしれないと言葉をもらした。そうなれば、部下たちが自分の行動を気にかけるのも当然だろう。


　自分に必要なデータを揃えてくれた部下たちには優ゆう秀しゆうな人間が多いので、自分のせいで辞やめさせられることはないと思うが、それでも自分の口から話しておいた方がいいと思ったのだ。余計な噂うわさに振り回されて仕事が滞とどこおらないようにした、とも言えるかもしれないが。


『んー、まあ、主任が独立するっていうのなら、自分のことをヘッドハンティングしていってくださいね、約束ですよー』


　ノリは軽いが、その言葉は本心だとわかるくらいには、この部下とは付き合いが長い。だからこそ、その言葉は芳隆に染しみ込んでいく。自分についていくということはどういうことだか、この部下はわからないほどの馬ば鹿かではない。今の会社の地位と給料を捨ててでもいいというその信しん頼らいをしっかりと受け止めておく。


「そうだな、考えておこう。とりあえず、急いで資料を送ってくれ」


　メールに添てん付ぷしてもらう段取りをつけて、電話を切った。


　会社に残るのか、独立するのか考えるために有休を取ったにもかかわらず、迷いが余計に大きくなっただけのような気もする。ひどく、自分らしくないと思い、自嘲気味に笑ってパソコンの電源を入れた。


　すぐさま必要なメールを受信して、それを開いたところで、芳隆は動きを止めてしまった。そこに、この数日で見慣れた名前があったからだ。思わず、頭から見直す。だが、何度見返してもそこにある名前は変わらず、慌あわてて昨日持ち帰った資料を床ゆかにぶちまけた。


『高遠祐司』───。


　買収先の一つとしてあげられている『アクアルージュ』の代表取とり締しまり役やくの名前だ。それを見つけだして、芳隆は馬鹿みたいに笑い出したい衝しよう動どうに駆かられた。


「これのせいか───」


　特に気にもせず、徹平の部屋でも資料をぶちまけていた。いつ、こちらの買収話に気がついたかは知らないが、状じよう況きようは最悪で、そうなった原因に芳隆の失態も絡からんでいる。徹平の仕事を気にしなかったこと。資料を投げ出して出かけたこと。何よりも最悪なのは、そのタイミングだろう。


　徹平が仕事を、というよりも高遠を、かもしれないが、大事にしているらしいのは短い期間でもよくわかった。その高遠と作り上げた会社を買収するかもしれない芳隆は、敵と見なされても仕方ない。それに今いま更さら、買収には芳隆の意思が絡んでいないと言ったところで、徹平がそれを信じるかどうかも疑問だ。


　本当にタイミングが悪かったとしか言いようがない。ぎしりと体重をかけたソファーが耳障りな音を立てた。焦しよう燥そう感かんに駆られたまま煙草に火をつけたが、吸う気にもなれず、ぼんやりと指に挟はさみ込む。


　徹平が大事にしているらしい『高遠』と敵対するモノを、彼は許さないだろう。高遠のことを話す徹平は気を許した者にだけ向けるような無防備さがあった。たかが数日一いつ緒しよにいただけの自分とは違ちがう、積み重ねてきた時間が高遠にはあるのだ。


　簡単にひっくり返せるとは到とう底てい思えない。


　火をつけたまま吸うことのなかった煙草たばこが、フィルターぎりぎりで燃もえ尽つきた。その熱さが、深いところまで沈しずみ込んでいた芳隆の意識を刺し激げきした。


「そうか……」


　買収か独立かしか考えていなかった自分に、『融ゆう合ごう』という言葉を徹平が挙げていた。


　このまま買収の話を進めれば、自分が徹平の所に転がり込んだことには何か裏があったと思われる。かといって独立しようにも、その条件が買収することだ。しかも、徹平の会社を買収しなかったとしても、他の会社を買収しても、同じ『買収』という結果になるだろう。


　だとしたら、徹平自身が言っていた『融合』しか残っていない。しかもそれは、考えようによっては、一番いい方法になるだろう。寄せられる部下の信頼と、自分の希望と、父親の希望。それらすべてを『融合』できる。


　それぞれに、幾いくらか妥だ協きようして、譲ゆずれないラインを決めて、自分が望む形に周りを持っていけばいい。


「だとしたら、まずは───」


　どうやって話を持っていけばいいのか、大まかなアウトラインを脳裏に描えがくと、芳隆は父親に連れん絡らくを取るために携帯を取り上げた。




６







　パソコンのエラー音で、徹平ははっと正気に返り、慌てて意識をモニターに戻もどした。そろそろ終業時間になるのだが、やはり今日もテンポ良く仕事ができなかった。気分的に落ち着かないというか、ぼんやりと上の空になることが段々と多くなっている。


　火曜日の昼間、芳隆を追い出してからどうにも調子が悪くなる一方だ。初めは怒いかりにまかせて感情が昂こう揚ようしていたが、二日も経たてばだいぶ落ち着いた。そうなると今度は一方的に芳隆を追い出したことが気になってくる。


　しかも今日は芳隆を拾ってから丁度一週間たった金曜日で、そのことが芳隆を妙みように思い出させるのだ。キーボードから手を離はなして、引き出しにしまってしまった報告書をもう一度取り出して、ぱらぱらと捲めくり出した。


　芳隆を追い出してから、彼の会社のことを詳くわしく調べさせた。そうして、ようやく出てきた芳隆の名前は、後こう継けい者しやの一人として目されているらしい人物だということだった。


「会社のために買収先を調査、か───」


　そうとしか思えないタイミングで芳隆は徹平の所に住み着いてきた。


　だが、芳隆は会社の話を振ふることもなかったし、家や捜さがしされたような感じもなかった。酔よっぱらいの勢いに流されて抱だかれてしまったが、それ以外は特に何の問題もなく一緒にいられた。高遠とはまるで違う我が儘ままさはあったが、それは面おも白しろいと思えるモノだった。


　結局は、本当に芳隆が買収のために徹平の所に来たのかどうか、確信がもてないから、気になってるのかもしれない。


　ばさりと机の上に報告書を放ほうり出すと、椅い子すに体重を預ける。何かが、徹平の中で引っかかって、ここまで落ち着かなくさせているのかもしれない。


「あー、もう帰ろうかなあ……。仕事にならないし、ご飯はどこかで食べていくか」


　芳隆が出ていってからなんとなく家で食事を摂とれなくなっている。冷蔵庫には食材がまだ残っていたが、それをどうにかしようという気にもなれないでいる。


　報告書を入れた引き出しを力ちから一いつ杯ぱい閉めるのと同時に、部屋のドアが開いた。


「……？　珍めずらしいな、おまえが八つ当たりか？」


「───ちょっとねえ」


　声を掛かけられなくても、徹平には高遠が来たことがわかっていた。ノックもしないでこの部屋を開けるのは、彼だけだからだ。はあ、と大きく息を吐はいて、目の前に来た高遠を見み遣やる。


「今日はもう、仕事はしないからな」


「ふん、それこそ天変地異の前まえ触ぶれじゃないか？」


「うるさいよー。それよりか、何か用があるんだろ」


　手に何も持っていない高遠に訝いぶかしげな表情を見せながら、徹平が話を促うながした。仕事を言いつけるつもりなら、手に書類がないのはおかしい。わざわざ高遠が足を運ぶほどのトラブルがあったのなら、入ってきたときの一言からしておかしい。


　徹平の視線の先で、高遠が珍しくも逡しゆん巡じゆんしていたが、不意に口を開いた。


「何か、あっただろう？　拾いモノをしたと言ってた頃ころからおかしい」


「拾いモノ？　え……」


　何を言われたのかわからず徹平が怪訝けげんそうな声を出せば、高遠がきゅっと眉まゆをひそめる。


「何かを拾ったとか言ってただろうが。それからどうにも、おまえの調子が悪い。それくらいはわかっているつもりだが？」


「あー、そういや……」


　不意に、芳隆のことを拾いモノだと言ったことを思い出した。あのときは本当にそれだけ───少し飲み過ぎた酔っぱらいに一晩宿を貸しただけのつもりだったのだ。


「その拾いモノをこの前追い出したんだよ。ちょっと悪戯いたずらが過ぎたから。でも、どうにも気になってねえ」


「それこそ、珍しいな。気になったのなら探しに行けばいいだろうに」


「うーん、そうなんだけどねえ」


　淡たん々たんと告げてくる高遠に対して徹平は今ひとつ乗り気ではない口調で言葉を返す。なりふり構わなければ、芳隆と連絡を取ることはできるのだ。だが、それをしないのは自分が躊躇ためらっているからだと、徹平はわかっている。だから、口調にもどこか覇は気きがないのだ。


「気になっているんだろう？　今まで自分の好きなようにしてきたくせに、今になって何を躊躇っているんだか……」


「でもねえ」


　またもや徹平は語ご尾びを濁にごす。拾いモノを犬か猫ねこだと思っている高遠に、探しに行けない理由をきちんと言えないのだ。だが、煮にえ切らない徹平の態度をじっと見ていた高遠が、中指で眼鏡めがねのブリッジを軽く押し上げた。


　───あ、高遠の癖くせが出た……。……ばれたか……？


　奇き妙みような沈ちん黙もくが二人の間に流れる。もともと付き合いが長い上に、勘かんの良い高遠のことだから、拾いモノがただの拾いモノでないことに気がついたとしてもおかしくない。


「いいか、おまえの相手が誰だれであれ、気の済むようにすればそれでいい」


「───おまえも言い切るねえ」


「ふん、何年つきあっていると思うんだ。そのおまえがはまったんだろう？　だったら、きちんと摑つかまえておけ」


　完全な命令口調だが、それはいつものことだし、これが彼なりの発破の掛け方だともわかっている。だからこそ、徹平は困ったように小さく笑う。


「その、拾いモノのせいでおまえに迷めい惑わくを掛けるのはオレの本意じゃないんだよね」


「何がどう迷惑が掛かるのかわからないな。そんな本当に掛かるかどうかわからない迷惑よりも、今、おまえの能率が落ちる方が迷惑だ」


「わお。ものすごく高遠らしいご意見で」


　ここまで言われてしまうと、徹平は諸もろ手てを挙げて降参するしかないだろう。徹平は苦く笑しようをもらしつつも、何かを吹ふっ切ったように明るく言葉を返した。


「ま、週明けにはどうにかなっておくんだな」


「週明けって……。と、帰るのか？　用があったんじゃないのか？」


　踵きびすを返して出ていこうとする高遠に声をかければ、彼は足を止めてわざわざ振ふり返り、呆あきれたような表情を浮うかべて見せた。あからさまに馬ば鹿かにしたような態度だったが、そこには他人を容よう赦しやなく切り捨てるときの冷たさはない。


「言っただろうが。おまえの能率が落ちているのが迷惑だと」


　高遠は最後に鼻で笑って出ていった。どうやら見るに見かねた高遠が足を運んできたらしい。普ふ段だんはこちらの事情などまるで関知しない彼がわざわざくるほど、徹平の様子がおかしかったのだろう。


「高遠にも言われたしねえ。せいぜい自分らしくいきますか。今までも思うままに好きなようにやってきたんだしねっ」


　ぐっと大きく伸のびをすると、一度は閉めた引き出しを開けて、中から芳隆の免めん許きよ証しようのコピーを取りだした。まずは電話番号を手に入れることからはじめようと思ったのだ。


　だが、徹平が電話に手を伸ばすよりも先に、内線が掛かかってきた。受話器を持ち上げてみれば、外線が掛かってきているという。しかも、相手が『佐賀』と名乗っているらしい。思わず受話器を取り落としそうになるほど驚おどろいたが、急いでつなげてもらう。


　───何でかなー。こっちから連れん絡らくを取ろうとしたんだけどねえ。というか、会社に電話してくるか。


　自分が踏ふみ出せなかった一歩を芳隆は先に越こしたらしい。そのことが少し癪しやくに障さわる。追い出したのはこちらだから、徹平の方から連絡を取りたかったのだ。それでも、芳隆からの連絡が嬉うれしいと思うのは、相手も自分を気に掛けているとわかったからだろうか。


「芳隆？　何か用でもあるのか」


『……今晩、時間はあるのか？』


「まあ、あるけど」


　一いつ瞬しゆんの間があいたあと、耳から流れてきた久しぶりに聞いた芳隆の声に、徹平は何故か胸がつまり、声が掠かすれてしまった。


『だったら、八時頃におまえの部屋に行く』


　どくりと心臓が音を立てた。自分の感情にまかせれば、会いたいと思う。だが、芳隆は自分を騙だましていたのだ。幾いくら騙される方が悪いといっても、そこに自分だけではない他ほかの要素が関かかわってくるのなら、会わない方がいいのだ。


　返事を躊躇ってしまうのは仕方ないだろう。だが、少し前に迷惑をかけてしまうことでは最たる高遠に、『好きなようにしろ』と言われたのだ。


「……わかった。飯はどうする？」


『───食べる』


「んじゃ、用意しておくから」


　短い遣やり取りで電話は切られたが、ただこれだけのことで、動どう悸きが速くなってしまうのはどうしてだろう。一週間前は普ふ通つうに顔を合わせて話していたはずだ。無む理り矢や理りに抱だかれたあとでも、ここまでどきどきとしなかったはずだ。


「───そういや、芳隆とセックスしたって言えるのかねえ」


　あの晩のことは、徹平の中では『犬に嚙かまれた』ようなモノだということで決着がついている。酔よっぱらいが相手だったので、いつまでも拘こだわっていても仕方ないと思っていたからだ。だが、こうやって声を聴きいただけで、脈動が乱れるような状じよう況きようになってしまうと、顔を合わせるのが気き恥はずかしい。


　しかも、今では高遠に半分後押しされたとはいえ、『会いたい』という感情のままに動いている状態だ。


「……何か、間ま違ちがってないか、オレは……」


　意識して軽い言葉を出してみるが、どんな顔をして会うべきなのか、何て言葉をかければいいのか、まるで考えつかない。机に懐なつきながらいろいろとシミュレーションしてみるが、どれもこれも徹平の感情を明確に表していないように思える。


「出たとこ勝負になるのか……」


　結局、その場の勢いと感情に任せるのが一番だとぼやいた徹平は、電話を切って優に三十分は経たってから、ようやく会社をあとにした。











　エントランスのインターフォンが鳴ったとき、徹平はびくりと大きく身体からだを震ふるわせた。こくりと小さく唾つばを飲み込んでからインターフォンを取り上げた。


「はい？」


『───俺だ』


「うん、わかってる。今開けるから」


　応じた声が揺ゆれていることを芳隆に気がつかれなかったかと、妙みような心配をしてしまう。だが、エントランスから玄げん関かんのインターフォンが鳴るまでの数分を待つあいだに、徹平の緊きん張ちようはいやが上にも高まった。


　───うわあっ、何でこんなに心臓がばくついてるんだっ。


　支度を終えたテーブルをもう一度見み遣やってから、廊ろう下かへと歩いていった。手の平にかいた汗あせをジーパンで拭ぬぐい、落ち着かない雰ふん囲い気きでうろうろとする。と、ようやく玄関のインターフォンが鳴った。一呼吸置いてから、ゆっくりと玄関の鍵かぎを開けた。


「───いらっしゃい」


　最後に見たときの険しさを感じさせない芳隆が、目の前にいる。だが、まともに顔を見ることができずにさっと目を逸そらして、短い廊下を歩いていく。数歩遅おくれて芳隆が後ろからついてくる。彼の立てる足音を、耳は拾ってくる。


「とりあえず、先に飯でも食おう」


　リビングのドアを開け中に入ったところで、徹平は台所に逃にげようとした。傍そばにいると意識のすべてが芳隆に持っていかれそうになるので、とりあえず距きよ離りを置こうと思ったのだ。


「逃げるな」


　だが、低く唸うなるように言われてしまい、ぴたりと徹平の動きは止まる。おそるおそる頭を巡めぐらせば、脱いだコートを床に投げ捨てている芳隆と目が合ってしまった。


「腹、減ってないのか？」


「───それよりも、話が先だ」


　真しん剣けんな面おも持もちで己おのれを見つめてくるためにか、心臓が落ち着かない。それをどうにかごまかして、ゆっくりと身体ごと芳隆と向き合う。


「で、話って……？」


「……いつだったか、上と意見が合わないと言っていたのを覚えているか？」


「───一応ね」


　わずかな躊躇ためらいのあと、芳隆がいきなり核かく心しんにせまることを切り出したため、徹平の返事が遅れた。その間をどう感じたのか、芳隆は黙だまり込んだがまた静かに話し出した。


「おまえが考えたとおり、俺はおまえの会社を買収しようとしている企き業ぎようの人間だ。父親に命じられて買収をして会社に留まり続けるか、方針が合わないとして独立するか。どちらかしかないと思っていた」


　芳隆が身体を動かしたらしく、布の擦すれる音が聞こえた。その微かすかな音が拾えるほど、部屋の中は微び妙みような空気が漂ただよっている。


「そこにおまえが『融ゆう合ごうできるといい』ということを言った」


　抑よく揚ようの少ない口調で語られる言葉に、あの夜のことを思い出す。あのときの食事は、今の雰囲気と違い、ひどく楽しくて親密な空気が流れていたことを覚えている。


　不意に芳隆の言葉が止まったので、不自然に思った徹平がそちらを見遣れば、芳隆が静かな表情でこちらを凝ぎよう視ししているのが見えた。その視線の強さに徹平は息を呑のんだ。絡からまった視線を外すことができない。


「おまえの言葉が、俺の思考を変えたんだよ。……おまえは自分の思うとおりに行動しているだろう？　その結果、何が起こっても前向きに対処しようしている。それには現実を受け止める強さとそれだけの器量が必要だと思った。俺にはそれがなかったんだよ」


　真剣な表情の芳隆につられたのか、徹平も緊張して指先が冷えていくような気がする。


「今までの俺は父親の干かん渉しように正面から反発することしか考えられなかった。だが、会社に関しては、内側から変えることもできるんだと、おまえに教えられた」


　芳隆の言葉は聞いているが、それを理解していくのに、徹平は混乱していた。言っている内容はわかるのだが、それがどこにつながっていくのかわからないのだ。


「だから、呑み込むための買収じゃなく、『融合』させるための買収をしようと提案したのさ。それなら、別におまえの会社でなくてもいい」


「───え？」


　一いつ瞬しゆん遅おくれて言われたことを理解した徹平は呆ほうけたような表情を浮うかべた。そんな徹平を見て芳隆は小さく笑うと、二人の距離を縮めてきた。


「俺は、おまえを騙だましたわけじゃない」


　体温を感じられるほど傍に寄ってきた芳隆を見ているためか、少しばかり徹平の顔が上を向く。落ち着いて話をするような距離ではないが、それでも芳隆の顔から目を逸らすことができなかったのだ。


　長い指先が、触ふれるか触れないかほどの微妙な距離で徹平の喉のどに触れてきた。ひくりと徹平の身体が震える。


「おまえは、俺の物の見方を変えることができる」


「───っ」


　喉に触れていた指先がつっと動いて、喉のど仏ぼとけを掠かすめて顎あごにまで流れてきた。その焦じらすような愛あい撫ぶに、徹平は息を呑んだ。肌はだが粟あわ立だつような奇き妙みような感覚が、触れられている場所から全身に広がっていく。


「俺には、おまえが必要なんだよ」


　まっすぐに見つめてくる双そう眸ぼうは何かしらの熱を孕はらんでいるようで、徹平はその瞳ひとみから目を逸らすことができない。皮ひ膚ふの表面を柔やわらかく撫なでていく指先は、顎から頰ほおに移っていく。指の先が頰ほお骨ぼねに触れて、手の平が頰全体を包み込み、親指は口唇くちびるの輪りん郭かくを辿たどっていく。


　身体中の熱が、芳隆の手が触れている頰に移ったような感覚になる。ふっと徹平の思考に薄うすい透とう明めいな膜まくが掛かかったかのように、焦しよう点てんがぼやけた。


「だから、おまえも俺を必要としろ───」


　顔を近づけてくる芳隆の動作がまるでスローモーションのように見える。視界いっぱいに相手の顔が映り込んだかと思うと、ふっと口唇が重なり触れるだけの優やさしい口くち接づけが落とされた。それはすぐに離はなれたが、また重ねられる。ただそれだけの行こう為いなのに、口唇がすべての感覚の受け口になっているような奇妙な感じだ。


　頰にあてられた手の平が項うなじへと滑すべり、くっと強く引き寄せられたと思うと、口接けがいきなり深くなった。


「んぁ───っ」


　呼吸の間をはかることなく侵しん入にゆうしてきた舌が、徹平の口こう腔こう内を探さぐり始めた。喉からもれるわずかな呼気すらも相手に奪うばわれてしまい、呼吸が苦しくなっていく。敏びん感かんな顎の裏を嬲なぶられ、そこから細さざ波なみのような快楽が徹平の肢し体たいをひくつかせた。


　頰と口唇にしか感じられなかった熱が、徐じよ々じよに身体からだに広がっていく。それは快楽というフィルターが掛かったも同然の状態で、項から背中へと撫で下ろされる感かん触しよくにさえ、徹平の吐と息いきは熱くなった。


　その熱に刺し激げきされたのか、それとも芳隆の言葉に心が震ふるえたのか───。


　気がつくと徹平も舌を蠢うごめかしていた。絡み合う舌先は、互たがいの欲望に忠実に従い、相手を求めていく。混じり合った唾だ液えきが飲み込みきれずにゆっくりと口の端はしから流れる落ちていく感触にさえ、徹平の欲望を疼うずかせた。


　湿しめった水音とともに口唇が離されたときには、徹平の意識は深すぎる口接けのために朦もう朧ろうとしていた。ぐっと腰こしを引かれ、フローリングに寝ねかされた。硬かたい床ゆかの感触に、ほんのわずかだけクリアな意識が戻もどってくる。


「───な、に……？」


「そのまま、大人しくしていろ」


「……ん」


　霞かすむ視界に不安を感じて、徹平は腕うでを持ち上げようとするが、その動きを芳隆は止めてしまう。緩かん慢まんな仕草を止めることなど簡単だったらしく、芳隆は口許を緩ゆるめながらやんわりとそのまま腕を床に押しつけてきた。


　下か肢しの上に芳隆が馬乗りになっているが、重さを感じることはない。芳隆は体重を掛けないように気をつけているらしいが、そんな気き遣づかいに徹平は気がつくはずもない。ただ、芳隆の舌から逃のがれられないということだけを、認識していた。


　トップスの裾すそから入ってきた芳隆の手が、脇わき腹ばらを撫で上げてきた。感覚が鋭するどくなっている肌に、彼の手はとてつもない刺激をもたらす。


「はぁ……っう……」


　思わず仰け反った徹平は後頭部を床に打ち付けてしまい、ごつっという重い音が響ひびいた。そして、その痛みは現実から乖かい離りしていた徹平の意識を正気に戻すには充じゆう分ぶんな衝しよう撃げきだった。


　ずきずきとする痛みに手を当てようとして、自由に動くのは右手だけということにようやく徹平は気づいた。しかも身体はどういうわけかだるい感じが残っていて、身動みじろぐこともできないらしい。


「な、んだ───？」


「───ちっ」


　何回か瞬まばたきを繰くり返して、ぼやけていた焦点を落ち着かせた徹平に対して、芳隆は舌打ちをする。肌はだ触ざわりのいい素す肌はだを堪たん能のうしようとしていた手をトップスから引き抜ぬいて、徹平の両手を床に強く押さえ込んだ。


「……あー……？　て、何するつもりだよ……」


　下肢の上に芳隆の身体がのっていることを理解した徹平が、不自由な下肢を動かしてどうにか逃げ出そうとする。だが、芳隆がそんなことを許すはずもなく、余計に力を込めて徹平を押さえつけてきた。


「この体勢でそれを訊きくのか？」


　くつりと喉のどの奥で笑う芳隆は言外に『そこまで馬ば鹿かじゃないだろう？』と言っているのだ。


　徹平は違たがうことなくそれを読みとり、身体を強こわ張ばらせた。ほのかな快楽のために火ほ照てっていた身体から、すっと体温が抜け落ちていく。


　───……ええーと……。どうしろと……？


　見下ろしてくる芳隆の双眸を見つめたまま、逸そらすことができない。舌なめずりをしている肉にく食しよく獣じゆうに睨にらまれた草そう食しよく獣じゆうのように、一いつ瞬しゆんでも気を抜けば襲おそいかかられそうな、そんな緊きん迫ぱく感かんがあたりに漂ただよっている。


　それでも、そのぴんと張った緊張の糸をどうにかして弛ゆるませようと、徹平は思考を巡めぐらせていく。こくりと唾つばを飲み込む動作でさえ、徹平は神経を遣つかってしまう。その場の均きん衡こうを崩くずさないようにゆっくりとした動作で、かさついた口唇を舌で湿らせた。


「残念なことに、オレはノーマルなので、他をあたれ。ていうか、オレの上からどけ」


　渇かわいた喉で無理矢理出した声は掠かすれていたし、咳せき込みそうになったが、それでもどうにか意味のある文が、口から出てきた。追いつめられた者の意志の強さと、悲ひ壮そう感かんを窺うかがわせるような徹平の様子に、芳隆の口許はゆうるりと笑えみを刻んだ。


「そうか、奇き遇ぐうだな……。俺もノーマルだ」


　ぞくりと、徹平の背筋を何かが走り抜けた。


　───喰くわれる……っ。


　どちらがより望んでいるのか、その精神力が強い方が生き残れるのだ。そして今、徹平は芳隆の気に呑のまれてしまった。その時点で相手に一歩譲ゆずってしまったことになる。無意識のうちにそれを感じ取った徹平は、焦あせったように口を開く。


「だったら、どうして、こんな体勢になってるんだっ」


　床に縫ぬいつけられている身体を自由にしようと四し肢しに力を込めるが、上から押さえつけられている分徹平は不利で、余計に体力を消しよう耗もうすることに気がついていない。ただ、己おのれを喰らおうとする獣けものからどうやって身を守ろうかという本能だけが、徹平の中で駆かけ回っている。


　ぎっと芳隆を睨みつけながら、喉から低い唸うなり声をこぼしている。本人にそのつもりはなくても、芳隆には猫ねこが毛を逆立てて威い嚇かくしているようにしか見えない。


「別に性的嗜し好こうがノーマルでもセックスはできただろうが」


　くつくつと喉の奥で笑いながら芳隆がさらりと言ってのけた。自分が捕ほ食しよく者だという絶対的に優位な立場にいることを悟さとっているとしか思えない台詞せりふだった。


　今にも爪つめを立てようとしている徹平に、芳隆は顔を近づけていく。乱れた呼気が互たがいの肌はだにかかるほどの距きよ離りで、ねっとりとした濃のう密みつさを感じさせるように、芳隆は囁ささやいた。


「それとも何か？　もう二度としたくなかったか？」


「───っ」


　からかわれているのか、挑ちよう発はつされているのか、微び妙みような台詞だった。だが、頰ほおを掠め耳朶みみたぶに吹ふき込まれる吐と息いきにすべての意識を奪うばわれた徹平には、意味を理解しようとする思考は残されていなかった。


　一瞬にして身の内を駆け抜けたのは弱い電流にも似た快感で、それに反応した徹平の肢し体たいはぶるりと震ふるえた。そしてそれは、ジーンズに包まれたそこのかたちをわずかに変えさえした。その微かすかに膨ふくらみ始めた欲望の芽を、芳隆が見み逃のがすはずもない。


　押さえ込まれていた手を一ひと纏まとめにされたことにも気がつかない徹平は、片手が自由になった芳隆がどれほど質たちが悪くなるのかを、身をもって実感することになった。


　徹平に悟られないように服の裾すそから手を差し入れて、すっと手の平で腹筋に触ふれた。大きな手が腹部を包み込むように動いていて、その動きは自分の体温を徹平の身体からだに慣れさせようとしているモノだった。


　快楽を感じさせないただ触れるだけの愛あい撫ぶは、徹平に逃にげようという気を起こさせるモノではなかった。それが、快楽の海へと堕おちていく最初の一歩だったと気がつくまでにそう時間は掛かからない。


「素す直なおにあきらめて、手の中に堕ちてこい───」


　耳朶を甘あま嚙がみされ、鼻の頭を舐なめられる。瞼まぶたに口くち接づけられると、そのまま頰ほお骨ぼねを辿たどっていく。柔やわらかい口唇くちびるによる愛撫が、顔中に施ほどこされても徹平は文句を言うことができない。ダイレクトな欲望を感じさせないそれからは、温かさしか感じ取れなかったからだ。


　正気であれば文句が出てくるほどまくり上げられたトップスの裾にも気がつかず、露あらわになった腹部を微妙な距離で這はい回る手の感かん触しよくに、徹平は翻ほん弄ろうされている。


「気持ちよかったんだろう？　だったら、それを楽しめ。一度の人生、好きなようにしたいと思っているんだろう？　楽しんで何が悪い……？」


　徹平の意識を覚かく醒せいさせないように気をつけているのか、それは空気を震わせるだけの囁きだった。一言ずつ区切るように囁かれる言葉は、徹平の無意識下に影えい響きようを与あたえている。当然、そのことは二人とも気がついていない。


　腹筋の筋を辿る男の指が、ジーンズのフロントホックに掛かる。だが、さすがに片手では外すことができないらしく、手を押さえたまま身体を起こした芳隆は、何を考えているのか見せない表情で徹平を見下ろしていた。


　───……ど、したんだ……？


　傍そばにあった熱さを感じさせるモノがなくなり、宙を漂ただよっていたような徹平の意識はふっとわずかな方向性を持った。ぼんやりとあたりを彷徨さまよっていた徹平の視線が、ふっと芳隆の顔の上で留まる。


　ちゃんとクリアに見えているわけではないが、芳隆が口くち許もとを歪ゆがめている姿が徹平には感じられた。不意に強こわ張ばらせていた身体の力を抜ぬいていく。


　結局は、徹平も芳隆がいなくなり寂さびしかったのだ。ただ何となく拾って一晩泊とめただけなのに、居座られて情が移ってしまった。半ば無む理り矢や理り抱だかれたようなモノだが、それも犬に嚙まれた程度にしか考えていなかった。


　一つにまとめていた芳隆の手が外されても、徹平は逃げようとは思わない。とろりと甘い熱を孕はらんだ双そう眸ぼうで芳隆を見上げたままだ。


「そのまま、じっとしていろ」


　万歳に似た格好をしていた徹平から、芳隆の手が器用に服を脱ぬがせた。だが、下か肢しはジーンズのフロントをくつろがせただけで終わった。


　灯あかりの下に晒さらされた上半身を自分で見ることはできないが、きっちりと筋肉のついた男にしか見えないモノだということを徹平は理解している。柔らかな脂し肪ぼうも、まろやかなラインもない、どこからどうみても男でしかないモノ。それに、同じ男である芳隆が欲情するとは思えない。


　だが、何もかも曖あい昧まいな感覚の中、微かな反応も見逃すまいとする熱い視線が徹平の肢体を這っていることだけは感じられた。その熱が、徹平の心臓をどくりと脈打たせた。肺の中を空にするような大きな呼吸を徹平が繰くり返す。


　芳隆の指が、徹平の左手の指に触れる。そして、そのまま手の平に下りてきて、腕うでの内側の柔らかな部分に触れていく途中で赤くなった火傷の痕あとに指が留まり、すっと撫でていった感触がくすぐったかった。肘ひじの関節部には留まることなく上じよう腕わんも通り過ぎ、皮ひ膚ふの薄うすい脇わきも通り抜けた。


　身体の柔らかな部分に触れるためか、徹平の腰こしがひくひくと小刻みに跳はねる。


　お互いにノーマルだと言いながらも、二人の間から発生する快楽という熱に囚とらわれていく。


　鎖さ骨こつを辿り喉のどの窪くぼみで一いつ旦たん留まる。そのまますっと胸の間を通り抜けて臍へそをくすぐれば、くすぐったいのか逃げようと徹平が身体を揺ゆらめかせた。そのわずかな動きでさえ、下肢を刺し激げきする愛撫になった。


「は───ぁ……っ」


　熱くもれてくる吐息は、徹平が無意識のうちにもらしたモノで、それだけその刺激が大きかったことを物語っている。少しずつ高められていった徹平の肢体は、どこに触れても刺激となるらしい。


　そのことに気がついたらしい芳隆は満足気に笑った。そして、己の獲え物ものを完全に追いつめるために、手を伸のばした。


　ぐっとジーンズの中に手を差し入れられ、ダイレクトに雄おすを触さわられると、徹平の喉からは甘やかな嬌きよう声せいが留まることなく溢あふれ出してきた。欲望を撫なでていく指先からもたらされる快楽は、徹平に休みを与えることをしない。


　下肢を探さぐる手は自由に動けないためか、欲しいところにまで刺激が届かずに、徹平はどこかもどかしく感じた。だから、快楽を求めて自ら身体からだを蠢うごめかしていることに、徹平は気がついても止めようとしなかった。


　それでももどかしさは残り、焦じれた徹平は芳隆の手首を摑つかんだ。いたぶるように弄もてあそんでいた芳隆の手が、きゅっと雄を握にぎり込む。その強い刺激に徹平は背を反らしたが、それでも手を外そうとはせずに、逆に力を込める。


「───っ、い、い加減……、きつ、い……っ」


　上に芳隆がのっているために自分の思うように動かない下肢から、ジーンズを下げようとするかのように捻ひねってみるが、うまくいくはずもない。だが、その動きで徹平が何をしたいのか悟さとったらしい芳隆は、わずかに腰を上げて徹平の下肢を自由にさせた。


「自分で脱げ。それができたら……」


　語ご尾びを濁にごされたが、その台詞せりふの続きを連想させるように芳隆の指が蠢いた。その台詞を理解したのか、それとも、欲望を直接促うながされたことでその先を望んだのか。


　徹平はジーンズの腰の部分に震ふるえる手をあてて、下着ごとずらす。それは自分から誘さそっていることになるのだが、そんなことにまで気が回らない。ただ、今煽あおり立てられている欲望をどうにかしたいという思いしかない。


　上に芳隆がいるために、全部脱ぐことができなかったが、局部は出すことができた。すっと自由になった芳隆の手が動き、的確に徹平を射精へと導いていく。根元から先せん端たんに向かい徐じよ々じよに指の力を入れられると、それに合わせて透とう明めいな滴しずくが搾しぼり出されてくる。


「は───ぁ……」


　口をついて出てくる喘あえぎ声は、既すでに徹平が捕ほ食しよく者の思いのままになるということを、物語っていた。


　先走りの液体を指の腹で伸ばされ、鈴すず口くちの先端にある小さな穴に爪つめを引っかけてくる。ただそれだけの刺激が、徹平を高みに追いやる。


「───っ……あっ」


「案外簡単だったな。あれから一度も抜いてないのか？」


　下腹部から腹筋にかけて飛び散った白はく濁だくとした液体が、ねちゃりと流れる。だが、徹平はそんな不快な感かん触しよくに眉まゆをひそめるどころではなかった。


　───……ん、だよ……。オレも、わか、り……やすい、ねえ……。


　自分が快楽に弱い人間だと思ったことはないし、それに溺おぼれたことはない。それなのに、相手が芳隆だというだけで、根ね刮こそぎ判断力を奪うばわれ、自ら相手の手の中に堕おちてしまう。それがどうしてなのかなんて、達いく瞬しゆん間かんに脳裏に浮うかんだ人間のことを考えれば、徹平はわかってしまった。


　乱れた呼吸をどうにか整えようと必死になっている徹平を尻しり目めに、芳隆は腹部に飛んだ精液が気になるらしく、鎖骨あたりまで飛んだそれを指先でなすりつけるようにして、あちこちに伸ばしている。


　それに飽あきたのか芳隆はふっと息を吐はき出すと、中ちゆう途と半はん端ぱに脱ぬがせていた徹平のジーンズを完全に脱がせた。何も身につけない状態でダイニングテーブルの傍そばに寝ねているのが、ひどく気き恥はずかしい気分にさせる。


　一度達ったことが徹平に余よ裕ゆうを与あたえたらしく、ふっとわずかにクリアになった思考に小さく微笑ほほえんだ。


「何か、いいことでもあったのか？」


「……ひゃあっ……っ」


　笑った表情を見られたのだろうか、芳隆がわざと乱暴な手つきで再び徹平の雄を握り込んできた。しかもご丁てい寧ねいに下か肢しを大きく割り開いてその間に身体を置いている。


　閉じようにも閉じられない格好で、相手の前に局部を晒さらしている。しかも、自分は全ぜん裸らだというのに、芳隆の服は何一つ乱れていない。それが余計に徹平の気恥ずかしさに拍はく車しやをかけてしまう。


　達ったばかりで柔やわらかいそこを上下に擦こすられても、そう簡単に勃たつわけもなく、浅い呼吸を繰くり返すだけに留まっている。


「ふ……んぅ」


　最後にぎゅっと握られて雄から手を離はなされたが、開かされた下肢はそのままで、妙みように心こころ許もとない。だが、閉じようにも芳隆の身体に阻はばまれていては、無理がある。それでもわずかでも足を閉じようとのろのろと動かしていると、不意に背中に回された手で抱だき起こされた。


「ほら、起きろ。ここじゃあ、痛い」


　抱き込まれるようにして立たされるが、徹平は自重を支えられず芳隆に縋すがってしまう。膝ひざは笑っているし、手には力が入らない。なので、なかば引きずられるようにしてベッドに投げ出された。


「な……に、するんだよ……っ」


　上体をのろのろと起こして芳隆を見上げようとしたが、傍にいない。訝いぶかしげにあたりを見回せば、床に落としたコートから何かを手にして戻もどってくるところだった。近づいてくる芳隆は何かを企たくらんでいるとしかいいようのない笑え顔がおを浮かべている。


　無意識のうちに芳隆から遠ざかるように身体を動かすが、逃にげられるはずもなく、肩かたを押されていとも容易たやすくベッドに転がってしまう。


「わざわざ用意までしてきたんだぞ。光栄に思えよ？」


　上から見下ろしているとしかいいようのない口調に、徹平は返す言葉もない。芳隆の手にあるのが、小さなボトルだというのはわかるが、何に使うためのモノなのか、徹平にはわからない。ただ、これからそれを使うことになるのだということだけは認識できた。


　少し警けい戒かいするように芳隆とボトルに交こう互ごに視線を遣やっていると、その視線の先で芳隆が服を脱いでいった。まるで見せつけるようにゆっくりと一枚ずつ脱いでいく様は、妙に艶なまめいていて、徹平は目を外すことができない。


　自分とほぼ同じような体格で、どこからどう見ても普ふ通つうは欲情するようなモノではないし、凝ぎよう視しするようなモノではない。なのに、徹平は何かに惹ひきつけられるように視線を投げかけているのだ。


　傷一つ無い肌はだに、均整のとれた身体からだ───。


　筋肉の付き方が、自分よりもしっかりとしていて、それこそ流れるような身体のラインをしている。近づいてくる芳隆から目を逸そらすことなどできず、ベッドがわずかに傾かたむき、彼が目の前にいた。


「足を開け。痛い思いはしたくないだろう？」


　そう言われてしまえば、前回のことを思い出す。翌日は身体がだるすぎて、車の運転をすることすら億おつ劫くうになってしまったのだ。それを少しでも軽減できるというのなら素す直なおに足を開いてしまった方が得策だろう。


　わずかな躊躇ためらいと、多大なる羞しゆう恥ち心しんをどうにかねじ伏ふせて、立て膝のまま足を開いていく。下肢が微かすかに震ふるえてしまうのを止めることはできない。局部を他人に晒すことなど普通は考えられないし、最終的に辿たどり着くのが何なのかわかっているだけに、それ相そう応おうの覚かく悟ごがまだできていないのかもしれない。


　無防備に局部を晒している自分に対して、芳隆は今にも舌舐なめずりしそうな表情をしている。完全に喰くう者と喰われる者との差が明確に表れているとしても、未いまだに覚悟が決まらないのだ。


「───手は、シーツでも摑つかんでおけ。俺を叩たたくな」


「……ん」


　言われるがままにシーツを摑むあたり、徹平の意識は芳隆の支配下に置かれていることを示しているようなモノだ。だが、それを徹平は不快だとは思っていない。


　ぴちゃりという水音がして、雄おすにひんやりとしたモノがかけられる。先程まで雄を包んでいた火傷やけどしそうに熱い芳隆の手の平と違ちがいそれは冷たくて、徹平が一いつ瞬しゆんにして身体を強こわ張ばらせても仕方ないモノだった。


　その温度差に思わずシーツをぎゅっと握にぎり込んでしまったが、下肢を震わせるだけで芳隆を排はい除じよしようとする動きはなかった。それがまた、徹平の服従の表れでもあったが、それに気がついているのは芳隆だけだろう。


　先程よりも滑すべりが良くなったためか、雄をゆるゆると上下に擦られているだけだというのに、段だん違ちがいの快楽がそこから広がってくる。それを余すことなく享きよう受じゆして、体内に溜ため込んでいけば、いつもの倍の速さでボーダーラインに近づいていく。


　最初は堪こらえようとしていた嬌きよう声せいが、休むことなく徹平から溢あふれ出してきて、その場を甘く濃のう密みつな空間へと変えていった。


　だが、あと少しで射精するという間ま際ぎわに、不意に芳隆は手を止めた。あと数回擦るだけで達けるというところで放ほうり出されたのだ。


「───……ぁ？」


　突とつ如じよとして消失した愛あい撫ぶに徹平は瞠どう目もくした。喘あえぎすぎて乾かわいた口こう腔こう内と乱れた呼吸が合わさり、喉のどがひりついている。ゆっくりと唾つばを飲み込み、呼吸を整えようとするが、そう簡単に早はや鐘がねを打っている動どう悸きが収まるはずもなく、徹平はゆっくりと目を瞑つぶっていく。


「今達くと後が辛つらい。少し我が慢まんするんだな」


　何がどう辛いのか、おぼろげながら想像がつくので、何の言葉もなく浅い呼吸を繰り返す。


　再びぴちゃりとした水音が響ひびき、ローションが徹平の局部に垂らされた。火ほ照てっている肌との温度差に徹平の身体は震えるが、制止の声は掛かけない。掛けたところで芳隆が止めるわけないと理解しているからだ。


　簡単に滑る指先が、鈴すず口くちから裏筋をなぞり蟻ありの門と渡わたりを経へて、そこへと辿り着いた。他人の手どころか、自分でさえも触ふれることのないその器官に、つぷりと指先が入り込む。


「ん───」


　痛みも異物感もあまりなく、慣れない違い和わ感かんがあるだけだ。じわりじわりと内部に侵しん入にゆうしてくる指は、じわりじわりと徹平の精神をも侵おかしていく。搔そう痒よう感が大きくなり尻しりがもぞもぞと動いてしまう。


　秘処の奥を引っ搔かくように指先を曲げられると、微かに腰こしが跳はねる。普通ではありえない感覚に、徹平の意識が混乱し始めて戸と惑まどった声がもれる。だが、徹平の身体はその感覚を受け入れていると、目に見える形で示している。


　慣れない感覚に雄はひくついているのだ。搔痒感が薄うすい腸ちよう壁へきを通じて秘処の感覚を雄へとつなげているらしい。体内を探さぐる指が一本から二本に増えたところで、それは変わらない。それどころか、内部を広げるように指先を蠢うごめかし微び妙みような刺し激げきを与あたえ続けていた。


　先走りの滴しずくが雄からだらだらと流れ落ちていくが、芳隆の指は止まらない。


「ひぁ───っ」


　ぐっとそこを抉えぐられてわけもわからないうちに、突とつ然ぜん高みの一歩手前まで引きずり上げられた。徹平は一瞬呼吸が止まるかと思ったほどだ。


「聞いたことくらいあるんじゃないか？　そこが前ぜん立りつ腺せんだ」


　意地悪く笑う芳隆の言葉は、徹平に届いていない。雄に直接手を掛けられるよりも、よりダイレクトに快楽へと堕おちていく感覚に意識を奪うばわれていたのだ。なので、爪つま先さきを丸めて一気に押し寄せてきた快楽を、ぎりぎり身の内に留めているのは、身体からだが無意識のうちに反応しているからにすぎない。


　敏びん感かんに反応する徹平の様子が面おも白しろいのか、芳隆の指は前立腺を撫なでさするようにゆるやかな愛撫を与えてくる。だがそれは、もどかしさしかもたらさず、逆により強い愛撫をねだりたくなったとしても仕方ないだろう。


　腰を揺ゆらめかせ、内部を探っている指先をきゅっと締しめつけて、全身でねだっているといってもいいかもしれない。


「もっと欲しいか？　だが、きちんと言わないとわからないぞ」


　涼すずしい顔で言ってのける芳隆は、徹平が何を望んでいるのかわかっている。痛いほど締めつけてくる秘処が、指をもっと奥へと誘さそうように蠢いているからだ。もっとも、中に指を入れてなくても、止まることを知らずにあふれてくる透とう明めいな滴が、徹平の快楽の深さを物語っている。


「……か、せて……」


　意識が朦もう朧ろうとしている徹平は深く考えずに、芳隆に言われたとおり口にする。それを聞いた芳隆は小さく笑い、徹平の望むままにそこを深く抉った。


　だが、前立腺を強く押されても、達いきそうになる快楽を感じることはできるのだが、実際には快楽の証あかしを吐はき出すことができないのだ。達くことができない雄おすはこちこちに硬かたくなるのだが、いくら前立腺を刺激しても柔じゆう軟なん性にとんだ薄い膜まくが蓋ふたをしているかのようで、それを破ることができない。


「ひ……ぅ……」


　渇かつ望ぼうするのに与えられることのない最後の刺激を求める徹平は、芳隆の指の動きに合わせてそれとわかるほどに腰を揺らめかしている。


「達きたいか……？　だったら、少し我慢してろ」


　そこから抜ぬけていく指先に徹平は首を振ふって嫌いやがるが、芳隆は無情にもすべて抜いてしまう。そのうえ、ぴちゃりと滴したたるほどローションを足して浅い内部だけを引っかき回すのだ。前立腺を押されてももどかしいだけだったのに、浅いそこを引っかくだけの刺激は、余計に焦じらされているだけだった。


「も、や───」


　いつまで経たっても最後の刺激を与えられることがないので、身体の方が先に参ったのか、ほろほろと徹平の目め尻じりからは涙なみだがこぼれてきた。だが、芳隆の手はそれを拭ぬぐうこともせずに、徹平の腰を捉とらえる。


「我慢しろと言っただろう？　もう少しだ」


　ぬるぬると滑る秘処に何かがあてがわれたかと思うと、それは一気に中に入ってきた。


「ひぃあ……っ」


　秘処にねじ込まれた雄の大きさに、徹平の口唇くちびるは綻ほころんだ。ぐちゃぐちゃと音がするほどそこにローションを塗ぬり込まれていたため、身体が軋きしるような痛みは感じない。ただ、秘処の入り口がいっぱいに広がり、その異物がかなりの大きさだと知らせているだけだ。


　あと少し力を加えればそこは切れてしまいそうなほどだったが、どうにか相手の雄を全部収めることができた。膨ふくらんだように思える下腹部や、体内を侵しん食しよくしているような圧あつ迫ぱく感かんに、口を閉じることもできずに、大きな呼吸を繰くり返している。


「痛みは？」


「───ん。……だいじょ、ぶ……」


「そうか───」


　ひくひくと内部から他人の脈動を感じて、徹平はきゅっと眉まゆ根ねを寄せる。前回と違ちがって、自ら受け入れたためにか、それはひどく温かな鼓こ動どうのように感じられた。


　ようやく呼吸が落ち着いたころ、ゆっくりと芳隆が動き出した。丁てい寧ねいに雄を引き出しては、形を覚え込ませるように、また中に入っていく。身体の奥を擦こすられる感かん触しよくは一向に慣れなくて、臓ぞう腑ふを搔き回されるようなおかしな感覚はどう反応したらいいのかわからない。


　だがそれも、体内を探る異物が、快楽の源を掠かすめるまでだった。


「───……ぁ……っ」


　重量のある切っ先がそこを探り当て、最さい奥おうへと抉えぐっていったとき、徹平は声にもならない嬌きよう声せいを上げた。声帯を震ふるわすことなく、呼気だけの掠れた悲鳴のようでもあった。


　その反応を見て、芳隆はくつりと笑う。


　腰こしを押さえつけられ、逃にげ場を失った徹平の快楽は、芳隆の雄が前ぜん立りつ腺せんを掠め通るたびに最奥に凝こごっていく。それはシーツを握にぎる徹平の拳こぶしに、血の気が引くほど力を入れさせてしまう。しかも、ぎゅっと秘処を引き絞しぼり、過か剰じような快楽を与あたえてくる異物を排はい除じよしようとしているのだ。


　だが、それらをモノともせずに、徹平を狂くるわせる欲望は、絡からみつく粘ねん膜まくを引きはがすように無理矢理抜け出ていき、拒こばむように窄すぼめられているそこへ力任せに押し入ってくる。


「ひ……あっ……」


　揺れ動うごく身体に合わせてもれでてくる呼気と短い声は、徹平の耳にも届いていた。快楽に溺おぼれているわけではないが、高みに押し上げられていく様を表している音だと、徹平自身が認めていた。鼻から抜け出た甘い声と、熱を持っている呼気は、今何をしているのか、確実に己自身に知らしめているモノだった。


　ゆっくりと何かを探るように出入りを繰り返していた雄が、段々と早く律動を刻みだし、それに合わせて徹平の呼吸も速くなっていく。肉のぶつかる音や、こめかみを流れ落ちる汗あせが、何をしているのかまざまざと知らしめている。


　だがそれは、先程の愛あい撫ぶと変わらず、芳隆の雄で前立腺を刺し激げきされ、快楽を感じているが達くには何かが足りないのだ。指よりも質量の大きいそれに秘処を圧あつ迫ぱくされながらも、決定的な何かが足りない。


「───……し、た……かっ」


「今、やる……っ」


　思うがままに揺ゆり動かしていた腰にあてていた手を外し、芳隆は徹平の雄を握り込んだ。


「……っぅん」


　待ち望んでいた刺激が与えられたために、きゅっと徹平の秘処が引き締しまり芳隆の雄を絡め取る。やわやわと蠢うごめく腸ちよう壁へきは、根元から先せん端たんまでを隈くま無なく愛撫していく。


「く───っ」


　芳隆の雄が徹平の動きにつられて、高みに引き上げられる。だが、それを芳隆が許すはずもなく、どうにか堪こらえたらしい。


「忌いま々いましい……」


　大きく吐と息いきをついて芳隆が悪態をつくが、今いま更さら止める気はないのだろう。雄を突つき入れるのにタイミングを合わせて、徹平の雄にも刺激を与えていった。焦らすことなく、素す直なおに高みへ追い上げていくと、徹平は恍こう惚こつとした表情を浮うかべて吐息を乱した。


　その姿に、芳隆がぞくりと背筋を震わせたことを、徹平は知らない。


　軽く目を瞑つぶり、頰ほおを上気させ、薄うすく口唇を開いている。徹平自身はそんな表情が相手にどう映っているのか考えられないでいる。ただ、与えられる快楽に溺れて、芳隆のいいように扱あつかわれていることを甘かん受じゆしているだけなのだ。


　言葉もなく、荒あら々あらしく繰り返される律動に、お互たがいの吐息が絡み合う。そこに甘い睦むつみ合いはないが、快楽はある。


「……そろ、そろ、達くぞっ」


　押し込まれてくる欲望と、擦られる自身の雄おすとで、徹平の意識は攪かく乱らんしているし、快感は渦うず巻まいている。


　ただ呼吸を乱して、激しい突き上げに徹平はすべてを委ゆだねていたが、的確に前立腺を抉るように突かれ、カリ部分から竿さおに掛かけてきつく絞られた瞬しゆん間かん、迸ほとばしった精液につられて声を上げてしまった。


「───っああああ……っ」


　どくどくと脈打つ鼓動に合わせて溢あふれ出す白はく濁だくとした液体が、下腹部に広がる感触を感じつつ、徹平の意識は暗くら闇やみに消えていった。











「───おい？」


　身体からだを揺らしても、何の反応も返さない徹平に軽く舌打ちをして、汗と精液にまみれた肢し体たいをベッドに放り出し、芳隆はベッドに座り込んだ。隣となりで意識を失っている人間はどこからどう見ても同じ男でしかない。それなのに、こうしてセックスをした。


　出すだけなら相手が誰だれでも同じで、これまで特に考えたことがなかった。だが、相手が徹平だと、そこに何かしらの意味を見いだしたくなった。相手は意識を失っているにもかかわらず、好き勝手に幾いく度ども抱いた。


　溜ため息をついてベッドから立ち上がり、バスルームに消える。


　自分は頭からシャワーを浴びてすっきりできるが、徹平は無理だと判断したところで、濡ぬらしたタオルを持っていく。身体を拭ふいたところで、シーツがぐちゃぐちゃなので、綺き麗れいにはならないだろうが、少しはましになるだろう。


「……まったく、俺がこんなことをするだなんて……」


　相手が徹平でなければ、やりっ放しのまま放っておいただろう。なのに、徹平だというだけでそのまま放置する気にはなれず、こうやって後始末をしようとしている。その変化に芳隆は自分自身を嘲あざ笑わらう。


　暢気のんきに意識を消失している徹平の顔を大おお雑ざつ把ぱにタオルで拭けば、気持ちよかったのか口くち許もとが面おも白しろいほど弛ゆるんだ。首筋から胸にかけてと下腹部にこびりついている精液を落とすのは困難で、力を入れすぎたためにか肌はだがわずかに赤くなっていた。


　それでも目を覚まさない徹平に、もう溜め息をつくしかない。


「こうなったら、とことんつきあってもらおうか。俺が変わったぶんだけ、徹平が変わるまで、つきまとってやろう」


　どうにかある程度綺麗にした徹平を腕うでに抱だき、芳隆はベッドに転がった。腕の中にいるのは、自分と体格の変わらない男で、どこからどう見ても『かわいい』と形容されるような容姿の持ち主でもない。


　それでも、芳隆には手放したくない人間だった。











　とろりとした意識から浮ふ上じようして、徹平は瞬まばたきを繰くり返す。どこかぼんやりとした意識は、まだ眠ねむりを必要としているらしく、薄い膜まくを隔へだてたような状態でしか、周りの情報を徹平にもたらさない。


　なので、少し身体を動かそうとして、思うように動かなかったことで、ようやく身体をゆるやかに拘こう束そくされているのだと、気がついた。


　───何だっけ……。身体、だるいし……。


　身体に絡からみつく何かを解ほどこうと腕を持ち上げたが、重いしだるいしで、うまく動かせないでいる。似たような状態になったことがあるな、と茫ぼう洋ようとした意識の片かた隅すみでそう考えるが、そこから先に思考が進んでいかない。


　結局腕を動かすのも面めん倒どうになり、拘束もそのままにとろけ出した思考が睡すい眠みんへと変化していくままに任せようとしたところで、外部刺し激げきを受けた。


「───おい、そろそろ起きろ。腹が減った」


「……んぁ……？」


　生え際から額に掛けて優やさしい感かん触しよくが滑すべり落ち、わずかに持ち上げられた顎あごの感触を不思議に思うよりも先に、口唇くちびるに触ふれるモノがあった。


　───ええーと……？


　いつまでもくっついていたそうな瞼まぶたをどうにかこじ開けて、目の前に何があるのか確認した途と端たん、息を呑のんだ状態で起き上がろうとしたため、芳隆に頭ず突つきをかますところだった。


「危ないな。気をつけろよ」


「あー、うん……。てか、何事？」


　起き抜ぬけに芳隆の顔を見ることになるとは思っていなかっただけに、徹平は状じよう況きよう把は握あくができず、深く考えもしないままに言葉を発する。が、それが悪かったのか、芳隆が憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべた。


「昨夜のことを覚えていないと？」


「……昨夜？」


　きゅっと眉まゆ根ねを寄せて記き憶おくの中を漂ただよったところ、もの凄すごい勢いで自分たちが何をしたのか鮮せん明めいに思い浮かび、徹平は間の抜けた声を上げてまじまじと芳隆を凝ぎよう視しする。無言のままお互たがいから目を離はなさないでいたが、いつまでもそうしてはいられない。


　徹平は大きな溜め息をついて、前回と同じように何もなかったかのように、身体を起こす。


「今日は休みだから、家の中のことしろよ」


「───おい」


　徹平の言葉にはぐらかされたのかと思ったらしい芳隆は低く唸うなったが、肝かん心じんの徹平はそれを無視する。どこか呆あきれたような口調は演技だが、それが徹平の精せい一いつ杯ぱいだ。


「だから、ここにいたいんだろ？　だったら、働かざる者食うべからず、だ。それならいてもいいさ」


　どこか強こわ張ばった笑えみも浮かべてみるが、内心は冷や汗あせを搔かいている。


　───そりゃ、芳隆がいなくなって寂さびしいとは思ったけどねえ。いきなりここまですっ飛ぶか、普ふ通つう。……でもまあ、芳隆だしなあ……。


　同性だからとか、相手の意思はどこだとか、このまま流されるだけなのかとか、いろいろと気になることはある。


　徹平自身は性的にノーマル嗜し好こうなのだが、芳隆相手では流されてしまう。しかも、セックスするならきちんと相手との意い思し疎そ通つうをはかって、せめて『恋こい人びと』という関係を持ってからではないと、と思っているだけに流されてしまうのは、どうにもいただけない。だからといって、芳隆と『恋人』になるのかと問われれば、それには眉まゆをひそめてしまう。


　───つきあうには、我が儘ままというか、わけがわからないというか……。


　同性だという根本的問題をおいておいても、性格的に問題があると思う。そんな芳隆につきあうのは確かに面おも白しろいだろうし、楽しめるだろう。だが、そのために引き替かえるのが、自分の平へい穏おんな生活だというのはわかりきっている。


　───さて、どうしたものだかねえ。


　目の前で徹平の言葉を考えているらしい芳隆に、溜ため息をつく。


　お互いにそこに恋れん愛あい感情があるのかどうか、わかっていない。だから愛の告白だなんて馬ば鹿かなことはしていない。なのに、抱き合うことは嫌いやじゃなくて、一いつ緒しよにいたら楽しくて心安らかになれると思った。


　知人以上に深い関係にはなったが、友人というには心の中に踏ふみ入ってはいない。かといって恋人というほどの恋愛感情はない。どれをとっても微び妙みような関係でしかないが、それを断たち切ってしまうのは、嫌なのだ。


　だから、曖あい昧まいなままこの関係を続けてみるのが一番だろう。


「───わかった。とりあえず、今は飯だ」


　徹平の言葉をどう受け取ったのか、芳隆は起き上がって台所へと向かっていった。上半身は裸はだかだったが、下はスウェットをはいていた。綺き麗れいに筋の入った背中のラインを見み遣やりながら、徹平は小さく笑う。


　自分よりも年上の癖くせに、精神的にどうも子供じみているような気がしてならない。しかも、いつか手に負えない大人になるような気がしてならないのだ。


　───ま、そのときはそのときで面白いだろうとは思うけどな。


　ベッドの上でそんなことを考えていると、食事の支度を手伝おうとしない徹平に焦じれたのか、芳隆が台所から大声を出した。


「おまえは何もしないのか？」


「……あのねえ、身体からだというか腰こしがね、言うことを聞かないんですが」


「───……」


　溜め息まじりに言葉を返した徹平に、芳隆はいささか怯ひるんだらしい。というか、そこにまで考えが至いたらなかったのだろう。すぐさまバツが悪そうに押し黙だまってしまった。徹平はその様子を見て、くすくすと笑いだす。


「ま、そういうわけだから、今日一日、芳隆が元気に働いてくれ」


　性格的にいろいろと問題がありそうな芳隆だが、しばらくはこのままでいいだろうと徹平は思った。初めは何もしなかった彼が、今はああやって台所に立っている。そんなふうに、ゆっくりと関係が変化していくのを待つのもいいかもしれないと、徹平は静かに目を閉じた。




不ふ埒らちなキスの危き険けんな罠わな





水みず城き薫かおる






[image: ]


平成22年6月1日　発行


発行者　井上伸一郎


発行所　株式会社角川書店


〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3


http://www.kadokawa.co.jp/


(C) Kaoru MIZUKI 2010




[image: ]

OEBPS/images/LOGO-RUBY.png





OEBPS/images/KGX00492_C.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





